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(57)【要約】
【課題】ＣＯＦ上に連続接続状に形成する制御配線数を
削減する。
【解決手段】ＥＬ表示装置において、フレキシブル基板
２２ｇは、パネル基板３１に形成されたパネル配線と接
続するための複数の接続端子７５を配列するとともに、
フレキシブル基板２２ｇ内部の一点と接続端子７５とを
接続する端子接続線７４ｅと、２つ以上の接続端子７５
間を接続する連続接続線７４ａ、７４ｂ、７４ｃとを有
し、ゲートドライバＩＣ１２のドライバ出力端子は端子
接続線７４ｅで配線し、ゲートドライバＩＣ１２のドラ
イバ入力端子は連続接続線７４ａ、７４ｂ、７４ｃで配
線している。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するパネル基板と、
　前記画素の行ごとに配置されたゲート信号線と、
　前記画素の列ごとに配置されたソース信号線と、
　フレキシブル基板に実装されたゲートドライバ回路と、
　前記ソース信号線に映像信号を出力するソースドライバ回路を具備し、
　前記ゲートドライバ回路には、ゲート信号出力端子と、ドライバ端子とが配置され、
　前記フレキシブル基板には、第１の接続部と、ゲート信号接続部と、第３の接続部とが
配列され、
　前記フレキシブル基板には、
　前記ゲート信号出力端子と前記ゲート信号接続部とを接続する端子接続線と、前記第１
の接続部と前記ドライバ端子と前記第３の接続部とを接続する連続接続線とを有し、
　前記制御端子は、前記ゲート信号出力端子と前記ドライバ端子間に配置されている、
ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記ゲートドライバ回路は、複数のシフトレジスタ回路を有している、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記ドライバ端子のうち、少なくとも１端子は、前記ゲート信号出力端子から出力され
る信号モードを設定する端子であり、
　前記信号モードは、オン電圧と第１のオフ電圧からなる第１の信号モードと、オン電圧
と第１のオフ電圧と第２のオフ電圧からなる第２の信号モードであり、
　前記信号モードを設定する端子により、前記第１の信号モードと前記第２の信号モード
のいずれかを選択する、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記第２の接続部に接続されたパネル配線に印加される電圧は、ロジック設定電圧、ま
たは、前記ゲート信号出力端子から出力される電圧である、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記画素は、ｎ（ｎは２以上の整数）本の前記ゲート信号線を有し、
　前記ゲートドライバ回路は、ｎ個のシフトレジスタ回路を有している、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記ゲートドライバ回路には、複数のゲート信号線出力回路が形成され、
　前記ゲート信号線出力回路には、独立したＶｏｎ電圧が印加される、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記表示画面の一辺に、第１のゲートドライバ回路が配置され、前記表示画面の他辺に
、第２のゲートドライバ回路が配置されている、
請求項１記載のＥＬ表示装置。
【請求項８】
　ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するパネル基板と、
　前記画素の行ごとに配置されたゲート信号線と、
　前記画素の列ごとに配置されたソース信号線と、
　フレキシブル基板に実装されたゲートドライバ回路と、
　前記ソース信号線に映像信号を出力するソースドライバ回路を具備し、
　前記ゲートドライバ回路には、ゲート信号出力端子と、第１のドライバ端子と、第２の
ドライバ端子とが配置され、
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　前記フレキシブル基板には、第１の接続部と、ゲート信号接続部と、第３の接続部とが
配列され、
　前記フレキシブル基板には、
　前記ゲート信号出力端子と前記ゲート信号接続部とを接続する端子接続線と、前記第１
の接続部と前記第１のドライバ端子と前記第２のドライバ端子と前記第３の接続部とを接
続する連続接続線とを有し、
　前記制御端子は、前記ゲート信号出力端子と前記第１のドライバ端子間と、前記ゲート
信号出力端子と前記第２のドライバ端子間のうち、少なくとも一方に配置されている、
ＥＬ表示装置。
【請求項９】
　前記ゲートドライバ回路は、複数のシフトレジスタ回路を有している、
請求項８記載のＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記第１のドライバ端子および前記第２のドライバ端子のうち、少なくとも１端子は、
前記ゲート信号出力端子から出力される信号モードを設定する端子であり、
　前記信号モードは、オン電圧と第１のオフ電圧からなる第１の信号モードと、オン電圧
と第１のオフ電圧と第２のオフ電圧からなる第２の信号モードであり、
　前記信号モードを設定する端子により、前記第１の信号モードと前記第２の信号モード
のいずれかを選択する、
請求項８記載のＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　前記第２の接続部に接続されたパネル配線に印加される電圧は、ロジック設定電圧、ま
たは、前記ゲート信号出力端子から出力される電圧である、
請求項８記載のＥＬ表示装置。
【請求項１２】
　前記画素は、ｎ（ｎは２以上の整数）本の前記ゲート信号線を有し、
　前記ゲートドライバ回路は、ｎ個のシフトレジスタ回路を有している、
請求項８記載のＥＬ表示装置。
【請求項１３】
　前記ゲートドライバ回路には、複数のゲート信号線出力回路が形成され、
　前記ゲート信号線出力回路には、独立したＶｏｎ電圧が印加される、
請求項８記載のＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　ＥＬ素子を有する画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するパネル基板と、
　前記画素の行ごとに配置されたゲート信号線と、
　前記画素の列ごとに配置されたソース信号線と、
　フレキシブル基板に実装されたゲートドライバ回路と、
　前記ソース信号線に映像信号を出力するソースドライバ回路を具備し、
　前記ゲートドライバ回路には、ゲート信号出力端子と、第３のドライバ端子と、第４の
ドライバ端子とが配置され、
　前記フレキシブル基板には、第１の接続部と、ゲート信号接続部と、第３の接続部とが
配列され、
　前記フレキシブル基板には、
　前記ゲート信号出力端子と前記ゲート信号接続部とを接続する端子接続線と、前記第１
の接続部と前記第３のドライバ端子間とを接続する端子接続線と、前記第３のドライバ端
子と前記第３の接続部とを接続する端子接続線とを有し、
　前記第３のドライバ端子と、前記第４のドライバ端子間は、前記ゲートドライバ回路に
形成された配線により接続されている、
ＥＬ表示装置。
【請求項１５】
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　前記ゲートドライバ回路は、複数のシフトレジスタ回路を有している、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　前記ゲートドライバ回路に形成された配線の途中に、双方向バッファ回路が配置されて
いる、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【請求項１７】
　前記第３のドライバ端子および前記第４のドライバ端子のうち、少なくとも１端子は、
前記ゲート信号出力端子から出力される信号モードを設定する端子であり、
　前記信号モードは、オン電圧と第１のオフ電圧からなる第１の信号モードと、オン電圧
と第１のオフ電圧と第２のオフ電圧からなる第２の信号モードであり、
　前記信号モードを設定する端子により、前記第１の信号モードと前記第２の信号モード
のいずれかを選択する、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【請求項１８】
　前記画素は、ｎ（ｎは２以上の整数）本の前記ゲート信号線を有し、
　前記ゲートドライバ回路は、ｎ個のシフトレジスタ回路を有している、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【請求項１９】
　前記ゲートドライバ回路には、複数のゲート信号線出力回路が形成され、
　前記ゲート信号線出力回路には、独立したＶｏｎ電圧が印加される、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【請求項２０】
　前記表示画面の一辺に、第１のゲートドライバ回路が配置され、前記表示画面の他辺に
、第２のゲートドライバ回路が配置されている、
請求項１４記載のＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、有機エレクトロルミネッセンス（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍ
ｉｎｅｓｃｅｎｃｅ。以下、ＥＬまたはＯＬＥＤと呼ぶことがある。）素子などを有する
画素構成、ＥＬ素子がマトリックス状に配置されたＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）、Ｅ
Ｌ表示装置の駆動方法、ＥＬ表示装置などに用いるドライバＩＣ基板、フレキシブル基板
などに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子をマトリックス状に備えたアクティブマトリックス（Ａｃｔｉｖｅ－Ｍａ
ｔｒｉｘ、以下、ＡＭと略する場合がある）型有機ＥＬ表示装置がスマートフォンなどの
表示パネルに採用され、商品化されている。ＥＬ素子は、アノード電極およびカソード電
極間にＥＬ層が形成されている。ＥＬ素子は、アノード、カソード電極（端子）に供給さ
れた電流あるいは電圧により発光する（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　液晶表示パネル（ＬＣＤ）は、１画素に１ゲート信号線が形成または配置されている。
ＥＬ表示装置は、少なくとも２本以上のゲート信号線が各画素に形成または配置され、多
くのＥＬ表示装置は、３本または４本のゲート信号線が各画素に形成または配置されてい
る（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　特許文献１では、有機ＥＬ素子をマトリックス状に備えたアクティブマトリックス（Ａ
ｃｔｉｖｅ－Ｍａｔｒｉｘ、以下、ＡＭと略する場合がある）型有機ＥＬ表示装置のドラ
イバＩＣが実装されたフレキシブル基板（ＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ））に、入
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力伝送ライン及び出力伝送ラインを電気的に連結する連結伝送ラインが形成された構成が
開示されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、ドライバＩＣが実装されたフレキシブル基板に、入力信号線な
どを、連続接続で形成した構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１８８０７８号公報
【特許文献２】特開２００６－０４９５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）は、画像表示にバックライトが必要でないため、パネ
ルモジュールの厚みを薄くすることができる。このパネルの厚みを薄くできるという特徴
を活かすため、ゲートドライバＩＣ側は、プリント基板（ＰＣＢ）を使用しない構成（Ｐ
ＣＢレス構成）を採用している。
【０００８】
　ＰＣＢレス構成では、すべての電源配線及び制御信号線をＣＯＦに形成する必要がある
。ＣＯＦは、配線層が１層のため、ＣＯＦに形成した配線は、交差することができない。
そのため、電源配線と制御配線との交差部が発生しないように、連続接続で配線などのレ
イアウト配置を行う必要がある。
【０００９】
　しかし、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）は、制御信号線の数が多いため、ＣＯＦに形
成される配線が密になり、短絡欠陥が発生しやすい。
【００１０】
　本開示は、これらの課題に鑑みなされたものであり、ＣＯＦ上に連続接続状に形成する
制御配線数を削減して、低コストで、歩留まりのよいＥＬ表示装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本開示の一態様に係るＥＬ表示装置は、発光素子を複数配列したパネル基板と、パネル
基板を駆動するゲートドライバＩＣを実装したフレキシブル基板とを有するＥＬ表示装置
に関するものである。
【００１２】
　本開示は、発光素子を有する画素がマトリックス状に配置された表示画面を有するパネ
ル基板と、前記画素の行ごとに配置されたゲート信号線と、前記画素の列ごとに配置され
たソース信号線と、フレキシブル基板に実装されたゲートドライバ回路と、前記ソース信
号線に映像信号を出力するソースドライバ回路を具備する。前記ゲートドライバ回路には
、ゲート信号出力端子と、ドライバ端子と、制御端子が配置され、前記フレキシブル基板
には、第１の接続部と、ゲート信号接続部と、第２の接続部と、第３の接続部が一辺に配
列され、前記フレキシブル基板には、端子と接続部とを接続する端子接続線と、２つ以上
の前記接続部を接続する連続接続線とを有する。前記制御端子は、前記ゲート信号出力端
子と前記ドライバ端子間に配置され、前記ゲート信号接続部と前記ゲート信号出力端子は
端子接続線で配線し、前記第１の接続部と前記ドライバ端子と前記第３の接続部は、連続
接続線で配線し、前記パネル基板に形成されたパネル配線は、前記第２の接続部に接続さ
れ、前記第２の接続部と前記制御端子が端子接続線で配線したことを特徴とする。この構
成により、ＣＯＦ上に連続接続状に形成する制御配線数を削減して、低コストで、歩留ま
りのよいＥＬ表示装置を提供することができる。
【００１３】
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　なお、本開示のＥＬ表示装置のドライバ端子は、ゲートドライバＩＣに電圧を印加する
ドライバ端子であってもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本開示によれば、ＣＯＦ上に連続接続状に形成する制御配線数を削減して、低コストで
、歩留まりのよいＥＬ表示装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本実施の形態にかかるＥＬ表示装置の構成を示す断面図である。
【図２】図２は、本実施の形態にかかるＥＬ表示装置の構成を示す断面図である。
【図３】図３は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図４】図４は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である。
【図５】図５は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図６】図６は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるＣＯＦの説明図である。
【図７】図７は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるＣＯＦの説明図である。
【図８Ａ】図８Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図９】図９は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である。
【図１０】図１０は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるゲートドライバＩＣの説明図
である。
【図１１】図１１は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図１２】図１２は、本実施の形態のＥＬ表示装置のＣＯＦ部の説明図である。
【図１３】図１３は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるソースドライバＩＣの説明図
である。
【図１４】図１４は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図１５】図１５は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図１６】図１６は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図１７】図１７は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図１８】図１８は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図１９】図１９は、本実施の形態のＥＬ表示装置のゲートドライバＩＣの説明図である
。
【図２０Ａ】図２０Ａは、本実施の形態のＥＬ標示装置の駆動方法の説明図である。
【図２０Ｂ】図２０Ｂは、本実施の形態のＥＬ標示装置の駆動方法の説明図である。
【図２１】図２１は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図２２Ａ】図２２Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるゲートドライバＩＣの説
明図である。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるゲートドライバＩＣの説
明図である。
【図２３】図２３は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２４】図２４は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２５】図２５は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２６】図２６は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２７】図２７は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
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【図２８】図２８は、本実施の形態のＥＬ表示装置の説明図である。
【図２９】図２９は、本実施の形態のＥＬ表示装置のドライバＩＣの説明図である。
【図３０Ａ】図３０Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３０Ｂ】図３０Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３１Ａ】図３１Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３１Ｂ】図３１Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３２Ａ】図３２Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３２Ｂ】図３２Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３３Ａ】図３３Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３３Ｂ】図３３Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３４Ａ】図３４Ａは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３４Ｂ】図３４Ｂは、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３５】図３５は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３６】図３６は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３７】図３７は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３８】図３８は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図３９】図３９は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４０】図４０は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４１】図４１は、本実施の形態のＥＬ表示装置のドライバＩＣの説明図である。
【図４２】図４２は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるソースドライバＩＣの説明図
である。
【図４３】図４３は、本実施の形態のＥＬ表示装置に用いるソースドライバＩＣの説明図
である。
【図４４】図４４は、本実施の形態のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。
【図４５】図４５は、本実施の形態のＥＬ表示装置を用いる表示機器の説明図である。
【図４６】図４６は、本実施の形態のＥＬ表示装置を用いる表示機器の説明図である。
【図４７】図４７は、本実施の形態のＥＬ表示装置を用いる表示機器の説明図である。
【図４８】図４８は、ＥＬ表示装置の説明図である。
【図４９】図４９は、ＥＬ表示装置の説明図である。
【図５０】図５０は、従来のＥＬ表示装置のＣＯＦ部の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細
な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一
の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長にな
るのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
【００１７】
　なお、発明者らは、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説明
を提供するものであって、これらによって請求の範囲に記載の主題を限定することを意図
するものではない。
【００１８】
　（本開示の基礎となった知見）
　以下、本開示の詳細を説明する前に、本開示の基礎となった知見について説明する。
【００１９】
　液晶表示パネル（ＬＣＤ）では、１画素に１ゲート信号線が形成または配置されている
。これに対し、ＥＬ表示装置（以下の実施の形態では、「ＥＬ表示パネル」と呼ぶことも
ある。）では、少なくとも２本以上のゲート信号線が各画素に形成または配置されている
。例えば、多くのＥＬ表示装置においては、３本または４本のゲート信号線が各画素に形
成または配置されている。
【００２０】
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　以上の事項から、ＥＬ表示装置は、ＬＣＤに比較してゲート信号線の本数が非常に多い
構成となっている。
【００２１】
　ＬＣＤに必要な電圧は、オン電圧（Ｖｏｎ）、オフ電圧（Ｖｏｆｆ）、ロジック電圧（
Ｖｃｃ）、映像信号電圧（ＡＶｄｄ）である。
【００２２】
　ＥＬ表示装置は、オン電圧（Ｖｏｎ）が複数種類必要となり、オフ電圧（Ｖｏｆｆ）も
複数電圧が必要となる。映像信電圧（ＡＶｄｄ）、ロジック電圧（Ｖｃｃ）も必要である
。画素回路構成に依存して、イニシャル電圧（Ｖｉｎｉ）、リセット電圧（Ｖｒｓｔ）な
どが必要となる場合がある。アノード電圧（Ｖｄｄ）、カソード電圧（Ｖｓｓ）も必要で
ある。また、１画素を制御する複数のゲート信号線の動作は異なることから、動作を制御
する制御信号も各ゲート信号線に対応して必要となる。そのため制御信号線数も多い。し
たがって、ＥＬ表示装置の制御信号線おおび電源線数は、ＬＣＤに比較して４～５倍とな
る。
【００２３】
　図４８に図示するように、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）、ソースドライ
バＩＣ（ソースドライバ回路）１４は、ＣＯＦに実装される。また、図４８に図示するよ
うに、ゲート信号線１７ａ、１７ｂの両端には、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２
ｂ）が接続されている。ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は、ＣＯＦ２２ｇに
実装されている。
【００２４】
　同様に、各画素１６には、ソース信号線１８が接続されている。ソース信号線１８の一
端には、ソースドライバＩＣ１４が接続されている。ソースドライバＩＣ１４は、ＣＯＦ
２２ｓに実装されている。ＣＯＦ２２ｓは、プリント基板（ＰＣＢ）が接続され、プリン
ト基板（ＰＣＢ）から、ＣＯＦ２２ｓに映像信号、制御信号が印加される。
【００２５】
　ソースドライバＩＣ１４が実装されたＣＯＦ２２ｓは、パネルに実装される。また、Ｃ
ＯＦ２２ｓには、プリント基板（ＰＣＢ）２３ｓが取り付けられる。
【００２６】
　なお、本開示では、ゲート信号線を駆動する回路を、ゲートドライバＩＣ１２として説
明するが、本開示はこれに限定されるものではない。たとえば、ゲートドライバＩＣ１２
は、ＴＡＯＳ、低温ポリシリコン、高温ポリシリコン技術で、画素回路などを形成するプ
ロセスと同時に、表示パネル基板に直接、形成してもよい。つまり、ゲートドライバＩＣ
とは、半導体チップに限定されるものではなく、ゲートドライバ回路を意味する。また、
ソースドライバＩＣ１４についても同様であり、ソースドライバＩＣとは、半導体チップ
に限定されるものではなく、ソースドライバ回路を意味する。なお、ドライバＩＣを、Ｔ
ＡＯＳ、低温ポリシリコン、高温ポリシリコン技術で、画素回路などを形成するプロセス
と同時に、表示パネル基板に直接、形成する場合は、ＣＯＦも不要となることは言うまで
もない。
【００２７】
　ゲートドライバＩＣ１２が実装されたＣＯＦ２２ｇもパネルに実装される。ＣＯＦ２２
ｇには、プリント基板（ＰＣＢ）は取り付けられない。つまり、プリント基板レス（ＰＣ
Ｂレス）構成である。プリント基板レス（ＰＣＢレス）にすることにより、薄型のパネル
モジュールを構成できる。
【００２８】
　図４９は、ＥＬ表示装置の画素およびドライバＩＣなどの説明図である。
【００２９】
　図４９の画素１６において、Ｐチャンネルの駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子
に、スイッチ用トランジスタ１１ｄのソース端子が接続され、スイッチ用トランジスタ１
１ｄのドレイン端子にＥＬ素子１５のアノード端子が接続されている。



(9) JP 2018-60798 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

【００３０】
　ＥＬ素子１５のカソード端子には、カソード電圧Ｖｓｓが印加されている。駆動用トラ
ンジスタ１１ａのソース端子には、アノード電圧Ｖｄｄが印加されている。
【００３１】
　ゲート信号線１７ｂ（Ｇｄ）にオン電圧が印加されると、スイッチ用トランジスタ１１
ｄがオンし、駆動用トランジスタ１１ａからの発光電流がＥＬ素子１５に供給される。Ｅ
Ｌ素子１５は、発光電流の大きさに基づき、発光する。発光電流の大きさは、ソース信号
線１８に印加された映像信号を、スイッチ用トランジスタ１１ｂで画素１６に印加するこ
とにより決定する。
【００３２】
　駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子には、コンデンサ１９ｂの１端子が接続され、
コンデンサの他の端子は、アノード電圧（Ｖｄｄ）が印加された電極または７配線と接続
されている。スイッチ用トランジスタ１１ｂのソース端子は、ソース信号線１８と接続さ
れ、スイッチ用トランジスタ１１ｂのドレイン端子は駆動用トランジスタ１１ａのゲート
端子と接続されている。一方、ソースドライバＩＣ１４は、ソース信号線１８に映像信号
を印加する。
【００３３】
　ゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）は、表示画面２５の左右に配置されたゲートドラ
イバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）に接続されている。
【００３４】
　ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は、画素の選択電圧（オン電圧Ｖｏｎ）を
ゲート信号線１７に印加する。ゲート信号線１７ｂのオン電圧が印加されると、スイッチ
用トランジスタ１１ｂがオンして、ソース信号線１８に印加された映像信号が、画素１６
に印加される。
【００３５】
　ＥＬ表示パネル４９には、ＥＬ素子１５を有する画素１６がマトリックス状に形成され
た表示画面２５が形成されている。
【００３６】
　以上の構成により、表示画面が大型であっても、また、高精細の表示画面を有する画像
表示であっても、良好に表示画面の画素に映像信号を印加できる。また、表示画面に輝度
傾斜などの発生がなく、良好な画像表示を実現できる。
【００３７】
　なお、本開示のＥＬ表示装置のドライバ端子は、ゲートドライバＩＣに電圧を印加する
ドライバ端子であってもよい。
【００３８】
　また、ＥＬ表示装置は、画像表示にバックライトが必要でないため、パネルモジュール
の厚みを薄くすることができる。このパネルの厚みを薄くできるという特徴を活かすため
、図４８に図示するように、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）側は、ＰＣＢレ
ス構成を採用している。
【００３９】
　ＰＣＢを使用すれば、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で使用する電源配線
、制御信号線は、ＰＣＢから供給すればよい。
【００４０】
　図４８に図示するように、ＰＣＢを使用しない構成（ＰＣＢレス構成）では、図５０に
図示するように、すべての電源配線、制御信号線をＣＯＦ２２ｇに形成する必要がある。
ＣＯＦは、配線層が１層のため、ＣＯＦ２２に形成した配線は、交差することができない
。そのため、図５０に図示するように、電源配線、制御配線との交差部が発生しないよう
に、連続接続で配線などのレイアウト配置を行う必要がある。
【００４１】
　図５０では、パネル基板３１に形成されたパネル配線９１ａと、ＣＯＦ２２ｇのＣＯＦ
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配線７４ａとは、接続端子７５ａ部において、ＡＣＦ樹脂で接続される。ＣＯＦ配線７４
ａはゲートドライバＩＣ１２のドライバ入力端子７３ａに電気的に接続されている。ドラ
イバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂとはＣＯＦ配線７４ｃで接続されている。
また、ドライバ入力端子７３ｂと接続端子７５ｂとは、ＣＯＦ配線７４ｂで電気的に接続
されている。また、パネル基板３１に形成されたパネル配線９１ｂと、ＣＯＦ２２ｇのＣ
ＯＦ配線７４ｂとは、接続端子７５ｂ部において、ＡＣＦ樹脂で接続される。
【００４２】
　以上のように、パネル基板３１に形成されたパネル配線９１ａ→接続端子７５ａ→ＣＯ
Ｆ配線７４ａ→ドライバ入力端子７３ａ→ＣＯＦ配線７４ｃ→ドライバ入力端子７３ｂ→
ＣＯＦ配線７４ｂ→接続端子７５ｂ→パネル基板３１に形成されたパネル配線９１ｂと、
連続接続で配線のレイアウト設計が行われている。
【００４３】
　なお、ゲートドライバＩＣ１２のゲートドライバ出力は、ドライバ出力端子７２から出
力される。ドライバ出力端子７２と接続端子７１とは、ＣＯＦ配線７４ｅで電気的に接続
されている。ドライバ出力端子７２は、ゲート信号線１７と、ＡＣＦにより電気的に接続
されている。
【００４４】
　ＥＬ表示装置は、少なくとも２本以上のゲート信号線が各画素に形成または配置され、
多くのＥＬ表示装置は、３本または４本のゲート信号線が各画素に形成または配置されて
いる。
【００４５】
　以上の事項から、ＥＬ表示装置は、ＬＣＤに比較してゲート信号線１７の本数が非常に
多い。したがって、ゲート信号線１７などを制御する制御信号線数も多くなる。
【００４６】
　各画素のそれぞれのゲート信号線は、制御するトランジスタが異なり、また、必要とす
るゲート信号線の電圧振幅が異なる。したがって、ＥＬ表示装置は、オン電圧（Ｖｏｎ）
が複数種類必要となり、オフ電圧（Ｖｏｆｆ）も複数電圧が必要となる。その他、イニシ
ャル電圧（Ｖｉｎｉ）、リセット電圧（Ｖｒｓｔ）などが必要となる場合がある。また、
１画素を制御する複数のゲート信号線の動作は異なることから、動作を制御する制御信号
も各ゲート信号線に対応して必要となる。そのため制御信号線数も多い。したがって、Ｅ
Ｌ表示装置の制御信号線および電源線数は、ＬＣＤに比較して４～５倍となる。
【００４７】
　ＥＬ表示装置では、電源配線数及び制御配線数が多いため、ＣＯＦ２２ｇに配設する配
線数が非常に多くなる。一例として、ＬＣＤの３倍以上にもなる。
【００４８】
　図４８に示すように、ＰＣＢレス構成を実現するためには、ＣＯＦに配設する電源配線
数及び制御配線数が多いため、図５０のＣＯＦ２２ｇのＤ距離、Ａ距離、Ｂ距離が長くな
る。そのため、ＣＯＦ２２ｇのサイズが大きくなり、コストが高くなる。ＥＬ表示装置の
画面サイズは、パネルの画面インチ数で決定されるため、ＣＯＦ実装で使用できる距離（
ＣＯＦの貼り付けできる幅）もパネルの画面インチ数で決定される。したがって、ＣＯＦ
サイズが大きくなると、ＣＯＦ実装で使用できる距離（ＣＯＦの貼り付け幅×ＣＯＦ枚数
）が、画面幅を超えることになる。そのため、ＣＯＦサイズを大きくすると、ＣＯＦをパ
ネルに実装することが物理的に不可能となる。
【００４９】
　ＣＯＦ２２ｇのＡ距離が長いと、ドライバ出力端子７２を形成する範囲が狭くなる。も
しくは、ゲートドライバＩＣ１２のチップ長辺の長さを大きくする必要がある。したがっ
て、ゲートドライバＩＣ１２のサイズは大きくなり、ドライバＩＣの価格が高くなる。
【００５０】
　ＣＯＦ２２ｇに配設するＣＯＦ配線７４の本数を削減するためには、図５０のように、
アレイ接続配線５４を形成する手段がある。アレイ接続配線５４はパネルの画素を形成す
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るプロセスで形成されるため、配線の交差部を形成することができる。したがって、複雑
な配線パターン、配線の分岐を形成することができる。
【００５１】
　しかし、アレイ接続配線５４は、ゲート信号線１７と交差するため、交差部にピンホー
ルなどがあると、アレイ接続配線５４とゲート信号線１７とが短絡する。ＥＬ表示装置は
、ゲート信号線１７信号線数が多い。そのため、１ゲートドライバＩＣ１２あたりのゲー
トドライバ出力端子数も多い。したがって、アレイ接続配線５４とゲート信号線１７との
交差部が多く、短絡欠陥が発生しやすい。特に、アレイ接続配線５４の形成部は、保護カ
バーなどがなく、機械的な損傷も発生しやすい。そのため、交差部での短絡欠陥も発生し
やすい。
【００５２】
　以上のことから、ゲートドライバＩＣ１２付きＣＯＦ２２ｇをパネル基板３１に複数接
続して実装し、かつ、ＰＣＢレス構成のＥＬ表示装置では、以下の制約条件がある。
【００５３】
　制約条件とは、（１）ＣＯＦ２２ｇに形成した配線７４は交差させることができない。
（２）パネル基板上のゲート信号線１７と入力信号配線・電源配線とは交差できない、あ
るいは、ゲート信号線１７と入力信号配線・電源配線を交差させると交差部の短絡リスク
が高く、パネルの製造歩留まりを著しく低下させる。
【００５４】
　以上のことから、ＥＬ表示装置では、ゲートドライバＩＣ１２付きＣＯＦ２２ｇをパネ
ル基板３１に複数接続して実装し、かつＰＣＢレス構成は、実現が困難であるという課題
があった。
【００５５】
　そこで、以下の実施の形態では、ＣＯＦ上に連続接続状に形成する制御配線数を削減し
て、低コストで、歩留まりのよいＥＬ表示装置について説明する。
【００５６】
　（実施の形態）
　以下、図１～図８Ｂを用いて、本実施の形態に係る表示装置について説明する。
【００５７】
　図１及び図２は、本実施の形態にかかるＥＬ表示装置の構成を示す断面図である。
【００５８】
　本開示において、各図面は理解を容易するために、また、作図を容易にするために、省
略、拡大あるいは縮小した箇所がある。たとえば、図１に図示する表示パネルの断面図で
は、ガラス基板４８などを薄く、図示している。また、図２において、封止基板３０は薄
くしている。
【００５９】
　省略した箇所もある。たとえば、図１に示す本開示に係るＥＬ表示装置では、反射光の
防止のために円偏光板などの位相フィルムを光出射面に配置することが必要である。しか
し、図１では、円偏光板を図示することを省略している。
【００６０】
　また、光出射面には、外光の映りこみを防止するため、表面が凹凸のアングレアシート
を形成または配置するが、図１、図２では省略している。また、反射防止膜を形成したシ
ートあるいは反射防止膜を図示することを省略している。
【００６１】
　なお、以下において、接続端子７５ａは、本開示における第１の接続部に相当する。接
続端子７１は本開示におけるゲート信号接続部に相当する。接続端子７５ｂは本開示にお
ける第３の接続部に相当する。ドライバ出力端子７２は本開示におけるゲート信号出力端
子に相当する。ドライバ入力端子７３ａ及び７３ｂは本開示におけるドライバ端子に相当
する。接続端子７５ｃは本開示における第２の接続部に相当する。ＣＯＦ配線７４ａ、７
４ｂ、７４ｃは本開示における連続接続線に相当する。ＣＯＦ配線７４ｄ及び７４ｅは本
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開示における端子接続線に相当する。入力制御配線２６１は本開示におけるパネル配線に
相当する。
【００６２】
　図１および図２は、本開示のＥＬ表示パネルの断面図である。ただし、説明に不要な箇
所は省略している。また、厚み、サイズなどは、説明を容易にするため、拡大あるいは縮
小した部分がある。以上の事項は他の図面に対しても同様である。
【００６３】
　図１は、上面から光取り出しを行う「上取り出し」の表示装置に係る実施の形態である
。図２は、光を、パネル基板３１の下面側から取り出す「下取り出し」の表示装置に係る
実施の形態である。
【００６４】
　封止基板３０およびパネル基板３１は、一例として、ガラス基板で構成されている。な
お、封止基板３０およびパネル基板３１は、シリコンウエハ、金属基板、セラミック基板
、プラスティックシート（板）などを使用してよい。また、封止基板３０およびパネル基
板３１は放熱性を良好にするため、サファイアガラスなどを用いてもよいことは言うまで
もない。
【００６５】
　図２に示すように、封止基板３０とパネル基板３１との空間には乾燥剤（図示せず）を
配置する。これは、ＥＬ膜４１は湿度に弱いためである。乾燥剤によりシール剤（図示せ
ず）を浸透する水分を吸収し、ＥＬ膜４１の劣化を防止する。また、封止基板３０とパネ
ル基板３１とは周辺部を封止樹脂（図示せず）で封止する。
【００６６】
　封止基板３０は、一例として、フタの形状を有している。封止基板３０は、外部からの
水分の浸入を防止あるいは抑制する手段であって、フタの形状に限定されるものではない
。また、融着ガラスなどでもよい。また、樹脂あるいは無機材料などの構成体であっても
よい。また、蒸着技術などを用いて薄膜状に形成したものである。
【００６７】
　封止基板３０とパネル基板３１との空間、あるいは封止基板３０の表面などに温度セン
サ（図示せず）を形成または配置する。この温度センサの出力結果により、ソースドライ
バＩＣ１４などの映像振幅を可変する。また、パネル検査時に、温度センサが出力する温
度に基づいて、ゲートドライバＩＣ１２の動作速度を調整する。速度調整により、適正な
動作速度に設定できる。
【００６８】
　本開示のＣＯＦは、ＣＯＦの表面に光吸収塗料、材料を塗布あるいは形成し、また、シ
ートを貼り付けて、光を吸収するように構成している。また、ＣＯＦに実装されたドライ
バＩＣの表面に放熱板を配置または形成し、ドライバＩＣからの放熱を行っている。また
、ＣＯＦの裏面に放熱シート、放熱板を配置または形成し、ドライバＩＣが発生する熱を
放熱している。
【００６９】
　図２において、パネル基板３１に、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）からなるカラーフィ
ルター３３（３３Ｒ、３３Ｇ、３３Ｂ）が形成されている。なお、カラーフィルターは、
Ｒ、Ｇ、Ｂに限定されものではない、シアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）色
の画素を形成してもよい。
【００７０】
　なお、Ｒ、Ｇ、Ｂの画素開口率は、異ならせてもよい。開口率を異ならせることにより
、各Ｒ、Ｇ、ＢのＥＬ素子１５に流れる電流密度を異ならせることができる。電流密度を
異ならせることにより、Ｒ、Ｇ、ＢのＥＬ素子１５の劣化速度を同一にすることができる
。劣化速度を同一にすれば、ＥＬ表示装置のホワイトバランスずれが発生しない。
【００７１】
　本開示における表示装置は、Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色に加えて、Ｗ（白）の画素１６Ｗを有
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している。画素１６Ｗを形成または配置することにより、色ピーク輝度を良好に実現でき
る。また、高輝度表示を実現できる。
【００７２】
　本開示におけるＥＬパネル（ＥＬ表示装置）の画素１６の構造は、図４９などに示すよ
うに、１つの画素１６がスイッチ用トランジスタ１１ならびにＥＬ素子１５により形成さ
れる。
【００７３】
　なお、ゲート信号線１７などとカラーフィルター３３との間には、絶縁層が形成される
が、説明に不要であるので省略している。なお、以上の事項は、他の実施の形態でも同様
である。
【００７４】
　図２に図示するように、アノード電極４０はゲート信号線１７と重なるように構成され
ている。あるいは、ゲート信号線１７とアノード電極４０とは、パターンレイアウト設計
上、重なる配置となる場合が多い。
【００７５】
　カラーフィルター３３（３３Ｒ、３３Ｇ、３３Ｂ）上には、絶縁膜３４が形成されてい
る。絶縁膜３４は、カラーフィルター３３の水分などが、溶出し、ＥＬ膜４１などを劣化
させることを防止する。また、絶縁膜３４は平滑膜としても機能する。
【００７６】
　カラーフィルター３３の上層に、画素１６を構成するトランジスタ１１が形成される。
トランジスタ１１上には、遮光膜３６が形成される。また、必要に応じて、トランジスタ
１１の下層、ゲートドライバ回路の下層／上層に、遮光膜３６が形成される。アノード電
極４０とトランジスタ１１は、接続部３７で接続されている。
【００７７】
　遮光膜３６はクロムなどの金属薄膜で形成し、その膜厚は５０ｎｍ以上１５０ｎｍ以下
にする。遮光膜３６の膜厚が薄いと遮光効果が乏しく、厚いと凹凸が発生して上層のトラ
ンジスタ１１のパターニングが困難になる。
【００７８】
　ソース信号線１８、ゲート信号線１７上にアノード電極４０あるいはカソード電極を配
置または形成することにより、ソース信号線１８、ゲート信号線１７からの電界が、アノ
ード電極４０あるいはカソード電極で遮蔽される。遮蔽により画像表示へのノイズを低減
させることができる。
【００７９】
　ソース信号線１８、ゲート信号線１７に絶縁膜あるいはアクリル材料からなる絶縁膜（
平坦化膜）３４を形成して絶縁し、絶縁膜３４上にアノード電極４０を形成する。
【００８０】
　このようにゲート信号線１７等上の少なくとも１部にアノード電極４０を重ねる構成を
ハイアパーチャ（ＨＡ）構造と呼ぶ。不要な干渉光などが低減し、良好な発光状態を実現
できる。
【００８１】
　絶縁膜（平坦化膜）３４は、層間絶縁膜としても機能する。また、ゲート信号線１７な
どとアノード電極４０との寄生容量を低減する。寄生容量を低減するため、絶縁膜（平坦
化膜）３４は、０．４μｍ以上に形成する。しかし、絶縁膜３４が厚いと、接続部３７で
の接続不良が増加する。そのため、絶縁膜３４は２．０μｍ以下の膜厚に構成あるいは形
成する。
【００８２】
　絶縁膜３４の膜厚が０．４μｍ以下であれば、層間絶縁が不良になり、歩留まりが低下
する。２．０μｍ以上であればコンタクト接続部の形成が困難になり、コンタクト不良が
発生し、歩留まりが低下する。
【００８３】
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　画素１６のアノード電極４０は、ＩＴＯ、ＩＧＺＯ、ＩＺＯ、ＴＡＯＳなどからなる透
明電極を用いることができる。
【００８４】
　アノード電極４０とゲート信号線１７間に発生する寄生容量は、ゲート信号線１７の立
ち上がり、立下り時間に影響する。高速な応答性を必要とするゲート信号線１７は、外部
接続のゲートドライバＩＣ１２で駆動される。また、アノード電圧、カソード電圧などは
、ＣＯＦ２２の補強配線（図示せず）で補強したリング（図示せず）から供給される。し
たがって、表示画面位置によらず、アノード電圧などの電圧降下が小さい。
【００８５】
　光散乱膜３８は、パネル内から放射される光を増加させることに寄与する。ＥＬ素子の
ＥＬ膜４１から発生した光は、パネル基板３１に入射し（軌跡ａ）、パネル基板３１から
出射する。しかし、パネル基板３１の光出射面での、光入射角が臨界角より大きいと、反
射して再びＥＬ膜４１に戻ってきてしまう（軌跡ｂ）。
【００８６】
　光散乱膜３８は、光拡散性能にも依存するが、０．１（μｍ）以上、１．５（μｍ）以
下の膜厚に形成することが好ましい。
【００８７】
　なお、パネル基板３１の光出射面には、円偏光板（円偏光フィルム）３２を配置してい
る。偏光板と位相フィルムを一体したものは円偏光板（円偏光フィルム）と呼ばれる。
【００８８】
　従来のＥＬ表示パネルでは、軌跡ｂの光は、ＥＬ表示パネル内を乱反射し、吸収されて
しまう。したがって、軌跡ｂの光は、吸収され、パネルから外部には出射されない。
【００８９】
　本開示に係るＥＬ表示パネルでは、軌跡ｂの光は、光散乱膜３８で散乱され、光の軌跡
が変化する。軌跡の変化の結果、パネルの光出射面で臨界角以下の角度になった光は、パ
ネルから出射する（軌跡ｃ）。
【００９０】
　以上のように、光散乱膜３８で、パネルの界面で反射した光を、軌跡を変化させること
により、パネルから外部に光が出射されるようにする。したがって、ＥＬ表示パネルは、
光利用率が高く、高輝度表示を実現できる。
【００９１】
　なお、光散乱膜３８は、絶縁膜３４の上に形成されるとしたが、これに限定されるもの
ではなく、絶縁膜３４の下層に光散乱膜３８を形成してもよい。
【００９２】
　カラーフィルター３３の周辺部には、ブラックマトリックス（ＢＭ）を形成してもよい
。このましくは、ブラックマトリックス（ＢＭ）は、光吸収特性を有する光吸収膜で構成
することが好ましい。パネル内でハレーションする光を低減することができるからである
。
【００９３】
　光吸収膜を構成する物質としては、アクリル樹脂などの有機材料にカーボンを含有させ
たもの、黒色の色素あるいは顔料を有機樹脂中に分散させたもの、カラーフィルターの様
にゼラチンやカゼインを黒色の酸性染料で染色したものが例示される。
【００９４】
　その他、単一で黒色となるフルオラン系色素を発色させて用いたものでもよく、緑色系
色素と赤色系色素とを混合した配色ブラックを用いることもできる。また、スパッタによ
り形成されたＰｒＭｎＯ３膜、プラズマ重合により形成されたフタロシアニン膜等が例示
される。
【００９５】
　アノード電極４０の周辺部には、リブ（土手）３９を形成する。リブ（土手）は、ＥＬ
のマスク蒸着時のリブ（土手）３９としても用いる。リブ（土手）３９を、蒸着マスクの
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接触部として使用し、ＥＬ膜４１（４１Ｒ、４１Ｇ、４１Ｂ）が形成される。
【００９６】
　ＥＬ膜４１上には、金属材料からなるカソード電極４３が形成される。カソード電極４
３の使用材料としては、銀（Ａｇ）、アルミニウム（Ａｌ）、マグネシウム（Ｍｇ）、カ
ルシウム（Ｃａ）あるいはこれらの合金が例示される。また、Ｍｇ－Ａｇの構成が例示さ
れる。その他、ＥＬ素子１５の構造に依存するが、ＩＴＯ、ＩＧＺＯ、ＩＺＯ、ＴＡＯＳ
などからなる透明電極を用いることができる。
【００９７】
　以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。
また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【００９８】
　図１に示すように、「上取り出し」の場合のＥＬ表示装置では、ＥＬ膜４１を形成後、
ＥＬ膜４１上に、カソード（もしくはアノード）となるマグネシウム－銀（Ｍｇ－Ａｇ）
膜を２０Å以上、３００Å以下の膜厚で形成する。また、必要に応じて、Ｍｇ－Ａｇ膜上
に、ＩＴＯなどの透明電極を形成して低抵抗化することが好ましい。
【００９９】
　また、「上取り出し」の場合のＥＬ表示装置では、カソード電極の上層あるいは下層に
、金属薄膜からなる低抵抗化配線４４を形成している。低抵抗化配線４４は液晶表示パネ
ルのブラックマトリックス（ＢＭ）と同様の構成が例示される。たとえば、クロム（Ｃｒ
）、アルミニウム（Ａｌ）、チタン（Ｔｉ）、銅（Ｃｕ）が用いられる。また、複数の金
属材料が多層に形成される、たとえば、Ｔｉ、Ｃｕ、Ｔｉの３層構成、Ｔｉ、Ａｌ、Ｔｉ
の３層構成が例示される。また、複数の金属材料の合金で形成される。以上の構成、方式
、内容は、リング（図示せず）にも適用できることは言うまでもない。
【０１００】
　ＢＭ膜厚は、厚い方が低抵抗化でき、好ましいが、凹凸の問題から、膜厚は、２００（
ｎｍ）以上、８００（ｎｍ）以下の膜厚に設定される。ＢＭ４４は、画素１６あるいはア
ノード電極４０位置に対応して形成される。つまり、主として、ＢＭ４４は、画素電極間
に形成される。
【０１０１】
　なお、Ｒ、Ｇ、Ｂ、（Ｗ）を１組、もしくはＲ、Ｇ、Ｂ、（Ｗ）の複数の組を１組とし
て、ＢＭ４４を形成してもよい。ＢＭ４４は、ゲートドライバＩＣ１２の上層などにも形
成してもよい。ＢＭ４４が遮光膜として機能し、ゲートドライバＩＣ１２の誤動作抑制に
も、機能するからである。
【０１０２】
　以上の説明では、ＢＭ４４として、説明したが、基本的には、有機ＥＬではＢＭを形成
する必要はないから、ＬＣＤのＢＭとは異なる。なお、低抵抗化配線（ＢＭ）４４は光透
過性を有する電極の上層に限定するものではなく、下層に形成してもよい。また、カソー
ド電極、アノード電極などと積層した構成にしてもよい。
【０１０３】
　また、ＢＭ４４のシート抵抗値あるいは単位長さあたりの抵抗値は、表示画面２５の部
分に合わせて分布を持たせることが好ましい。表示画面２５の中央部あるいは、電圧の給
電点から多い箇所は、電圧降下が大きい。そのため、電圧の給電点から遠くなるにしたが
って、ＢＭ４４の幅を太くする、あるいは、ＢＭ４４の膜厚を厚くすることにより抵抗値
を減少させる。表示画面２５の中央部になるにしたがって、ＢＭ４４の幅を太くする、あ
るいは膜厚を厚くすることにより、抵抗値あるいはシート抵抗値を減少させる。
【０１０４】
　ＢＭ４４の幅は、パネルの設計時にＢＭ幅を太くすることにより実現できる。ＢＭ４４
の厚みを表示画面２５の中央部で厚くすることは、ＢＭ４４材料を蒸着時に分布を持たせ
ることにより実現できる。たとえば、同心円状に膜厚分布を発生させる。
【０１０５】
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　ガラス基板４８は、接着層４７で接着される。ガラス基板４８は、薄膜封止膜であって
もよい。また、フィルムを用いた封止構造であってもよい。
【０１０６】
　ガラス基板４８の替わりに封止フィルム（薄膜封止膜）を用いる場合は、ＤＬＣ（ダイ
ヤモンド　ライク　カーボン）を蒸着したＤＬＣ膜を用いることが例示される。このフィ
ルムは防湿性能が高い。このフィルムを封止膜として用いる。
【０１０７】
　ＤＬＣ膜などをカソード電極４３の表面に直接蒸着する構成ものよいことは言うまでも
ない。その他、樹脂薄膜と金属薄膜を多層に積層して、薄膜封止膜を構成してもよい。
【０１０８】
　図３は、本開示のＥＬ表示装置の説明図である。図３の画素１６において、Ｐチャンネ
ルの駆動用トランジスタ１１ａのドレイン端子に、スイッチ用トランジスタ１１ｄのソー
ス端子が接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｄのドレイン端子にＥＬ素子１５のアノ
ード端子が接続されている。
【０１０９】
　ＥＬ素子１５のカソード端子には、カソード電圧Ｖｓｓが印加されている。駆動用トラ
ンジスタ１１ａのソース端子には、アノード電圧Ｖｄｄが印加されている。アノード電圧
Ｖｄｄ＞カソード電圧Ｖｓｓの関係がある。
【０１１０】
　なお、アノード電圧は、ソースドライバＩＣ１４が出力する映像信号の最大振幅に基づ
いて可変できるように構成されている。
【０１１１】
　また、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフさせることにより、ｄｕｔｙ（デュー
ティ）駆動を実施する。
【０１１２】
　ゲート信号線１７ｂにオン電圧が印加されると、スイッチ用トランジスタ１１ｄがオン
し、駆動用トランジスタ１１ａからの発光電流がＥＬ素子１５に供給される。ＥＬ素子１
５は、発光電流の大きさに基づき、発光する。発光電流の大きさは、ソース信号線１８に
印加された映像信号を、スイッチ用トランジスタ１１ｂで画素１６に印加することにより
決定する。
【０１１３】
　駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子には、コンデンサ１９ａの１端子が接続され、
コンデンサ１９ａの他の端子は、スイッチ用トランジスタ１１ｂのドレイン端子と接続さ
れている。スイッチ用トランジスタ１１ｂのソース端子は、ソース信号線１８と接続され
ている。ゲート信号線１７ａにオン電圧が印加されると、スイッチ用トランジスタ１１ａ
がオンして、ソース信号線１８に印加された映像信号（電圧、電流）Ｖｓが、画素１６に
印加される。
【０１１４】
　コンデンサ１９ａの一端子は、スイッチ用トランジスタ１１ｂのドレイン端子と接続さ
れ、他方の端子は、アノード電極と接続され、アノード電圧Ｖｄｄが印加される。
【０１１５】
　なお、コンデンサ１９ａの他方の端子は、アノード電極４０と接続され、アノード電圧
Ｖｄｄが印加されているとしたが、これに限定するものではない。たとえば、他の任意の
直流電圧と接続してもよい。
【０１１６】
　駆動用トランジスタ１１ａのソース端子は、アノード電極４０と接続され、アノード電
圧Ｖｄｄが印加されているとしたが、これに限定するものではない。たとえば、他の任意
の直流電圧と接続してもよい。つまり、コンデンサ１９ａの他の端子と、駆動用トランジ
スタ１１ａのソース端子は、異なる電位の端子と接続してもよい。
【０１１７】
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　映像信号Ｖｓを画素１６に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂを駆動するゲート信
号線１７ａには、ゲートドライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂとが接続されて
いる。一例として、ゲートドライバＩＣ１２ａは、表示画面２５の左側に配置され、ゲー
トドライバＩＣ１２ｂは、表示画面２５（後述する図２４参照）の右側に配置される。
【０１１８】
　図３などに図示するように、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）内には、オン
電圧を印加するゲート信号線を指定するシフトレジスタ５１と、ゲート信号線１７を駆動
（オンオフ電圧、オンオフ電流を供給）する出力バッファ５２が形成または配置されてい
る。
【０１１９】
　なお、図４に図示するように、出力バッファ５２のバッファ能力は、複数の出力能力に
設定あるいは切り替えできるように構成されている。切り替えなどは、ゲートドライバＩ
Ｃ１２（１２ａ、１２ｂ）に配置されたロジックピン（Ｂｕｆ１、Ｂｕｆ２ピン）で行う
。たとえば、ロジックピンが３ピンの場合は、２の３乗の８通りのバッファ能力に設定す
ることができる。
【０１２０】
　なお、シフトレジスタ５１と出力バッファ５２の組を、ゲート信号線出力回路５３と呼
ぶ。
【０１２１】
　ゲート信号線１７ａに、２つのゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）が配置され
ているのは、以下の理由による。
【０１２２】
　ゲート信号線１７ａは、スイッチ用トランジスタ１１ｂに接続されている。スイッチ用
トランジスタ１１ｂは、映像信号を画素１６に書き込むトランジスタであり、スイッチ用
トランジスタ１１ｂは高速のオンオフ（高スルーレート動作）動作を行うことが必要であ
る。ゲート信号線１７ａは、２つのゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で駆動す
ることにより、高スルーレート動作を実現できる。
【０１２３】
　なお、以上の実施の形態において、ゲート信号線１７に２つのゲートドライバＩＣ１２
が接続されているとして説明したが、本開示はこれに限定するものではない。図３で図示
するように、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）内には、出力バッファ５２が形
成または配置されている。したがって、ゲート信号線１７ａには、２つの出力バッファが
接続されているのと等価である。なお、シフトレジスタ５１と出力バッファ５２の組を、
ゲート信号線出力回路５３と呼ぶ。
【０１２４】
　ゲート信号線１７ａを２つのゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で駆動するこ
とにより、表示画面２５の左右、中央での輝度傾斜などがなくなり、良好な画像表示を実
現できる。また、ゲート信号線１７ａの負荷容量が大きくても、良好にスイッチ用トラン
ジスタ１１ｂをオンオフさせることができる。
【０１２５】
　ゲート信号線１７ｂは、１つのゲートドライバＩＣ１２ａが接続されている。つまり、
ゲート信号線１７ｂには、１つの出力バッファ５２が接続されている。
【０１２６】
　ゲート信号線１７ｂには、スイッチ用トランジスタ１１ｄが接続されている。スイッチ
用トランジスタ１１ｄは、駆動用トランジスタ１１ａから、ＥＬ素子１５に流す駆動電流
をオンオフさせる機能を有する。ＥＬ素子１５に流す電流をオンオフする動作は、低スル
ーレートで十分である。
【０１２７】
　したがって、ゲート信号線１７ｂは、１つのゲートドライバＩＣ１２ａ（１つの出力バ
ッファ５２で駆動する）ことで十分な性能を得ることができる。
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【０１２８】
　図３において、ゲートドライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂは、同一のゲー
トドライバＩＣである。ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）には、画素１６に接
続されているゲート信号線１７の本数のシフトレジスタ５１が形成または配置されている
。たとえば、図３に示すＥＬ表示装置の画素回路の構成では、画素１６のゲート信号線は
、ゲート信号線１７ａおよび１７ｂの２本であるので、シフトレジスタはシフトレジスタ
５１ａおよび５１ｂの２個である。後述する図４４に示すＥＬ表示装置の画素回路の構成
では、画素１６のゲート信号線は４本（ゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄ）
であるので、シフトレジスタは４個（シフトレジスタ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ）
である。
【０１２９】
　図３の実施の形態では、画素１６には、ゲート信号線１７ａとゲート信号線１７ｂの２
つのゲート信号線１７が形成されている。ゲート信号線１７ａに対し、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａのシフトレジスタ５１ａが配置され、ゲート信号線１７ｂに対し、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのシフトレジスタ５１ｂが配置されている。つまり、２つのシフトレジスタ
５１がゲートドライバＩＣ１２内に形成されている。
【０１３０】
　図３において、ゲート信号線１７ａの両端は、それぞれゲートドライバＩＣ１２ａおよ
び１２ｂに接続されている（両側駆動）。ゲート信号線１７ｂの一端は、ゲートドライバ
ＩＣ１２ａに接続されている。ゲート信号線１７ｂの他端は、オープンである（片側駆動
）。ゲートドライバＩＣ１２ｂ内のシフトレジスタ５１ａは、奇数画素行目のゲート信号
線１７ａと電気的に接続され、ゲートドライバＩＣ１２ｂ内のシフトレジスタ５１ｂは、
偶数画素行目のゲート信号線１７ａと電気的に接続されている。
【０１３１】
　したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのシフトクロックは、ゲートドライバＩＣ１２
ａのシフトクロックの１／２の速度とする。
【０１３２】
　図４は、本開示の他の実施の形態にかかるゲートドライバＩＣの説明図である。バッフ
ァ能力を設定する制御端子であるＢｕｆ端子（Ｂｕｆ１、Ｂｕｆ２）は、連続接続線が接
続されたドライバ入力端子７３ａとドライバ出力端子７２間に配置または形成されている
。
【０１３３】
　ロジック設定を行う制御端子であるＳＥＬ端子は、連続接続線が接続されたＣｌｋなど
の制御端子を印加するドライバ入力端子７３ｂとドライバ出力端子７２間に配置または形
成されている。
【０１３４】
　なお、以上の実施の形態では、ロジックなどを設定する制御端子は、連続接続線が接続
されたドライバ入力端子７３ａまたはドライバ入力端子７３ｂと、ドライバ出力端子７２
間に配置または形成されているとした。しかし、これに限定するものではない。ＣＯＦ２
２は、配線が１層のため、ＣＯＦ配線７４は交差部を形成することができない。したがっ
て、ドライバＩＣの端子位置は、ＣＯＦ２２の接続位置で表現できる。
【０１３５】
　たとえば、図４において、ＣＯＦ２２の接続端子で表現すれば、Ｂｕｆ端子はＣＯＦ２
２の接続端子７５ｃに接続され、Ｃｌｋ２などの制御端子は接続端子７５ａに接続され、
ゲートドライバＩＣ１２のＣＯＦ配線７４ｅは接続端子７１に接続されている。また、Ｓ
ＥＬ端子は、ＣＯＦ２２の接続端子７５ｃに接続され、Ｃｌｋ２などの制御端子は接続端
子７５ｂに接続されている。
【０１３６】
　したがって、本開示において、ロジック設定端子であるＢｕｆ端子（Ｂｕｆ１、Ｂｕｆ
２）のＣＯＦ２２ｇの接続端子７５ｃは、接続端子７５ａと、接続端子７１間に配置ある
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いは接続されている。また、本開示において、ロジック設定端子であるＳＥＬ端子は、接
続端子７５ｂと、接続端子７１間に配置または接続されている。また、ＣＯＦ配線７４ａ
、ＣＯＦ配線７４ｃ（図示せず）、ＣＯＦ配線７４ｂは連続接続線を構成している。
【０１３７】
　図５は、本開示の他の実施の形態におけるＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の画素の説
明図である。
【０１３８】
　図５にかかるＥＬ表示装置では、画素１６には、ゲート信号線１７ａ、ゲート信号線１
７ｂ、ゲート信号線１７ｃおよびゲート信号線１７ｄの４つのゲート信号線１７が形成さ
れている。ゲート信号線１７ａに対し、ゲートドライバＩＣ１２ａのシフトレジスタ５１
ａ（図示せず）が配置され、ゲート信号線１７ｂに対し、ゲートドライバＩＣ１２ａのシ
フトレジスタ５１ｂ（図示せず）が配置され、ゲート信号線１７ｃに対し、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのシフトレジスタ５１ｃ（図示せず）が配置され、ゲート信号線１７ｄに対
し、ゲートドライバＩＣ１２ａのシフトレジスタ５１ｄ（図示せず）が配置されている。
なお、図３に示したＥＬ表示装置の画素回路の構成では、画素１６のゲート信号線は２本
であるので、シフトレジスタは２個である。
【０１３９】
　図５の画素１６において、Ｎチャンネルのスイッチ用トランジスタ１１ｄの第１の端子
は、アノード電圧Ｖｄｄの電極または配線と接続され、第２の端子は駆動用トランジスタ
１１ａの第１の端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｄのゲート端
子は、ゲート信号線１７ｂと接続されている。
【０１４０】
　なお、図５において、トランジスタはＮチャンネルトランジスタとしたが、これに限定
するものではなく、Ｐチャンネルトランジスタであってもよい。また、ＰチャンネルとＮ
チャンネルトランジスタを混在させてもよい。
【０１４１】
　スイッチ用トランジスタ１１ｅの第１の端子はリセット電圧Ｖｒｅｆが印加された電極
または配線と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｅの第２の端子は、駆動用トランジ
スタ１１ａのゲート端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｅのゲー
ト端子はゲート信号線１７ｃと接続されている。
【０１４２】
　映像信号を画素に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂの第１の端子はソース信号線
１８と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｂの第２の端子は、駆動用トランジスタ１
１ａのゲート端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｂのゲート端子
はゲート信号線１７ａと接続されている。
【０１４３】
　スイッチ用トランジスタ１１ｃの第１の端子はイニシャル電圧Ｖｉｎｉが印加された電
極または配線と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｃの第２の端子は、駆動用トラン
ジスタ１１ａの第２の端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｃゲー
ト端子はゲート信号線１７ｄと接続されている。
【０１４４】
　駆動用トランジスタ１１ａの第２の端子には、ＥＬ素子１５の第１の端子が接続され、
ＥＬ素子１５の第２の端子は、カソード電圧Ｖｓｓが印加された電極あるいは配線と接続
されている。
【０１４５】
　コンデンサ１９の第１の端子は、駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に接続され、
コンデンサ１９の第２の端子は、駆動用トランジスタ１１ａの第２の端子に接続されてい
る。
【０１４６】
　スイッチ用トランジスタ１１ｂ、１１ｅの少なくとも一方のトランジスタに対して、マ
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ルチゲート（ディアルゲート以上）構造を採用することにより、また、ＬＤＤ（Ｌｉｇｈ
ｔｌｙ　Ｄｏｐｅｄ　Ｄｒａｉｎ）構造と組み合わせることにより、オフリークを抑制で
き、良好なコントラスト、オフセットキャンセル動作を実現できる。また、良好な高輝度
表示、画像表示を実現できる。
【０１４７】
　ゲート信号線１７ａおよびゲート信号線１７ｃは、ゲートドライバＩＣ１２ａおよびゲ
ートドライバＩＣ１２ｂにより両側駆動されている。また、ゲート信号線１７ｃおよびゲ
ート信号線１７ｄは、ゲートドライバＩＣ１２ａにより片側駆動されている。
【０１４８】
　図５では、画素１６に映像信号を印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂが接続された
ゲート信号線１７ｃに対して両側駆動を行う。また、駆動用トランジスタ１１ａのオフセ
ットキャンセル時に動作あるいは制御を行うスイッチ用トランジスタ１１ｄが接続された
ゲート信号線１７ａに対して両側駆動を行う。
【０１４９】
　図６は、ゲートドライバＩＣ１２を、フレキシブル基板（ＣＯＦ）２２ｇに実装した状
態を模式的に図示した説明図である。
【０１５０】
　ゲート信号線出力回路５３ａには、シフトレジスタ（図示せず）にデータを入力するデ
ータ入力端子（Ｄａｔ１）、シフトレジスタ（図示せず）の出力をイネーブル（ゲート信
号線にオン電圧を出力する）、あるいはディセーブル（ゲート信号線にオフ電圧を出力す
る）にするイネーブル入力端子（Ｅｎｂ１）、シフトレジスタ（図示せず）内のデータを
シフトするクロックを入力するクロック入力端子（Ｃｌｋ１）が接続または配置されてい
る。
【０１５１】
　ゲート信号線出力回路５３ｂには、シフトレジスタ（図示せず）にデータを入力するデ
ータ入力端子（Ｄａｔ２）、シフトレジスタ（図示せず）の出力をイネーブル（ゲート信
号線にオン電圧を出力する）、あるいはディセーブル（ゲート信号線にオフ電圧を出力す
る）にするイネーブル入力端子（Ｅｎｂ２）、シフトレジスタ（図示せず）内のデータを
シフトするクロックを入力するクロック入力端子（Ｃｌｋ２）が接続または配置されてい
る。
【０１５２】
　フレキシブル基板２２ｇには、ＣＯＦ配線７４（７４ａ、７４ｂ、７４ｃ、７４ｄ、７
４ｅ）が形成され、各端子には、ＣＯＦ配線７４ａ、７４ｂ、７４ｃを介して、ドライバ
入力端子７３（７３ａ、７３ｂ）からゲートドライバＩＣ１２に信号あるいは電圧が印加
される。
【０１５３】
　図６に図示するように、制御端子であるＳＥＬ（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２）端子は、接続端
子７５ｃを介してゲートドライバＩＣ１２と接続されている。電圧印加端子Ｖｏｆｆ１、
Ｖｏｆｆ２端子は接続端子７５ｂを介して、ゲートドライバＩＣ１２に接続されている。
【０１５４】
　ＳＥＬ端子、電圧印加端子は、ゲートドライバＩＣ１２の出力側に配置または形成され
ている。
【０１５５】
　また、ＳＥＬ端子などのロジックの設定端子の接続端子７５ｃは、接続端子７１とドラ
イバ入力端子（７３ａ、７３ｂ）間に配置または形成されている。
【０１５６】
　接続端子７５ｃには、ロジック端子ＳＥＬ１、ＳＥＬ２からロジック電圧などの所定電
圧が印加される。前記電圧は、ＣＯＦ２２ｇに形成された、ＣＯＦ内部の一点と接続端子
とを接続する配線（以下、「端子接続線」と呼称する）７４ｄを介して、ゲートドライバ
ＩＣ１２の操作端子７６に印加される。
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【０１５７】
　ゲートドライバＩＣ１２からの出力信号は、ドライバ出力端子７２、ＣＯＦ配線７４ｅ
を介して接続端子７１から出力される。接続端子７１には、ゲート信号線１７が接続され
る。
【０１５８】
　図７に図示するように、ゲートドライバＩＣ１２のチップの長辺側の左右に各１か所以
上のドライバ入力端子７３（７３ａ、７３ｂ）を設ける。このように構成することにより
、電圧の電位降下の影響を受けにくくなり、また、１つのドライバ入力端子７３（７３ａ
、７３ｂ）が接続不良となっても、ゲートドライバＩＣ１２の動作に影響を与えない。
【０１５９】
　図７に図示するように、ＳＥＬ端子、Ｖｏｆｆ端子は、Ｖｏｎ入力端子（ＶｏｎＡ、Ｖ
ｏｎＢ）と、ドライバ出力端子７２間に配置されている。Ｄａｔ１、Ｅｎｂ１、Ｃｌｋ１
、Ｄａｔ２、Ｅｎｂ２、Ｃｌｋ２などの制御信号は、ゲートドライバＩＣ１２の２カ所以
上に形成または配置されている。好ましくは、前記２カ所は、ゲートドライバＩＣ１２の
短辺の中央線に対して、線対称になる位置に配置することが好ましい。
【０１６０】
　Ｄａｔ１、Ｅｎｂ１、Ｃｌｋ１、Ｄａｔ２、Ｅｎｂ２、Ｃｌｋ２などの制御信号の入力
段には、シュミット回路あるいはヒステリシス回路などの入力段回路を形成している。ま
た、ゲート信号線出力回路５３で、入力信号がラッチされるように構成されている。たと
えば、Ｃｌｋ２において、接続端子７５ａに入力されたクロックは、ＣＯＦ配線７４ａを
介して、ドライバ入力端子７３ａに印加される。ドライバ入力端子７３ａに印加されたク
ロック信号は、ゲート信号線出力回路５３ｂのシュミット回路でノイズ成分を除去され、
ラッチ回路（図示せず）でラッチされる。ラッチされたクロックデータは、ゲート信号線
出力回路５３ａの内部に形成された配線（図示せず）を介して、ドライバ入力端子７３ｂ
に出力される。ドライバ入力端子７３ｂから出力されたクロックデータＣｌｋ２は、ＣＯ
Ｆ配線７４ｃを介して接続端子７５ｂから出力される。
【０１６１】
　図７では、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂ間にＣＯＦ配線７４ｂを
形成しているが、このＣＯＦ配線は、データ伝送を補強するためのものである。したがっ
て、省略することも可能であるが、ＣＯＦ配線７４ｂを形成することにより、安定して制
御データを伝送することができる。
【０１６２】
　また、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂに接続されている配線が、Ｖ
ｏｎ電圧配線、Ｖｏｆｆｆ電圧配線などの電源配線の場合は、ＣＯＦ配線７４ｂをバイパ
ス線として機能する。ＣＯＦ配線７４ｂは、電源配線のインピーダンスを低減させ、安定
供給性が向上する。
【０１６３】
　なお、図８Ａ、図８Ｂ、図９に示すように、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端
子７３ｂに接続されている配線が、Ｖｏｎ電圧配線、Ｖｏｆｆｆ電圧配線などの電源配線
の場合においても、内部配線２６２（２６２ａ、２６２ｂ、２６２ｃ）をさらに付加して
もよい。つまり、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂ間を、ＣＯＦ配線７
４ｂと、内部配線２６２（２６２ａ、２６２ｂ、２６２ｃ）で結線してもよい。さらに、
オン電圧Ｖｏｎ（ＶｏｎＡ、ＶｏｎＢ）の入力端子も複数端子が配置または形成されてい
てもよい。
【０１６４】
　図８Ａ、図８Ｂに図示するように、内部配線２６２の途中には、双方向バッファ２７１
が配置されている。内部配線２６２ａはドライバ入力端子７３ａと双方向バッファ２７１
ａとを電気的に接続している。内部配線２６２ｂは双方向バッファ２７１ａと双方向バッ
ファ２７１ｂとを電気的に接続している。内部配線２６２ｃはドライバ入力端子７３ｂと
双方向バッファ２７１ｂとを電気的に接続している。データＤａｔ、クロックＣｌｋ、イ
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ネーブルＥｎｂ端子は、ドライバ入力端子７３ａが入力で、ドライバ入力端子７３ｂが出
力になる場合と、ドライバ入力端子７３ｂが入力で、ドライバ入力端子７３ａが出力にな
る場合とがある。
【０１６５】
　内部配線２６２には、クロックＣｌｋ、データＤａｔ、イネーブルＥｎｂなどの制御信
号が伝達する。ＣＯＦ配線７４ｃは、オン電圧Ｖｏｎ、オフ電圧Ｖｏｆｆ、ロジック電圧
Ｖｃｃ、グランド電圧Ｖｇｇを伝達する。
【０１６６】
　内部配線２６２で、クロックＣｌｋ、データＤａｔ、イネーブルＥｎｂなどの制御信号
が伝達するため、ＣＯＦ２２には、制御信号線用のＣＯＦ配線７４ｃの形成または配置が
必要でない。そのため、図５０におけるＡ距離、Ｂ距離を短くできる。結果、ＣＯＦ２２
サイズが小さくできるため、低コスト化を実現できる。
【０１６７】
　また、クロックＣｌｋ、データＤａｔ、イネーブルＥｎｂの制御信号が伝達される配線
は、内部配線２６２に双方向バッファ２７１を配置し、また、双方向バッファ２７１は、
ヒステリシス入力仕様としている。したがって、波形整形が行われ、遅延時間の調整が行
われる。そのため、表示画面３５のゲート信号線１７の同期制御を実現が容易である。ま
た、図１３の遅延回路４８５との同期が実現しやすいため、高画質化を実現できる。
【０１６８】
　図９は、１つのドライバ入力端子７３に対して、複数のドライバ入力端子７３を配置し
、このドライバ入力端子間を、内部配線２６２で結線した構成である。たとえば、２つの
ドライバ入力端子Ｓ１ａ（７３ｂ１、７３ｂ２）が形成され、ドライバ入力端子Ｓ１ａ（
７３ｂ１）とドライバ入力端子Ｓ１ａ（７３ｂ２）間が、内部配線２６２で電気的に接続
されている。同様に、たとえば、２つのドライバ入力端子Ｓ１ａ（７３ａ１、７３ａ２）
が形成され、ドライバ入力端子Ｓ１ａ（７３ａ１）とドライバ入力端子Ｓ１ａ（７３ａ２
）間が、内部配線２６２で電気的に接続されている。
【０１６９】
　また、ドライバ入力端子Ｓ３ｂとＳ２ｂ間は、ＣＯＦ配線７４ｆ１で電気的に接続され
ている。ドライバ入力端子Ｓ２ｂとＳ３ｂ間は、ＣＯＦ配線７４ｆ２で電気的に接続され
ている。
【０１７０】
　以上のように構成することにより、ゲートドライバＩＣ１２に制御信号を供給するＣＯ
Ｆ配線７４ａ１で、複数のドライバ入力端子Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂに制御信号を供給できる。ま
た、ゲートドライバＩＣ１２に制御信号を供給するＣＯＦ配線７４ｃ１で、複数のドライ
バ入力端子Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂに電圧を供給できる。
【０１７１】
　なお、図９に示すＥＬ表示装置では、ゲートドライバＩＣ１２には、ゲート信号線出力
回路５３ａ、ゲート信号線出力回路５３ｂが形成または配置されている。ゲート信号線出
力回路５３には、選択端子（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２）が接続され、２つのオフ電圧入力端子
（Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２）、１つのオン電圧入力端子（ゲート信号線出力回路５３ａは
ＶｏｎＡ、ゲート信号線出力回路５３ｂはＶｏｎＢ）が接続されている。ＳＥＬ端子（Ｓ
ＥＬ１、ＳＥＬ２）は、プルダウンされている。ＳＥＬ端子は、ゲート電圧３値駆動とゲ
ート電圧２値駆動を切り替えるロジック端子である。また、ゲート電圧３値駆動とゲート
電圧２値駆動については、図２１、図２２Ａ、図２２Ｂ、図２０Ａ、図２０Ｂ、図２８、
図２９などを参照して、後に説明をする。
【０１７２】
　ゲートドライバＩＣ１２のドライバ出力端子７２からゲート信号線１７に印加するオン
電圧およびオフ電圧が出力される。ドライバ出力端子７２と接続端子７１間は、ＣＯＦ２
２ｇに形成されたＣＯＦ配線７４ｅで電気的に接続されている。
【０１７３】
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　クロックＣｌｋ、データＤａｔ、オン電圧Ｖｏｎなどは、２つ以上の接続端子７５間を
接続する配線（以下、「連続接続線」と呼称する）（後述する図５０などで、ＣＯＦ配線
７４ａ→ＣＯＦ配線７４ｂ→ＣＯＦ配線７４ｃの配線）または、（後述する図５０などで
、パネル配線９１ａ→ＣＯＦ配線７４ａ→ＣＯＦ配線７４ｂ→ＣＯＦ配線７４ｃ→パネル
配線９１ｂ）を行う配線は、ドライバ入力端子７３ｂ、ドライバ入力端子７３ａと接続さ
れている。
【０１７４】
　ドライバ入力端子７３ａと接続端子７５ａとは、ＣＯＦ２２ｇ上に形成されたＣＯＦ配
線７４ａで電気的に接続されている。また、ドライバ入力端子７３ｂと接続端子７５ｂと
は、ＣＯＦ２２ｇ上に形成されたＣＯＦ配線７４ｃで電気的に接続されている。
【０１７５】
　なお、図７、図５０で図示するように、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７
３ｂとは、ＣＯＦ２２ｇ上に形成されたＣＯＦ配線７４ｂで電気的に接続されている。
【０１７６】
　ゲートドライバＩＣ１２の操作端子７６は、ドライバ出力端子７２とドライバ入力端子
７３ａ間、または、ドライバ出力端子７２とドライバ入力端子７３ｂ間、もしくは、その
両方間である、ドライバ出力端子７２とドライバ入力端子７３ａ間、ドライバ出力端子７
２とドライバ入力端子７３ｂ間に配置または形成されている。
【０１７７】
　ＣＯＦ２２には、連続接続線（７４ａ、７４ｂ、７４ｃ）が形成され、また、ゲートド
ライバＩＣ１２からゲート信号線１７にオン電圧（Ｖｏｎ）、オフ電圧（Ｖｏｆｆ１、Ｖ
ｏｆｆ２）を伝送するＣＯＦ接続線７４ｅが形成されている。
【０１７８】
　ＣＯＦ接続線７４ｄは、ＣＯＦ接続線７４ｅとＣＯＦ配線７４ｃ間もしくは、ＣＯＦ配
線７４ａとＣＯＦ接続線７４ｅ間に配置または形成される。したがって、ＣＯＦ接続線７
４ｄは、ＣＯＦ接続線７４ｅ、ＣＯＦ配線７４ａ、ＣＯＦ配線７４ｂおよびＣＯＦ配線７
４ｃと交差部が発生しない。したがって、ＣＯＦ２２が片面配線であっても、ＣＯＦ接続
線７４ｄを容易に形成することができる。
【０１７９】
　また、ＣＯＦ接続線７４ｄには、パネル側（パネル配線９１が形成された側）から、Ｃ
ＯＦ配線７４に電圧印加できるように、パターンレイアウトが容易にできる。
【０１８０】
　以上のように、ＣＯＦ接続線７４ｄに接続された端子（たとえば、ＳＥＬ端子）は、連
続接続線とする必要がない。そのため、連続接続線となるＣＯＦ配線７４ａ、７４ｂ、７
４ｃの本数を削減できる。
【０１８１】
　以上の本開示の構成により、図５０で説明したＢ距離、Ａ距離、Ｃ距離、Ｄ距離を短く
、あるいは小さくすることができる。したがって、ＣＯＦ２２のサイズを小さくでき、ま
た、ドライバＩＣのサイズを小さくできるから、ＥＬ表示装置の低コストを実現できる。
【０１８２】
　なお、図９において、Ｒは抵抗である。ＳＥＬのロジックをプルダウン状態としている
。なお、抵抗Ｒは、ゲートドライバＩＣ１２内に形成してもよいことは言うまでもない。
【０１８３】
　図１０に図示するように、ゲートドライバＩＣ１２に入力する制御信号線、電圧配線の
ＣＯＦ配線７４は、連続接続でパターン形成されている。つまり、連続接続線で形成され
ている。
【０１８４】
　パネル基板３１には、パネル配線９１が形成あるいはパターニングされている。パネル
配線９１は、オン電圧Ｖｏｎ、オフ電圧Ｖｏｆｆ、アノード電圧Ｖｄｄ、カソード電圧Ｖ
ｓｓなどの電源配線、Ｃｌｋ、Ｅｎｂなどの制御配線である。
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【０１８５】
　なお、Ｖｏｎは、ゲート信号線１７に印加するオン電圧、Ｖｏｆｆはゲート信号線１７
に印加するオフ電圧、Ｖｃｃは、ゲートドライバＩＣ１２で使用するロジック回路の電源
電電圧グランド電圧Ｖｇｇ、Ｖｇｇは、ロジックのグランド電圧である。
【０１８６】
　パネル配線９１ａの最内側のパネル配線９１ａ１、パネル配線９１ａの最内側のパネル
配線９１ｂ１は、Ｖｃｃ電圧あるいはＶｇｇ電圧が印加された配線である。Ｖｃｃ電圧あ
るいはＶｇｇ電圧は、広義にはロジック端子の設定電圧である。
【０１８７】
　ただし、９１ａ１、９１ａ２に印加電圧として、Ｖｏｎ電圧あるいはＶｏｆｆ電圧であ
ってもよい。つまり、一定の期間において、固定の定常的な電圧であればよい。Ｖｏｎ電
圧またはＶｏｆｆ電圧を、ドライバＩＣ１２内のレベル変換回路でレベルシフトあるいは
レベルダウン処理を行うことにより、ドライバＩＣのロジック設定を行う電圧レベルの信
号として用いることができる。
【０１８８】
　パネル配線９１ａ１から入力制御配線２６１ａが分岐されている。入力制御配線２６１
ａは、ＣＯＦ２２ｇの接続端子７５ｃに接続されている。接続端子７５ｃは、ロジックレ
ベルの制御電圧を印加する端子である。なお、ロジックレベルの制御電圧は、ロジック設
定を行う信号電圧である。たとえば、第１の所定電圧以上をロジックのＨレベルとし、第
２の所定電圧以下をロジックのＬレベルとする。ゲートドライバＩＣ１２の操作端子７６
と接続端子７５ｃとは、ＣＯＦ接続線７４ｄで電気的に接続されている。
【０１８９】
　パネル配線９１ｂ１から入力制御配線２６１ｂが分岐されている。入力制御配線２６１
ｂは、ＣＯＦ２２ｇの接続端子７５ｃに接続されている。ゲートドライバＩＣ１２の操作
端子７６と接続端子７５ｃとは、ＣＯＦ接続線７４ｄで電気的に接続されている。なお、
操作端子７６は、ゲート信号線との接続端子７１と、ゲートドライバＩＣ１２のドライバ
入力端子７３ａ間に配置される。
【０１９０】
　パネル配線９１ａは、紙面の上側の接続端子７５ａを介して、ＣＯＦ２２のＣＯＦ配線
７４ａと接続されている。ＣＯＦ配線７４ａは、ドライバ入力端子７３ａと接続されてい
る。ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂ間は、ＣＯＦ配線７４ｂで電気的
に接続されている。
【０１９１】
　以上のように、ゲートドライバＩＣ１２には、１種類の電圧、１種類の制御信号に対し
て、複数のドライバ入力端子７３が配置または形成されている。
【０１９２】
　ドライバ入力端子７３ｂと接続端子７５ｂとは、ＣＯＦ配線７４ｃで電気的に接続され
ている。また、接続端子７５ｂは、パネル配線９１ｂと接続されている。
【０１９３】
　以上のように、パネル配線９１ａ、接続端子７５ａ、ＣＯＦ配線７４ａ、ドライバ入力
端子７３ａ、ＣＯＦ配線７４ｂ、ドライバ入力端子７３ｂ、ＣＯＦ配線７４ｃ、接続端子
７５ｂ、パネル配線９１ｂと連続接続で形成または配置されている。つまり、連続接続線
で接続されている。
【０１９４】
　図１１は、複数のフレキシブル基板２２ｇをパネル基板３１に実装した状態の説明図で
ある。フレキシブル基板２２ａ１とフレキシブル基板２２ａ２間は、パネル配線９１ｂで
電気的に接続されている。パネル配線９１ｂは、ゲート信号線１７、ソース信号線１８と
同時に形成される。また、ゲート信号線１７、ソース信号線１８と同一あるいは類似の材
料で構成される。
【０１９５】



(25) JP 2018-60798 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

　駆動回路（図示せず）からの電圧、制御信号は、電圧・信号入力部１０１から、パネル
に印加され、パネル配線９１ａを介して、フレキシブル基板２２ｇ１に印加され、ゲート
ドライバＩＣ１２ａのドライバ入力端子７３ａに印加される。なお、電圧・信号入力部１
０１は、ソースプリント基板２３と接続され、ソースプリント基板２３から、電圧・信号
入力部１０１を介して、ＣＯＦ２２ｇに電圧、信号が供給される。
【０１９６】
　フレキシブル基板２２ｇ１からの電圧、制御信号は、パネル配線９１ｂを介して、フレ
キシブル基板（ＣＯＦ）２２ｇ２に印加され、ゲートドライバＩＣ１２ｂに印加される。
フレキシブル基板（ＣＯＦ）２２ｇ２からの電圧、制御信号は、パネル配線９１ｃを介し
て、次のフレキシブル基板（ＣＯＦ）２２ｇ３（図示せず）に印加される。以上のように
、電圧、制御信号線は、パネル配線９１ｂを介して、複数のフレキシブル基板（ＣＯＦ）
２２ｇを連続接続で接続されている。
【０１９７】
　図１２は、本開示のゲートドライバＩＣ１２が実装されたＣＯＦ２２ｇの説明図である
。パネル配線９１ａは接続端子７５ａで、ＣＯＦ配線７４ａと接続されている。ＣＯＦ配
線７４ａはドライバ入力端子７３ａと接続され、ドライバ入力端子７３ａとドライバ入力
端子７３ｂとは、ＣＯＦ配線７４ｃで電気的に接続されている。ドライバ入力端子７３ｂ
と接続端子７５ｂ間は、ＣＯＦ配線７４ｂで電気的に接続されている。接続端子７５ｂに
パネル配線９１ｂが接続され、パネル配線９１ｂは、次のＣＯＦ２２ｇ２の接続端子７５
ｃと電気的に接続されている。
【０１９８】
　入力制御配線２６１は、Ｖｃｃ電圧（ドライバＩＣのロジック電圧）が印加されている
。つまり、パネル配線９１ａには、接続端子７５ｃに印加するロジック電圧（通常、Ｖｃ
ｃまたはＶｇｇ電圧）が印加されている。接続端子７５ｃと、操作端子７６とはＣＯＦ接
続線７４ｄで電気的に接続されている。パネル配線９１の最内側に位置する配線（９１ａ
１、９１ｂ１）には、ロジック電圧が印加されている。ロジック電圧が、ＣＯＦ接続線７
４ｄに接続されている操作端子７６に印加されている。
【０１９９】
　図１２に示すように、ＳＥＬ端子（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２、ＳＥＬ３、ＳＥＬ４）がＣＯ
Ｆ配線７４に接続されている。ＳＥＬ端子は、ゲートドライバＩＣ１２のゲート電圧２値
駆動とゲート電圧３値駆動の選択を設定する端子である。ＳＥＬ端子は、ドライバＩＣ内
に形成された抵抗ＲによりＶｇｇにプルダウンされている。
【０２００】
　ＳＥＬ端子がオープン（電圧が印加されていない状態）では、ロジックは、Ｌである。
Ｌの場合は、ゲート電圧２値駆動（図２０Ａ）が設定されるように構成されている。ＳＥ
Ｌ端子にＶｃｃ電圧が印加された状態では、ロジックはＨとしている。Ｈの場合は、ゲー
ト電圧３値駆動(図２０Ｂ）が設定されるように構成されている。
【０２０１】
　つまり、入力制御配線２６１で、操作端子７６に電圧を印加するようにアレイでパター
ンレイアウトをすること、あるいは、操作端子７６に電圧を印加せず、オープンになるよ
うにパターンレイアウト（未結線）をすることにより、ＳＥＬ端子（ＳＥＬ１～４）のロ
ジックレベルを決定でき、このロジックレベルにより、ゲート信号線出力回路５３（５３
ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）がゲート電圧２値駆動を行うか、ゲート電圧３値駆動を行
うかを設定あるいは決定することができる。
【０２０２】
　図８Ａ、図８Ｂおよび図１２に図示しているように、ドライバ入力端子７３ａとドライ
バ入力端子７３ｂ間は、ＣＯＦ２２上に形成されたＣＯＦ配線７４ｃで接続されている箇
所と、ドライバＩＣの内部配線２６２で接続されている箇所がある。
【０２０３】
　内部配線２６２は、ゲートドライバＩＣ１２の内部配線パターンである。ドライバ入力
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端子７３ａとドライバ入力端子７３ｂを電気的に接続している。
【０２０４】
　図１３は、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）におけるゲートドライバＩＣ１２
の説明図である。ゲートドライバＩＣ１２には、４つのゲート信号線出力回路５３（５３
ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｃ）が形成または配置されている。
【０２０５】
　ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｃ）には、それぞれオン電
圧Ｖｏｎの入力（印加）端子、データ入力（Ｄａｔ）端子、イネーブル（Ｅｎｂ）端子、
クロック（Ｃｌｋ）端子は配置または形成されている。なお、上下の走査方向を反転させ
る端子（ＵＤ端子）は、４つのゲート信号線出力回路５３に共通である。
【０２０６】
　ＳＥＬ端子は、各ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）に対
応して配置されている。ＳＥＬ端子はゲート電圧３値駆動とゲート電圧２値駆動を設定あ
るいは操作する端子である。広義には、ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５
３ｃ、５３ｄ）の駆動モードを切り替える、あるいは制御する端子である。したがって、
駆動方式は、ゲート電圧３値駆動と、ゲート電圧２値駆動に限定されるものではない。た
とえば、Ｖｏｎ１電圧、Ｖｏｎ２電圧、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧の４値の電圧か
ら１つの電圧を選択することを設定する端子であってもよい。
【０２０７】
　ＳＥＬ１端子を“Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ａをゲー
ト電圧３値駆動に設定でき、ＳＥＬ２端子を“Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信
号線出力回路５３ｂをゲート電圧３値駆動に設定できる。また、ＳＥＬ３１端子を“Ｈ”
ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ｃをゲート電圧３値駆動に設定で
き、ＳＥＬ４端子を“Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ｄをゲ
ート電圧３値駆動に設定できる。なお、“Ｈ”と“Ｌ”のロジック設定は逆であってもよ
い。
【０２０８】
　なお、図１３おいて、ＳＥＬ端子を２端子とし、この２端子に印加されたロジック信号
をデコードし、４つのゲート信号線出力回路５３から１つのゲート信号線出力回路５３（
５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｃ）を選択するように構成してよい。たとえば、ＳＥＬ０
端子、ＳＥＬ１端子とし、（ＳＥＬ０、ＳＥＬ１）＝（Ｌ、Ｌ）の場合は、ゲート信号線
出力回路５３ａをゲート電圧３値駆動設定とし、ゲート信号線出力回路５３ｂ、５３ｃ、
５３ｄを、ゲート電圧２値駆動に設定されるようにする。また、ＳＥＬ０端子、ＳＥＬ１
端子とし、（ＳＥＬ０、ＳＥＬ１）＝（Ｌ、Ｈ）の場合は、ゲート信号線出力回路５３ｂ
をゲート電圧３値駆動設定とし、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｃ、５３ｄを、ゲー
ト電圧２値駆動に設定されるようにする。また、ＳＥＬ０端子、ＳＥＬ１端子とし、（Ｓ
ＥＬ０、ＳＥＬ１）＝（Ｈ、Ｌ）の場合は、ゲート信号線出力回路５３ｃをゲート電圧３
値駆動設定とし、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂ、５３ｄを、ゲート電圧２値駆動
に設定されるようにする。また、ＳＥＬ０端子、ＳＥＬ１端子とし、（ＳＥＬ０、ＳＥＬ
１）＝（Ｈ、Ｈ）の場合は、ゲート信号線出力回路５３ｄをゲート電圧３値駆動設定とし
、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂ、５３ｃを、ゲート電圧２値駆動に設定されるよ
うにする。以上のように構成することにより、ＳＥＬ端子数を削減できる。
【０２０９】
　ゲート電圧３値駆動を実施するのは、映像信号を画素１６に書き込むトランジスタが接
続されたゲート信号線ａである。ゲート信号線は、画素に複数のゲート信号線が形成また
は配置されていても、映像信号を印加するトランジスタが接続されたゲート信号線は１本
のゲート信号線１７ａに特定されるからである。つまり、ゲートドライバＩＣ１２内に、
複数のゲート信号線駆動回路が形成されていても、そのうちの１つをゲート電圧３値駆動
に設定でき、他のゲート信号線駆動回路はゲート電圧２値駆動であればよいからである。
【０２１０】
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　たとえば、１つのゲートドライバＩＣ１２に８つのゲート信号線駆動回路が配置または
形成されている場合、ＳＥＬ端子を３本とし、３ビットで８個のゲート信号線駆動回路の
うち、１つを選択するデコーダ（３－８デコーダ）を構成すればよい。
【０２１１】
　以上のように、本開示では、ＳＥＬ端子により、各ゲート信号線に対応するゲート信号
線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）を独立にあるいは個別に、ゲート電
圧２値駆動とゲート電圧３値駆動とを切り替えることができる。
【０２１２】
　本開示は、映像信号を書き込むトランジスタが接続されたゲート信号線１７を両側駆動
（表示画面２５の左右に配置された２つのゲートドライバＩＣ１２で駆動する）を行う。
他の高速スルーレートが必要でないゲート信号線は、片側駆動（表示画面２５の左右のい
ずれかのゲートドライバＩＣ１２で駆動する）を行う。
【０２１３】
　なお、図８Ａ、図８Ｂおよび図１２に示すＥＬ表示装置では、操作端子７６は、ドライ
バ出力端子７２が形成された辺（ドライバＩＣの長辺）あるいは近傍に配置または形成し
た。本開示はこれに限定するものではない。たとえば、図８Ａおよび図８Ｂに図示するよ
うに、ゲートドライバＩＣ１２の短辺あるいは近傍に形成してもよい。また、ドライバ入
力端子７３ａ、７３ｂが形成された辺（ドライバＩＣの長辺）に形成してもよい。操作端
子７６は、ドライバ出力端子７２とドライバ入力端子７３（７３ａ、７３ｂ）間に配置す
ればよい。操作端子７６を、ドライバ出力端子７２と入力端子７３（７３ａ、７３ｂ）間
に配置すれば、パネル配線９１ａ１、９１ｂ１あるいは、パネル配線９１ａ１、９１ｂ１
から分岐した入力制御配線２６１により、ロジック設定などが容易に行うことができる。
【０２１４】
　本実施の形態にかかるＥＬ表示装置は、ロジック制御を行う制御信号線などを、パネル
側（パネル配線９１が形成された側）から、操作端子７６に接続するものであり、本構成
により、ＣＯＦ配線７４（７４ａ、７４ｂ、７４ｃ）数を削減するものである。従来の実
ＥＬ表示装置では、すべての制御信号線、電源配線を連続接続線で形成する必要があり、
図５０で説明したように、Ａ距離、Ｂ距離、Ｄ距離が長くなるという課題があった。一方
、本実施の形態に係るＥＬ表示装置では、操作端子７６に接続する制御信号線は、ＣＯＦ
配線７４（７４ａ、７４ｂ、７４ｃ）を形成する必要がない。そのため、ＣＯＦ配線７４
の数を削減でき、Ａ距離、Ｂ距離、Ｄ距離を短くでき、ＣＯＦサイズ、ドライバＩＣサイ
ズを小さくできる。
【０２１５】
　また、パネル配線９１から所定電圧を印加した配線（一例として、ロジック電圧Ｖｃｃ
、グランド電圧Ｖｇｇ）を分岐した入力制御配線２６１を形成する。操作端子７６に電圧
をアレイパターンの配線レイアウト設計により、ロジック設定に一致させて電圧を印加す
る構成である。以上の構成により、パネル配線９１（９１ａ、９１ｂ）を形成する図５０
のＣ距離を短くできる。そのため、パネルの額縁を短くすることができる。
【０２１６】
　以上は、ゲートドライバＩＣ１２およびＣＯＦ２２ｇについて説明したが、ソースドラ
イバＩＣ１４およびＣＯＦ２２ｓについても同様に適用することができることは言うまで
もない。
【０２１７】
　以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。
また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０２１８】
　図１４は、本開示の他の実施の形態に係るゲートドライバＩＣの説明図である。ロジッ
ク設定を行う制御端子であるＵＤ端子（シフトレジスタ５１の走査方向を設定する端子）
は、連続接続線が接続されたドライバ入力端子７３ａとドライバ出力端子７２間に配置ま
たは形成されている。
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【０２１９】
　ロジック設定を行う制御端子であるＳＥＬ端子（ゲート信号線出力回路５３のゲート電
圧３値駆動とゲート電圧２値駆動とを設定する端子）は、連続接続線が接続されたドライ
バ入力端子７３ｂとドライバ出力端子７２間に配置または形成されている。
【０２２０】
　図１５は、本開示の他の実施の形態にかかるゲートドライバＩＣの説明図である。ロジ
ック設定を行う制御端子であるＳＥＬ端子は、連続接続線が接続されたドライバ入力端子
７３ａとドライバ出力端子７２間に配置または形成されている。
【０２２１】
　ロジック設定を行う制御端子であるＵＤ端子は、連続接続線が接続された電圧（Ｖｏｎ
電圧、Ｖｏｆｆ電圧）を印加するドライバ入力端子７３ｂとドライバ出力端子７２間に配
置または形成されている。
【０２２２】
　図１５は、各ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）において
、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧を独立にした構成である。ゲート信号線出力回路５３
ａには、Ｖｏｆｆ１ａとＶｏｆｆ２ａ電圧が供給される。したがって、ゲート信号線出力
回路５３ａがゲート電圧３値駆動を実施する場合は、ＶｏｎＡ電圧、Ｖｏｆｆ１ａ電圧、
Ｖｏｆｆ２ａ電圧が出力される。
【０２２３】
　同様に、ゲート信号線出力回路５３ｂがゲート電圧３値駆動を実施する場合は、Ｖｏｎ
Ｂ電圧、Ｖｏｆｆ１ｂ電圧、Ｖｏｆｆ２ｂ電圧が出力される。ゲート信号線出力回路５３
ｃがゲート電圧３値駆動を実施する場合は、ＶｏｎＣ電圧、Ｖｏｆｆ１ｃ電圧、Ｖｏｆｆ
２ｃ電圧が出力される。ゲート信号線出力回路５３ｄがゲート電圧３値駆動を実施する場
合は、ＶｏｎＤ電圧、Ｖｏｆｆ１ｄ電圧、Ｖｏｆｆ２ｄ電圧が出力される。
【０２２４】
　他の事項は、図１３あるいは他の実施の形態と同様であるので説明を省略する。
【０２２５】
　図１６は、本開示の他の実施の形態にかかるゲートドライバＩＣの説明図である。ロジ
ック設定あるいは操作設定を行うＳＥＬ端子は、接続端子７５ａに接続され、ゲート信号
線１７は接続端子７１に接続されている。また、ロジック設定あるいは操作設定を行うＵ
Ｄ端子は、接続端子７５ｃに接続されています。Ｖｏｆｆ電圧は、接続端子７５ｂまたは
７５ａに印加される。
【０２２６】
　ＣＯＦ配線７４ａ、ＣＯＦ配線７４ｃ（図示せず）、ＣＯＦ配線７４ｂは連続接続線で
構成されている。ロジック設定あるいは操作設定を行うＳＥＬ端子の接続端子７５ａは、
ゲート信号線１７の接続端子７１と、接続端子７５ａ間に接続あるいは配置される。また
、ロジック設定あるいは操作設定を行うＵＤ端子の接続端子７５ｃは、ゲート信号線１７
の接続端子７１と、接続端子７５ｂ間に接続あるいは配置される。操作端子７６にロジッ
ク電圧を印加するか、ゲートドライバＩＣ１２内で、プルアップまたはプルダウンさせて
いる場合は、操作端子７６に電圧などを印加せず、操作端子をオープンにする。
【０２２７】
　図１７は、パネル配線９１ａのパネル配線９１ａ１から入力制御配線２６１ａを分岐さ
せている。分岐した入力制御配線２６１ａには、一例として、ロジック電圧Ｖｃｃが印加
されているとする。また、入力制御配線２６１ａは、操作端子７６ａと接続されている。
【０２２８】
　パネル配線９１ａのパネル配線９１ａ２から入力制御配線２６１ｂを分岐させている。
分岐した入力制御配線２６１ｂには、一例として、グランド電圧Ｖｇｇが印加されている
とする。また、入力制御配線２６１ｂは、操作端子７６ｂと接続されている。
【０２２９】
　以上の構成から、グランド電圧Ｖｇｇが印加された操作端子７６ｂは、ロジックレベル
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がＬとされる。ロジック電圧Ｖｃｃが印加された操作端子７６ａは、ロジックレベルがＨ
とされる。
【０２３０】
　操作端子７６（７６ａ、７６ｂ）は、ゲート信号線出力回路５３など、ゲートドライバ
ＩＣ１２のモード設定、操作設定、動作設定を規定あるいは設定する端子である。操作端
子７６に印加されたロジックレベル（Ｈ、Ｌ）により、ゲートドライバＩＣ１２の動作が
設定される。
【０２３１】
　図１７の構成では、入力制御配線２６１ａと入力制御配線２６１ｂは、パネル上に形成
された配線である。また、入力制御配線２６１ａと入力制御配線２６１ｂとは、交差部が
発生している。しかし、入力制御配線２６１ａと入力制御配線２６１ｂとの交差部は、わ
ずかであるため、パネルの歩留まりを低下させることはない。他の事項は、本開示の他の
実施の形態で説明した事項と同様であるので説明を省略する。
【０２３２】
　図１８は、ドライバ入力端子７３ａにＶｏｆｆ２電圧を印加している。ドライバ入力端
子７３ｂにＶｏｆｆ１電圧を印加し、ドライバ入力端子７３ｃにＶｏｎ１電圧を印加して
いる。
【０２３３】
　ドライバ入力端子７３ｃに印加したＶｏｎ電圧は、ロジック電圧のＨとして使用する。
ドライバ入力端子７３ｂに印加したＶｏｆｆ電圧は、ロジック電圧のＬとして使用する。
【０２３４】
　ドライバ入力端子７３ｃは、内部配線２６２ｃに接続されている。また、ドライバ入力
端子７３ｂは、内部配線２６２ｂに接続されている。内部配線２６２ｃは、ロジック電圧
（ロジックレベル）Ｈとなり、ドライバＩＣの端子Ｈ４～Ｈ１に出力されている。内部配
線２６２ｂは、ロジック電圧（ロジックレベル）Ｌとなり、ゲートドライバＩＣ１２の端
子Ｌ５～Ｌ１に出力されている。端子Ｃ８～Ｃ１は操作端子７６である。
【０２３５】
　図１８のＡの接続のように、端子Ｌ５と操作端子Ｃ８を短絡することにより、操作端子
Ｃ８にロジックのＬレベルが印加される。したがって、ゲート信号線出力回路５３ｄは、
操作端子Ｃ８のロジックに対応した動作に設定される。
【０２３６】
　同様に、図１８のＢの接続のように、端子Ｈ５と操作端子Ｃ７を短絡することにより、
操作端子Ｃ７にロジックのＨレベルが印加される。したがって、ゲート信号線出力回路５
３ｃは、操作端子Ｃ７のロジックに対応した動作に設定される。
【０２３７】
　また、図１８のＣの接続のように、端子Ｌ５と操作端子Ｃ６を短絡することにより、操
作端子Ｃ６にロジックのＬレベルが印加される。したがって、ゲート信号線出力回路５３
ｂは、操作端子Ｃ６のロジックに対応した動作に設定される。
【０２３８】
　また、図１８のＤの接続のように、端子Ｌ１と操作端子Ｃ１を短絡することにより、操
作端子Ｃ１にロジックのＬレベルが印加される。したがって、ゲート信号線出力回路５３
ａは、操作端子Ｃ１のロジックに対応した動作に設定される。
【０２３９】
　以上のように、本実施の形態にかかるＥＬ表示装置は、内部配線２６２（２６２ｂ、２
６２ｃ）により、操作端子７６をロジック設定する構成、方式である。
【０２４０】
　すなわち、図１２、図１７の実施の形態では、パネル上に入力制御配線２６１を形成す
ることにより、ＣＯＦ２２ｇ上の連続接続線を削減することができる。結果として、ゲー
トドライバＩＣ１２のサイズを小さくすること、ＣＯＦのサイズを小さくすることができ
るので、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）を低コスト化することができる。
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【０２４１】
　図８Ａ、図８Ｂ、図１２で図示するように、ゲートドライバＩＣ１２に内部配線２６２
を形成することにより、連続接続線を削減することができる。結果として、ＣＯＦのサイ
ズを小さくすることはできるので、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）を低コスト化するこ
とができる。
【０２４２】
　図１９は、１つのドライバ入力端子７３に対して、複数のドライバ入力端子７３を配置
し、このドライバ入力端子間を、内部配線２６２で結線した構成である。たとえば、２つ
のドライバ入力端子Ｖｏｎ２の入力端子としてドライバ入力端子７３（７３ｂ１、７３ｂ
２）が形成され、ドライバ入力端子７３ｂ１とドライバ入力端子７３ｂ２との間が、内部
配線２６２で電気的に接続されている。
【０２４３】
　同様に、たとえば、２つのドライバ入力端子Ｖｏｎ２の入力端子としてドライバ入力端
子７３（７３ａ１、７３ａ２）が形成され、ドライバ入力端子７３ａ１とドライバ入力端
子７３ａ２との間が、内部配線２６２で電気的に接続されている。
【０２４４】
　また、複数のドライバ入力端子７３ａ２間は、ＣＯＦ配線７４ｆ１で電気的に接続され
ている。複数のドライバ入力端子７３ａ１間は、ＣＯＦ配線７４ｆ２で電気的に接続され
ている。同様に、複数のドライバ入力端子７３ｂ２間は、ＣＯＦ配線７４ｆ１で電気的に
接続されている。複数のドライバ入力端子７３ｂ１間は、ＣＯＦ配線７４ｆ２で電気的に
接続されている。
【０２４５】
　以上のように構成することにより、ゲートドライバＩＣ１２にＶｏｎ１電圧を供給する
ＣＯＦ配線７４ａ１で、複数のＶｏｎ１電圧のドライバ入力端子７３ａ１、７３ａ２に電
圧を供給できる。また、ゲートドライバＩＣ１２にＶｏｎ２電圧を供給するＣＯＦ配線７
４ａ２で、複数のＶｏｎ２電圧のドライバ入力端子７３ａ２、７３ａ１に電圧を供給でき
る。
【０２４６】
　また、ゲートドライバＩＣ１２にＶｏｎ１電圧を供給するＣＯＦ配線７４ｃ１で、複数
のＶｏｎ１電圧のドライバ入力端子７３ｂ１、７３ｂ２に電圧を供給できる。また、ゲー
トドライバＩＣ１２にＶｏｎ２電圧を供給するＣＯＦ配線７４ｂ２で、複数のＶｏｎ２電
圧のドライバ入力端子７３ｂ１、７３ｂ２に電圧を供給できる。
【０２４７】
　以上の実施の形態は、ドライバ入力端子に関して説明したが、本開示はこれに限定され
るものではない。たとえば、制御信号線に関しても、図１９の実施の形態あるいは技術的
思想を適用できることは言うまでもない。
【０２４８】
　以上の実施の形態は、ドライバ入力端子の制御信号に関して説明したが、本開示はこれ
に限定されるものではない。たとえば、図１９で説明した電圧供給線と組み合わせてもよ
いことは言うまでもない。
【０２４９】
　また、以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでも
ない。また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０２５０】
　ゲートドライバＩＣ１２の出力端子から、図２０Ｂの出力波形を出力することができる
。出力電圧は、オフ電圧（Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２）、オン電圧（Ｖｏｎ）の３つの電圧
である。３つの電圧を出力するので、ゲート電圧３値駆動と呼ぶ。または、ゲートオーバ
ードライブ駆動と呼ぶ。
【０２５１】
　また、図２０Ａのように、オフ電圧（Ｖｏｆｆ１）、オン電圧（Ｖｏｎ）の２つの電圧
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で駆動する駆動方法を、ゲート電圧通常駆動あるいは、ゲート電圧２値駆動と呼ぶ。
【０２５２】
　ゲート電圧２値駆動（図２０Ａ）とゲート電圧３値駆動（図２０Ｂ）とは、ＳＥＬ端子
に印加するロジック電圧で決定する。
【０２５３】
　Ｖｏｎ電圧は、画素１６のトランジスタ１１をオンさせる電圧である。Ｖｏｆｆ１、Ｖ
ｏｆｆ２電圧は画素１６のトランジスタ１１をオフさせる電圧である。具体的には、Ｖｏ
ｎ電圧は、１５（Ｖ）以上３０（Ｖ）以下である。Ｖｏｆｆ２電圧は、－１５（Ｖ）以上
－８（Ｖ）以下である。Ｖｏｆｆ１電圧は、－８（Ｖ）以上－３（Ｖ）以下である。
【０２５４】
　図２１はゲート電圧３値駆動の説明図である。オン電圧（Ｖｏｎ）を出力する期間Ｔａ
は、ｎＨ期間（ｎは１以上の整数、Ｈは水平走査期間または１画素行の選択期間）である
。Ｖｏｆｆ２電圧を印加する期間Ｔｂは、１Ｈ期間である。また、１Ｆ（Ｆはフレーム期
間あるいはフィールド期間）＝Ｔａ＋Ｔｂ＋Ｔｃである。
【０２５５】
　なお、図２１、図２２Ａおよび図２２Ｂ、図２０Ａおよび図２０Ｂにおいて、本開示の
ゲート電圧２値駆動、ゲート電圧３値駆動は、トランジスタ１１はｎチャンネルトランジ
スタを想定して記載している。トランジスタ１１がｐチャンネルの場合は、信号波形は極
性が反転させる。
【０２５６】
　図２２Ａ、図２２Ｂは、オン電圧Ｖｏｎの説明図であり、ゲート電圧２値駆動を例示し
ている。
【０２５７】
　図２２Ａに図示するように、ゲート信号線出力回路５３ａのオン電圧ＶｏｎＡは、ＣＯ
Ｆ外部の電圧回路Ｅ１で設定される。電圧回路Ｅ１は、スイッチング電源回路、レギュレ
ータ回路などが該当する。電圧回路Ｅ１は、ゲート信号線出力回路５３ａのＶｏｎ電圧を
出力する。ゲート信号線出力回路５３ｂのオン電圧ＶｏｎＢは、ＣＯＦ外部の電圧回路Ｅ
２で設定される。電圧回路Ｅ２は、スイッチング電源回路、レギュレータ回路などが該当
する。電圧回路Ｅ２は、ゲート信号線出力回路５３ｂのＶｏｎ電圧を出力する。Ｖｏｎ端
子は、少なくも、ゲートドライバＩＣ１２に２カ所以上形成あるいは配置されている。
【０２５８】
　図２２Ｂに図示するように、Ｖｏｎ電圧の大きさを設定することにより、ゲート信号線
１７に印加する電圧振幅を可変することができる。図２２Ｂの上段の図はオン電圧がＶｏ
ｎ１としており、下段の図はオン電圧がＶｏｎ２としている。Ｖｏｎ１＜Ｖｏｎ２となる
。これらの電圧設定は、各ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）で行うことがで
きる。なお、Ｖｏｎ電圧の印加時間は、ｎＨ（ｎは１以上の整数）とし、ｎはコントロー
ラ（図示せず）により可変できるように構成されている。
【０２５９】
　なお、Ｖｏｎ電圧と同様に、Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２電圧も電圧Ｖｏｎも、各ゲート信
号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）で可変または調整あるいは設定できるように構成さ
れている。また、これらの構成は、図２２Ａ、図２２Ｂと同様であるので、説明を省略す
る。
【０２６０】
　なお、図２２Ａ、図２２Ｂ、図２０Ａおよび図２０Ｂにおいて、各ゲート信号線出力回
路５３（５３ａ、５３ｂ）で、電圧Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２が可変または調整あ
るいは設定できるとしたが、本開示はこれに限定するものではない。たとえば、複数ある
ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）のうち、任意の１つまたは複数の電圧Ｖｏ
ｎを可変または調整あるいは設定できるとしてもよい。また、Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２の
いずれかを可変または調整あるいは設定できるとしてもよい。
【０２６１】
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　図２１はゲート電圧３値駆動の説明図である。シフトレジスタ５１が選択した画素行に
Ｖｏｎ電圧が１水平走査（１Ｈ）期間（期間Ｔａ：画素行選択期間）あるいはそれ以上の
期間、印加される。Ｖｏｆｆ２電圧の印加期間Ｔｂは、１Ｈ期間である。期間ＴｃはＶｏ
ｆｆ１電圧が印加され、期間Ｔａ、期間Ｔｂ以外の期間は、Ｖｏｆｆ１電圧が印加され保
持される。
【０２６２】
　Ｖｏｎ電圧の印加期間Ｔａは、ｎＨ期間（ｎは１以上の整数）であり、Ｃｌｋ信号に同
期する。図２１のゲート電圧３値駆動は、図４９のゲート信号線１７ａ、図４８に示した
ゲート信号線１７ａ、後述する図４４のゲート信号線１７ａに対して実施される。つまり
、映像信号を画素１６に書き込むトランジスタ１１が接続されたゲート信号線１７に対し
てゲート電圧３値駆動が実施される。
【０２６３】
　Ｖｏｆｆ２電圧が１Ｈ期間（期間Ｔｂ）印加されるのは、映像信号を印加するために選
択された画素に対して、映像信号を書込み後、高速に非選択（オフ）にするためである。
また、Ｖｏｆｆ１電圧で保持する（期間ＴＣ）のは、トランジスタ１１のゲート端子に深
い電圧（Ｖｏｆｆ２）が印加され、Ｖｔシフトなどトランジスタ特性が変化することを抑
制するためである。
【０２６４】
　なお、ゲート電圧２値駆動では、上記した図２０Ａに図示したように、Ｖｏｎ電圧から
、Ｖｏｆｆ１電圧に変化する期間がｔ１と長時間を必要とする。ｔ１が長いと、この期間
に画素に書き込んだ映像信号がリークし、また、上下に隣接した画素間でクロストークな
どが発生する。
【０２６５】
　ゲート電圧３値駆動を実施すると、図２０Ｂに図示したように、Ｖｏｎ電圧から、Ｖｏ
ｆｆ１電圧に変化する期間がｔ２と非常に短時間となる。したがって、画素に書き込んだ
映像信号がリークし、また、上下に隣接した画素間でクロストークなどが発生することが
ない。
【０２６６】
　Ｖｏｎ電圧の印加期間後、１Ｈ期間の間あるいは１Ｈより短い期間の間（期間Ｔｂ）、
Ｖｏｆｆ２電圧が印加される。Ｖｏｆｆ２電圧の印加期間後、前記選択した画素行に対応
するゲート信号線１７にＶｏｆｆ１電圧が印加され、前記ゲート信号線は、次のフレーム
期間にＶｏｎ電圧が印加されるまで期間（期間Ｔｃ）、Ｖｏｆｆ１電圧に保持される。
【０２６７】
　ゲート電圧２値駆動（ゲート電圧通常駆動）の場合は、図２１に図示した期間Ｔｂがな
く、選択した画素行に、Ｖｏｆｆ２電圧が印加されることはない。したがって、シフトレ
ジスタが選択した期間（期間Ｔａ）に、Ｖｏｎ電圧が印加され、他の期間（期間Ｔｃ）に
は、Ｖｏｆｆ１電圧が印加され、ゲート信号線１７にオフ電圧が印加され、前記ゲート信
号線に接続されているトランジスタはオフ状態に保持される。
【０２６８】
　Ｖｏｎ電圧の印加期間後、１Ｈ期間の間あるいは１Ｈより短い期間の間、Ｖｏｆｆ２電
圧が印加される。Ｖｏｆｆ２電圧の印加期間後、前記選択した画素行に対応するゲート信
号線１７にＶｏｆｆ１電圧が印加され、前記ゲート信号線は、次のフレーム期間にＶｏｎ
電圧が印加されるまで、Ｖｏｆｆ１電圧に保持される。
【０２６９】
　なお、ゲート電圧２値駆動とゲート電圧３値駆動は、ＳＥＬ（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２）端
子に印加するロジック信号により、設定される。図２０Ａ、図２０Ｂに図示したように、
ＳＥＬ（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２）端子に印加されるロジック電圧が”Ｌ”の場合は、ゲート
信号線出力回路５３は、ゲート電圧２値駆動モードに設定される。ＳＥＬ（ＳＥＬ１、Ｓ
ＥＬ２）端子に印加されるロジック電圧が”Ｈ”の場合は、ゲート信号線出力回路５３は
、ゲート電圧３値駆動モードに設定される。



(33) JP 2018-60798 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

【０２７０】
　図２１に図示したように、期間Ｔａ（映像信号を画素行に書き込む期間）後の期間Ｔｂ
にＶｏｆｆ２電圧を印加することにより、図２０Ｂに図示したように、Ｖｏｎ電圧印加状
態から、トランジスタ１１がオフ状態になるＶｏｆｆ１電圧レベルまでの期間がｔ２と短
くなる。ゲート電圧２値駆動では、図２０Ａに図示したように、Ｖｏｎ電圧から、Ｖｏｆ
ｆ１電圧レベルまでに変化する時間がｔ１と長時間を必要とする。
【０２７１】
　ゲート電圧２値駆動でのｔ１期間は、該当ゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）に接続
されたトランジスタは完全なオフ状態でないため、画素１６に書き込んだ映像信号などが
リークする。一方、図２０Ｂのゲート電圧３値駆動では、Ｖｏｆｆ２電圧を印加するため
、Ｖｏｎ電圧から、Ｖｏｆｆ１電圧レベルまでに移行する時間が、ｔ２と短く、画素１６
に書き込んだ映像信号などがリークすることがない。したがって、クロストーク、信号リ
ークなどが発生せず、良好な表示画像を実現できる。
【０２７２】
　なお、前述した図９の実施の形態では、ＳＥＬ１端子を”Ｈ”ロジックとすることによ
り、ゲート信号線出力回路５３ａをゲート電圧３値駆動に設定できる。ＳＥＬ２端子を”
Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ｂをゲート電圧３値駆動に設
定できる。以上のように、本開示では、ＳＥＬ端子により、各ゲート信号線に対応するゲ
ート信号線出力回路５３を独立にあるいは個別に、ゲート電圧２値駆動とゲート電圧３値
駆動とを切り替えることができる。
【０２７３】
　ＳＥＬ１端子を”Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ａをゲー
ト電圧３値駆動に設定でき、ＳＥＬ２端子を”Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信
号線出力回路５３ｂをゲート電圧３値駆動に設定できる。また、ＳＥＬ３１端子を”Ｈ”
ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ｃをゲート電圧３値駆動に設定で
き、ＳＥＬ４端子を”Ｈ”ロジックとすることにより、ゲート信号線出力回路５３ｄをゲ
ート電圧３値駆動に設定できる。
【０２７４】
　なお、前述した図１５において、ＳＥＬ端子を２端子（ＳＥＬ１、ＳＥＬ２）とし、こ
の２端子に印加されたロジック信号をデコードし、４つのゲート信号線出力回路５３（５
３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）から１つのゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ
、５３ｃ、５３ｄ）を選択するように構成してよい。ゲート電圧３値駆動を実施するのは
、映像信号を画素１６に書き込むトランジスタが接続されたゲート信号線であり、前記ゲ
ート信号線は、画素に複数のゲート信号線が形成または配置されていても１つのゲート信
号線１７（１７ａ、１７ｂ）だけだからである。つまり、ゲートドライバＩＣ１２内に、
複数のゲート信号線駆動回路が形成されていても、そのうちの１つをゲート電圧３値駆動
に設定でき、他のゲート信号線駆動回路はゲート電圧２値駆動であればよいからである。
【０２７５】
　たとえば、１つのゲートドライバＩＣ１２に８つのゲート信号線駆動回路が配置または
形成されている場合、ＳＥＬ端子を３本とし、３ビットで８個のゲート信号線駆動回路の
うち、１つを選択するデコーダ（３－８デコーダ）を構成すればよい。
【０２７６】
　以上のように、本開示では、ＳＥＬ端子により、各ゲート信号線に対応するゲート信号
線出力回路５３を独立にあるいは個別に、ゲート電圧２値駆動とゲート電圧３値駆動とを
切り替えることができる。
【０２７７】
　本開示は、映像信号を書き込むトランジスタが接続されたゲート信号線１７を両側駆動
（表示画面２５の左右に配置された２つのゲートドライバＩＣ１２で駆動する）を行う。
他の高速スルーレートが必要でないゲート信号線は、片側駆動（表示画面２５の左右のい
ずれかのゲートドライバＩＣ１２で駆動する）を行う。
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【０２７８】
　なお、本開示の実施の形態において、両側駆動とは、表示画面２５の左右に配置された
２つのゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で駆動するとしたが、これに限定する
ものではない。両側駆動とは、１つのゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で駆動
するものであれば該当する。たとえば、ゲート信号線１７の片側に２つのゲートドライバ
ＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）を接続または配置し、駆動する方式も該当する。
【０２７９】
　つまり、両側駆動とは、１つのゲート信号線１７ａを複数のゲートドライバＩＣ１２（
１２ａ、１２ｂ）で駆動する方式である。また、ゲート信号線１７ａは、ゲートドライバ
ＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）で駆動するとして説明をするが、これに限定するものではな
い。たとえば、ＴＡＯＳ、高温あるいは低温ポリシリコン技術でパネル基板３１に直接に
ゲートドライバ回路（図示せず）を形成または配置し、このゲートドライバ回路でゲート
信号線１７を駆動する構成も該当する。
【０２８０】
　したがって、１つのゲート信号線１７の両側にゲートドライバ回路を接続する構成も本
開示の範疇である。また、１つのゲート信号線１７の片側にゲートドライバＩＣ１２を接
続し、他の端にゲートドライバ回路を接続した構成も本開示の範疇である。また、１つの
ゲート信号線１７の片側に、２つのゲートドライバ回路を接続した構成も本開示の範疇で
ある。
【０２８１】
　本開示は、主として、画素１６に映像信号電圧を印加する方式（プログラム電圧方式）
を例示して説明する。しかし、本開示は、これに限定するものではない。画素１６に映像
信号電流を印加する方式（プログラム電流方式）であってもよい。また、ＰＷＭ駆動のよ
うに、画素１６を点滅あるいはデジタル的に点灯させて表示するデジタル駆動方式であっ
てもよい。また、他の駆動方式であってもよい。発光面積で発光強度を表現する発光面積
可変駆動であってもよい。
【０２８２】
　一例として、ＰＷＭ駆動とは、所定の電圧値をスイッチ用トランジスタ１１ｂで画素１
６に印加し、階調に対応するビット数を、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフさせ
て、階調表示する方式が例示される。
【０２８３】
　また、スイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフ制御し、表示画面２５に帯状の黒表示
（非表示）を発生させ、表示画面２５に流れる電流量を制御する。
【０２８４】
　図２３は本開示のＥＬ表示装置の駆動方法の説明図である。本開示において、ゲートド
ライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂとは、同一仕様のゲートドライバＩＣであ
る。ゲートドライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂとは、画面の中心軸に対して
線対称の配置されている。また、ゲートドライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂ
のＵＤ端子（走査方向を設定する端子　図示せず）のロジックは異なる。つまり、ゲート
ドライバＩＣ１２ａは、Ａ方向に走査されるようにＵＤ端子が設定され、ゲートドライバ
ＩＣ１２ｂは、Ｂ方向に走査されるようにＵＤ端子が設定される。
【０２８５】
　ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）には、２つのゲート信号線出力回路５３（
５３ａ、５３ｂ）が配置または形成されている。ゲート信号線出力回路５３のＡ１、Ａ２
、Ａ３、・・・・、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、・・・・・・は、シフト端子（Ｃｌｋ端子）のク
ロックにより、データをシフトする単位（ブロック１４１と呼ぶ）を示している。
【０２８６】
　ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａは、ゲート信号線１７ａを駆
動する。ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂは、ゲート信号線１７
ｂを駆動する。
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【０２８７】
　ゲート信号線出力回路５３ａは、ブロックＡ１、Ｂ１が画素１６ａを駆動（制御）し、
ブロックＡ２、Ｂ２が画素１６ｂを駆動（制御）し、ブロックＡ３、Ｂ３が画素１６ｃを
駆動（制御）する。以下同様である。つまり、ゲートドライバＩＣ１２ａは、１クロック
（Ｃｌｋ）入力で、１画素行ずつ、画素行の選択位置が移動する。
【０２８８】
　ゲート信号線出力回路５３ｂは、ブロックＡ１が画素１６ａを駆動（制御）し、ブロッ
クＢ２が画素１６ｂを駆動（制御）し、ブロックＡ２が画素１６ｃを駆動（制御）し、ブ
ロックＢ２が画素１６ｄを駆動（制御）する。以下同様である。つまり、ゲートドライバ
ＩＣ１２ｂは、１クロック入力で、２画素行ずつ、選択位置が移動する。
【０２８９】
　したがって、ゲートドライバＩＣ１２ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂとが同期して１
画素行を選択させるには、ゲートドライバＩＣ１２ｂのクロック速度は、ゲートドライバ
ＩＣ１２ａのクロック速度の１／２で動作させる必要がある。
【０２９０】
　各画素行のゲート信号線１７ａは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ａに接続される。また、奇数番目の画素行のゲート信号線１７ａは、ゲート信号線出
力回路５３ｂのゲート信号線出力回路５３ａに接続され、偶数番目の画素行のゲート信号
線１７ａは、ゲート信号線出力回路５３ｂのゲート信号線出力回路５３ｂに接続されてい
る。各画素行のゲート信号線１７ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回
路５３ｂに接続される。
【０２９１】
　以上の接続により、各画素行のゲート信号線１７ａは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲ
ート信号線出力回路５３ａとゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａお
よびゲート信号線出力回路５３ｂにより両側駆動が実施される。したがって、映像信号を
画素に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂが接続されたゲート信号線１７ａを高スル
ーレートで駆動することができる。
【０２９２】
　ゲート信号線１７ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂのみ
で駆動される。しかし、スイッチ用トランジスタ１１ｄは、高速なオンオフ動作を必要と
しない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂのみによ
る片側駆動で実用上、十分な特性を実現することができる。
【０２９３】
　ゲートドライバＩＣ１２ａは、ゲート信号線１７ａおよびゲート信号線１７ｂを駆動す
る。ゲートドライバＩＣ１２ｂは、ゲート信号線１７ａのみを駆動する。ゲートドライバ
ＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂとは、基本的に同一の構成である。したがって、
表示画面２５に右側に配置または接続されたゲートドライバＩＣ１２ｂの使用個数は、表
示画面２５に左側に配置または接続されたゲートドライバＩＣ１２ａに比較して、１／２
の個数でよい。そのため、従来のＥＬ表示装置に比較して、ゲートドライバＩＣ１２（１
２ａ、１２ｂ）の使用個数を削減できるため、低コスト化を実現できる。
【０２９４】
　たとえば、図２４に図示するように、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）では、
表示画面２５の左端に配置されるゲートドライバＩＣ１２ａは、４個であるのに対し、表
示画面２５の右に配置されるゲートドライバＩＣ１２ｂは、４個の１／２である２個であ
る。
【０２９５】
　図２５は、図２４のゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）の結線あるいは接続状態を図
示している。図２５において、ゲートドライバＩＣ１２ｂは、ゲート信号線１７ａに接続
されている。ゲートドライバＩＣ１２ａ（１２ａ１、１２ａ２）は、ゲート信号線１７ａ
およびゲート信号線１７ｂに接続されている。ゲート信号線１７ａおよびゲート信号線１



(36) JP 2018-60798 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

７ｂには、オン電圧およびオフ電圧が印加される。
【０２９６】
　ゲートドライバＩＣ１２ａとゲート信号線１７ｂとは、制御信号線などの接続状態は異
なる（図２６など）が、基本的に同一の仕様のＩＣである。ゲートドライバＩＣ１２ｂは
、両側駆動が必要なゲート信号線１７ａを駆動する。ゲートドライバＩＣ１２ａ（１２ａ
１、１２ａ２）は、画素に接続されている、すべてのゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ
）を駆動する。あるいは、両側駆動が必要なゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）と片側
駆動のゲート信号線１７ａの両方を駆動する。
【０２９７】
　ゲートドライバＩＣ１２ｂに形成または配置されている複数のゲート信号線出力回路５
３（５３ａ、５３ｂ）は、異なる画素行のゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）を駆動す
る。たとえば、図２３の１画素２ゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）の構成では、ゲー
トドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａは、奇数画素行のゲート信号線１７
ａを駆動し、ゲート信号線出力回路５３ｂは、偶数画素行のゲート信号線１７ａを駆動す
る。図２６のように、１画素４ゲート信号線の構成で、そのうち２本のゲート信号線１７
（１７ａ、１７ｂ）が両側駆動で、他の２本のゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）が片
側駆動の場合、図２６に図示するように、ゲート信号線出力回路５３ａと５３ｂが奇数画
素行のゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）を駆動し、ゲート信号線出力回路５３ｃと５
３ｄが偶数画素行のゲート信号線１７（１７ｃ、１７ｄ）を駆動する。ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａの４つのゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄ）は、４
本のゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄ）を奇数、偶数画素行の順に順
次駆動する。
【０２９８】
　図２６は、本開示のＥＬ表示装置の説明図である。図２６では、制御端子などを記載し
ている。なお、本開示の図面において、説明に不要な個所は省略している。なお、図２６
の実施の形態では、ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）の出力側に出力バッフ
ァ５２を配置している。
【０２９９】
　図２６において、Ｄａｔ端子（ＤａｔＡ１、ＤａｔＡ２、ＤａｔＢ１、ＤａｔＢ２）は
、シフトレジスタ５１（５１ａ、５１ｂ）のデータ入力端子である。Ｄａｔ端子をデータ
“Ｈ”とすることにより、クロック（Ｃｌｋ）端子に印加されたクロックにより、シフト
レジスタ５１（５１ａ、５１ｂ）にオンデータが入力される。Ｄａｔ端子をデータ“Ｌ”
とすることにより、クロック（Ｃｌｋ）端子に印加されたクロックにより、シフトレジス
タ５１（５１ａ、５１ｂ）にオフデータが入力される。シフトレジスタ５１（５１ａ、５
１ｂ）のブロック１４１にオンデータが保持されていると、該当するゲート信号線１７に
オン電圧が印加または出力あるいはオン電圧に保持される。シフトレジスタ５１（５１ａ
、５１ｂ）のブロック１４１にオフデータが保持されていると、該当するゲート信号線１
７（１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄ）にオフ電圧が印加または出力あるいはオフ電圧に
保持される。
【０３００】
　シフトレジスタ５１（５１ａ、５１ｂ）に保持あるいはラッチされているオンデータあ
るいはオフデータは、クロック（Ｃｌｋ）端子に印加されたクロック信号により、順次、
ブロック１４１のデータ保持状態がシフトされる。なお、シフト方向は、ＵＤ端子（図示
せず）に印加されたロジック信号により、変更される。
【０３０１】
　Ｅｎｂ端子は、イネーブル信号の制御端子である。Ｅｎｂ端子をデータ“Ｈ”とするこ
とにより、シフトレジスタ５１に保持あるいはラッチされているオンデータあるいはオフ
データに対応して、ゲート信号線１７にオン電圧またはオフ電圧が出力される。
【０３０２】
　Ｅｎｂ端子をデータ“Ｌ”とすることにより、シフトレジスタ５１に保持あるいはラッ
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チされているオンデータあるいはオフデータによらず、ゲート信号線１７は、オフ電圧が
出力あるいはオフ電圧に保持される。
【０３０３】
　図２６において、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａとゲート信
号線出力回路５３ｂのＣｌｋＡ（クロック）端子、ＵＤＡ（アップダウン）端子、ＥｎＡ
（イネーブル）端子は共通である。ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５
３ａとゲート信号線出力回路５３ｂとのＤａｔ（データ）端子（ＤａｔＡ１、ＤａｔＡ２
）は独立である。なお、ＥｎｂＡ１端子は、ゲート信号線１７ａをオフ状態に制御する端
子であるため、ＥｎｂＡ２端子は、ゲート信号線１７ｂをオフ状態に制御する端子である
ため、図面では分離している。
【０３０４】
　なお、図２６などの本開示の図面などにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信
号線出力回路５３ｂにはクロック端子（ＣｌｋＡ）を図示していないが、ゲートドライバ
ＩＣとしては、端子を有している。また、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は
、ＩＣとして説明をするが、これに限定するものではない。ポリシリコンなどでガラス基
板に直接に形成したゲートドライバ回路であってもよいことは言うまでもない。
【０３０５】
　図２６において、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａとゲート信
号線出力回路５３ｂのＵＤＢ（アップダウン）端子は共通である。ゲートドライバＩＣ１
２ｂのゲート信号線出力回路５３ａとゲート信号線出力回路５３ｂとのＤａｔ（データ）
端子（ＤａｔＢ１、ＤａｔＢ２）、Ｅｎｂ（イネーブル）端子（ＥｎｂＢ１、ＥｎｂＢ２
）は、Ｃｌｋ（クロック）端子（ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２）とは独立である。
【０３０６】
　図２７は、ゲートドライバＩＣ１２ａを詳細に図示した図面である。ゲートドライバＩ
Ｃ１２ｂもゲートドライバＩＣ１２ａと同様である。
【０３０７】
　ゲートドライバＩＣ１２ａは、切り替え回路１６１を有している。切り替え回路１６１
は、図２１、図２０Ｂのゲート電圧３値駆動、図２２Ｂ、図２０Ａのゲート電圧２値駆動
を実現するためのスイッチ回路である。
【０３０８】
　切り替え回路１６１は、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧、Ｖｏｎ電圧のうち、１つの
電圧を選択し、ゲート信号線１７に出力する機能を有する。
【０３０９】
　図２８に図示するように、切り替え回路１６１（１６１ａ、１６１ｂ）のａ端子にＶｏ
ｆｆ２電圧が印加され、ｂ端子にＶｏｆｆ１電圧が印加され、ｃ端子にＶｏｎ電圧が印加
されている。ｄ端子（２ビット）に印加されたロジック信号により、Ｖｏｆｆ２、Ｖｏｆ
ｆ１、Ｖｏｎ電圧のいずれかが選択される。ｄ端子のロジック信号は、シフトレジスタ５
１（５１ａ、５１ｂ）に保持されたデータ（Ｄａｔ）に基づく。
【０３１０】
　切り替え回路１６１が、Ｖｏｎ電圧→Ｖｏｆｆ２電圧→Ｖｏｆｆ１電圧と、出力を切り
替えることにより、図２０Ｂに図示するゲート電圧３値駆動が実現される。切り替え回路
１６１（１６１ａ、１６１ｂ）が、Ｖｏｎ電圧→Ｖｏｆｆ１電圧と、出力を切り替えるこ
とにより、図２０Ａに図示するゲート電圧２値駆動が実現される。
【０３１１】
　また、図２９に図示するように、ドライバ入力端子７３ａに、オン電圧が印加される。
ドライバ入力端子７３ａは、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）内に複数形成ま
たは構成されているゲート信号線出力回路５３あるいは出力バッファ５２で、異なるＶｏ
ｎ電圧を印加できるように構成されている。なお、切り替え回路１６１（１６１ａ、１６
１ｂ）については、図２８などで説明しているので説明を省略する。
【０３１２】
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　ゲート電圧２値駆動とゲート電圧３値駆動の選択あるいは設定は、図１２などに図示し
たように、ＳＥＬ端子に印加するロジック信号で行う。ＳＥＬ端子は、各ゲート信号線出
力回路５３に設けられている。ＳＥＬ端子は、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ
）の内部回路でプルダウン状態に設定されており、デフォルト（プリダウン状態）では、
ゲート電圧２値駆動に設定されている。ゲート電圧２値駆動の方が、ゲート電圧３値駆動
よりも出力電圧が低く、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）を破壊するなどのリ
スクが低減するからである。ＳＥＬ端子に、Ｈロジック電圧を印加することにより、ゲー
ト信号線出力回路５３は、ゲート電圧３値駆動のモードに設定される。
【０３１３】
　Ｖｏｎ電圧、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧は、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、
１２ｂ）の外部端子により入力される。また、図１２では、Ｖｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２電圧
は、ゲート信号線出力回路５３に共通のように図示したが、本開示はこれに限定するもの
ではない。たとえば、各ゲート信号線出力回路５３で個別のＶｏｆｆ１、Ｖｏｆｆ２電圧
を印加できるように端子を配置してもよい。以上のことは、Ｖｏｎ端子についても同様で
ある。
【０３１４】
　ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は、表示パネルに複数個が実装される。Ｖ
ｏｎ電圧、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧は、前記複数個のゲートドライバＩＣ１２（
１２ａ、１２ｂ）に共通に印加される。
【０３１５】
　画素回路の構成に依存して、各ゲート信号線１７に適正な、Ｖｏｎ電圧、Ｖｏｆｆ１電
圧が異なる。また、Ｖｏｆｆ２電圧の必要度も異なる。したがって、Ｖｏｎ電圧、Ｖｏｆ
ｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧は、ゲート信号線１７の種類に応じて、電圧値を個別に設定で
きるように構成することが好ましい。
【０３１６】
　たとえば、図５の画素回路を例示すれば、ゲート信号線１７ａ、ゲート信号線１７ｃ、
ゲート信号線１７ｄと、ゲート信号線１７ｂとは、適正なＶｏｎ電圧を異ならせることが
好ましい。通常、ゲート信号線１７ｂに適正なＶｏｎ電圧は、他のゲート信号線１７より
も高い。スイッチ用トランジスタ１１ｄに印加するＶｏｎ電圧を高くして、スイッチ用ト
ランジスタ１１ｄのオン抵抗を低下させるためである。また、ゲート信号線１７ａ、ゲー
ト信号線１７ｃ、ゲート信号線１７ｄと、ゲート信号線１７ｂとは、適正なＶｏｆｆ１電
圧を異ならせることが好ましい。
【０３１７】
　通常、ゲート信号線１７ｂに適正なＶｏｆｆ１電圧は、他のゲート信号線１７よりも高
い。スイッチ用トランジスタ１１ｄに印加するＶｏｆｆ１電圧を高くして、スイッチ用ト
ランジスタ１１ｄに印加される電圧の絶対値（Ｖｏｎ－Ｖｏｆｆ１）を小さくするためで
ある。
【０３１８】
　また、スイッチ用トランジスタ１１ｂはゲート電圧３値駆動を実施するが、他のスイッ
チ用トランジスタ１１ｄ、１１ｃ、１１ｅはゲート電圧２値駆動を実施する。したがって
、ゲート信号線１７ａはＶｏｆｆ２電圧を必要とするが、他のゲート信号線は、不要であ
る。そのため、ゲートドライバＩＣ１２は、図１５に図示するように、各ゲート信号線出
力回路５３は、独立して、Ｖｏｎ電圧、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧を印加できるよ
うに構成し、また、各ゲート信号線出力回路５３は、ＳＥＬ端子により、独立してゲート
電圧３値駆動とゲート電圧２値駆動を設定できるように構成することが好ましい。
【０３１９】
　なお、Ｖｏｆｆ２電圧は、各ゲート信号線出力回路５３で共通にしてもよい。Ｖｏｆｆ
２電圧を必要とするゲート信号線１７は、映像信号を印加するトランジスタ１１に特定さ
れる場合が多いからである。
【０３２０】
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　なお、複数のゲート信号線出力回路５３で、Ｖｏｆｆ１電圧、Ｖｏｆｆ２電圧を共通に
し、Ｖｏｎ電圧を独立にする構成も例示される。また、複数のゲート信号線出力回路５３
で、Ｖｏｎ電圧、Ｖｏｆｆ２電圧を共通にし、Ｖｏｆｆ１電圧を独立にする構成も例示さ
れる。
【０３２１】
　図３０Ａ、図３０Ｂは、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の駆動方法の説明図
である。なお、理解を容易にするため、画素１６は、ゲート信号線１７ａ、ゲート信号線
１７ｂの２本であり、ゲート信号線１７ａは、映像信号を印加するスイッチ用トランジス
タ１１が接続されており、両側駆動を実施すると仮定し、ゲート信号線１７ｂは片側駆動
を実施するとして説明をする。また、ゲート信号線出力回路５３に設けられた端子（Ｄａ
ｔ、Ｅｎｂなど）の接続状態、結線状態は、一例である。また、以下の説明において、各
端子は、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）に設けられた外部端子として説明す
るが、これに限定するものではない。たとえば、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２
ｂ）のＩＣ内部で結線、接続したものであってもよい。
【０３２２】
　図３０Ａ、図３０Ｂにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａは、ゲート信号線１７ａ、１
７ｂを駆動する。ゲートドライバＩＣ１２ｂは、ゲート信号線１７ａを駆動する。
【０３２３】
　なお、各図において、○印は、ブロック１４１にデータが保持され、○印のブロックが
担当するゲート信号線１７ａにオン電圧（Ｖｏｎ電圧）が出力されていることを示す。無
印のブロック１４１が担当するゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）には、オフ電圧（Ｖ
ｏｆｆ１電圧、または、Ｖｏｆｆ２電圧）が出力されているとして説明する。ただし、Ｅ
ｎｂ端子をＨの場合は、○印のブロックから、オン電圧が出力されるが、Ｅｎｂ端子がＬ
の場合は、○印のブロックであっても、ゲート信号線１７（１７ａ、１７ｂ）への出力電
圧は、オフ電圧となる。
【０３２４】
　図３０Ａ、図３０Ｂにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのクロック（Ｃｌｋ）端子は
、ゲート信号線出力回路５３ａと５３ｂと共通である。ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲー
ト信号線出力回路５３ａは、ＣｌｋＢ１であり、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ｂは、ＣｌｋＢ２である。つまり、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信
号線出力回路５３ａとゲート信号線出力回路５３ｂとは、別クロックで動作する。または
、ゲート信号線出力回路５３ａとゲート信号線出力回路５３ｂに、同一のクロックを入力
し、ゲート信号線出力回路５３ｂまたは、ゲートドライバＩＣ１２ｂ内で、入力されたク
ロックを所定値に分周する。以上の事項は、本明細書の他に実施の形態にも適用できるこ
とは言うまでもない。
【０３２５】
　図３０Ａ、図３０Ｂなどにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ｂに関しては動作を省略する。理解を容易にするためである。つまり、図３０Ａ、図
３０Ｂなどにおいて、ゲート信号線１７ａにオン電圧を印加すること、オン電圧位置をシ
フトすることを中心として説明をする。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線
出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａおよびゲー
ト信号線出力回路５３ｂの動作、制御、駆動方法、構成を中心として説明をする。
【０３２６】
　ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂに関しては動作などの説明は
省略する。ゲート信号線出力回路５３ｂの動作あるいは駆動方式は、ゲートドライバＩＣ
１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと同一あるいは類似であるからである。ゲートドラ
イバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａがゲート信号線１７ａを選択あるいはオン
電圧位置を制御する方式と、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂが
ゲート信号線１７ｂを選択あるいはオン電圧位置を制御する方式とは同一あるいは類似の
動作であるからである。
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【０３２７】
　図３０Ａ、図３０Ｂなどにおいて、Ｃｌｋ端子に印加された電圧レベルあるいは信号エ
ッジでデータ（○印）位置は、ブロック１４１を移動するあるいは、Ｃｌｋ端子に印加さ
れたロジックレベルが、ブロック１４１に入力される。
【０３２８】
　なお、理解を容易にするため、あるいは、図面の記載の煩雑を抑制するため、Ｃｌｋ端
子によるデータのラッチ、シフトに関する記載あるいは記述、説明は省略する。
【０３２９】
　図３０Ａ、図３０Ｂにおいて、Ｄａｔ端子の“Ｈ”とは、ゲート信号線１７にオン電圧
を出力するデータを設定あるいは入力する状態あるいは入力した状態を示す。Ｄａｔ端子
の“Ｌ”とは、ゲート信号線１７にオフ電圧を出力するデータを設定あるいは入力する状
態あるいは入力した状態を示す。Ｅｎｂ端子の“Ｈ”とは、ブロック１４１の設定状態（
○印はゲート信号線１７にオン電圧を出力する。無印はゲート信号線１７にオフ電圧を出
力する）に基づき、各ゲート信号線１７にオン電圧またはオフ電圧を出力した状態あるい
は出力する状態を示す。Ｅｎｂ端子の“Ｌ”とは、ブロック１４１の設定状態（○印はゲ
ート信号線１７にオン電圧を出力する。無印はゲート信号線１７にオフ電圧を出力する）
によらず、各ゲート信号線１７にオフ電圧を出力した状態あるいは出力する状態を示す。
【０３３０】
　図３０Ａ、図３０Ｂにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３
ａには、ＤａｔＡ１端子、ＥｎｂＡ１端子が接続され、ＣｌｋＡ端子は、ゲート信号線出
力回路５３ｂと共通接続されている。ゲート信号線出力回路５３ｂには、ＤａｔＡ２端子
、ＥｎｂＡ２端子が接続されている。また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出
力回路５３ａには、ＤａｔＢ１端子、ＥｎｂＢ１端子、ＣｌｋＢ１端子が接続され、ゲー
トドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂには、ＤａｔＢ２端子、ＥｎｂＢ２
端子、ＣｌｋＢ２端子が接続されている。
【０３３１】
　図３０Ａでは、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子“Ｈ”、ＥｎｂＡ１端子“
Ｈ”、ＤａｔＡ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子“Ｌ”に設定される。
【０３３２】
　なお、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ２端子を“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子を“Ｌ”
としているが、理解を容易にするため、ゲート信号線１７ｂの制御に関する動作の説明を
していない理由による。実際の本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の駆動方法では
ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線１７ｂのオンオフ制御を行うため、をＤａｔＡ
２端子も“Ｈ”または“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子も“Ｈ”または“Ｌ”に設定することは言
うまでもない。
【０３３３】
　図３０Ａにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子“Ｈ”、ＥｎｂＡ１端
子“Ｈ”、ＤａｔＡ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子“Ｌ”に設定されている。ＣｌｋＡの
入力により、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのブロック１４１
（Ａ１）にオンデータ（○印）が入力される。ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線
出力回路５３ａのＥｎｂＡ１端子は、“Ｈ”であるため、画素１６ａのゲート信号線１７
ａにはオン電圧が出力される。したがって、ソース信号線（図示せず）に印加された映像
信号が、画素１６ａに印加される。
【０３３４】
　同様に、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子“Ｈ”、ＥｎｂＢ１端子“Ｈ”に
設定されているため、ＣｌｋＢ１の入力により、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａのブロック１４１（Ａ１）にオンデータ（○印）が入力される。ゲート
ドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのＥｎｂＢ１端子は、“Ｈ”であるた
め、画素１６ａのゲート信号線１７ａにはオン電圧が出力される。
【０３３５】
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　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ａのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａとで、両側駆動が実施される。
【０３３６】
　ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＢ２端子“Ｌ”に設定され
ているため、ＣｌｋＢ２の入力により、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回
路５３ｂのブロック１４１（Ｂ１）にオフデータ（無印）が入力される。また、ゲートド
ライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂのＥｎｂＢ２端子は、“Ｌ”であるため
、画素１６ｂのゲート信号線１７ａにはオフ電圧が出力される。なお、この場合は、ゲー
トドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂのＥｎｂＢ２端子を“Ｈ”としても
、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂのブロック１４１（Ｂ１）に
オフデータ（無印）であるため、画素１６ｂのゲート信号線１７ａにはオフ電圧が出力さ
れる。
【０３３７】
　つまり、ゲートドライバＩＣ１２ｂがゲート信号線１７ａに出力する電圧（オン電圧、
オフ電圧）は、ブロック１４１にラッチあるいは保持されているデータにより制御するこ
ともできる。また、Ｅｎｂ端子のロジック設定によっても実現することができる。したが
って、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の駆動方法では、上記のいずれの方法で
実現してもよいことは言うまでもない。
【０３３８】
　以上の動作あるいは制御により、図３０Ａでは、画素１６ａのゲート信号線１７ａは両
側駆動が実現され、他の画素のゲート信号線１７ａは、オフ電圧が印加される。なお、必
要に応じて、ゲート信号線１７ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ｂにより、オンオフ電圧を印加すればよいことは言うまでもない。
【０３３９】
　図３０Ｂにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ１端
子“Ｈ”、ＤａｔＡ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子“Ｌ”に設定されている。ＣｌｋＡの
入力により、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのブロック１４１
（Ａ１）にオフデータ（無印）が入力される。また、ブロックＡ１のオンデータ（○印）
が、ブロックＡ２に転送される（シフトされる）。
【０３４０】
　ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのＥｎｂＡ１端子は、“Ｈ”
であるため、画素１６ａのゲート信号線１７ａにはオフ電圧が出力され、画素１６ｂのゲ
ート信号線１７ａにはオン電圧が出力される。したがって、ソース信号線（図示せず）に
印加された映像信号が、画素１６ｂに印加される。また、先に画素１６ａに印加された映
像信号は、保持される。
【０３４１】
　同様に、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ２端子“Ｈ”、ＥｎｂＢ２端子“Ｈ”に
設定されているため、ＣｌｋＢ２の入力により、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ｂのブロック１４１（Ｂ１）にオンデータ（○印）が入力される。ゲート
ドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂのＥｎｂＢ２端子は、“Ｈ”であるた
め、画素１６ｂのゲート信号線１７ａにはオン電圧が出力される。
【０３４２】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｂのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ｂとで、両側駆動が実施される。
【０３４３】
　なお、図３０ＢではゲートドライバＩＣ１２ｂのＣｌｋＢ１には、クロックが入力され
ない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのブロック
Ａ１の保持されたデータは、ブロックＡ２には転送されない。また、ＥｎｂＢ１は“Ｌ”
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であるため、画素１６ａのゲート信号線１７ａには、オフ電圧が印加される。
【０３４４】
　以上の動作あるいは制御により、図３０Ｂでは、画素１６ｂのゲート信号線１７ａは両
側駆動が実現され、他の画素１６（１６ｃ、１６ｄ、・・・１６ｎ）のゲート信号線１７
ａは、オフ電圧が印加される。なお、必要に応じて、ゲート信号線１７ｂは、ゲートドラ
イバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂにより、オンオフ電圧を印加すればよいこ
とは言うまでもない。
【０３４５】
　図３１Ａ、図３１Ｂも図３０Ａ、図３０Ｂと同様の制御が実施される。
【０３４６】
　図３１Ａにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ１端
子“Ｈ”、ＤａｔＡ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子“Ｌ”に設定されている。ＣｌｋＡの
入力により、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのブロック１４１
（Ａ１）にオフデータ（無印）が入力される。ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線
出力回路５３ａのＥｎｂＡ１端子は、“Ｈ”であるため、画素１６ａのゲート信号線１７
ａには、ブロックＡ１のデータ状態が反映され、オフ電圧が出力される。また、ＣｌｋＡ
の入力により、ブロックＡ２のデータは、Ａ３に転送される。画素１６ｃのゲート信号線
１７ａにオン電圧が出力され。ソース信号線（図示せず）に印加された映像信号が、画素
１６ｃに印加される。
【０３４７】
　同様に、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子“Ｌ”、ＥｎｂＢ１端子“Ｈ”に
設定されているため、ＣｌｋＢ１の入力により、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａのブロック１４１（Ａ１）にオフデータ（無印）が入力される。ゲート
ドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのブロックＡ１のデータは、ブロック
Ａ２に転送される。ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのＥｎｂＢ
１端子は、“Ｈ”であるため、画素１６ａのゲート信号線１７ａにはオフ電圧が出力され
、画素１６ｃのゲート信号線１７ａにはオン電圧が出力される。
【０３４８】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａとで、両側駆動が実施される。
【０３４９】
　ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＢ２端子“Ｌ”に設定され
ているため、また、ＣｌｋＢ２が入力されず、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線
出力回路５３ｂのデータはシフトされない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲ
ート信号線出力回路５３ｂのブロックＢ１の保持されたデータは、ブロックＢ２には転送
されない。また、ＥｎｂＢ１は“Ｌ”であるため、画素１６ｂのゲート信号線１７ａには
、オフ電圧が印加される。
【０３５０】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａとで、両側駆動が実施される。
【０３５１】
　以上の動作あるいは制御により、図３１Ａでは、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは両
側駆動が実現され、他の画素のゲート信号線１７ａは、オフ電圧が印加される。なお、必
要に応じて、ゲート信号線１７ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ｂにより、オンオフ電圧を印加すればよいことは言うまでもない。
【０３５２】
　図３１Ｂにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ１端
子“Ｈ”、ＤａｔＡ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＡ２端子“Ｌ”に設定されている。ＣｌｋＡの
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入力により、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのブロック１４１
（Ａ１）にオフデータ（無印）が入力される。ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線
出力回路５３ａのＥｎｂＡ１端子は、“Ｈ”であるため、画素１６ａのゲート信号線１７
ａには、ブロックＡ１のデータ状態が反映され、オフ電圧が出力される。また、ＣｌｋＡ
の入力により、ブロックＡ３のデータは、Ａ４に転送される。画素１６ｄのゲート信号線
１７ａにオン電圧が出力され。ソース信号線１８（図示せず）に印加された映像信号が、
画素１６ｄに印加される。
【０３５３】
　同様に、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＢ２端子“Ｈ”に
設定されているため、ＣｌｋＢ２の入力により、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ａのブロック１４１（Ｂ１）にオフデータ（無印）が入力される。ゲート
ドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのブロックＢ１のデータは、ブロック
ＡＢに転送される。ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂのＥｎｂＢ
１端子は、“Ｈ”であるため、画素１６ｂのゲート信号線１７ａにはオフ電圧が出力され
、画素１６ｄのゲート信号線１７ａにはオン電圧が出力される。
【０３５４】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｄのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ｂとで、両側駆動が実施される。
【０３５５】
　ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＢ２端子“Ｌ”、ＥｎｂＢ２端子“Ｌ”に設定され
、また、ＣｌｋＢ１が入力されず、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５
３ａのデータはシフトされない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線
出力回路５３ａのブロックＡ１の保持されたデータは、ブロックＡ２には転送されない。
また、ＥｎｂＢ１は“Ｌ”であるため、画素１６ｃのゲート信号線１７ａには、オフ電圧
が印加される。
【０３５６】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｄのゲート信号線１７ａは、ゲートドライ
バＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号
線出力回路５３ｂとで、両側駆動が実施される。
【０３５７】
　以上の動作あるいは制御により、図３１Ｂでは、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは両
側駆動が実現され、他の画素のゲート信号線１７ａは、オフ電圧が印加される。なお、必
要に応じて、ゲート信号線１７ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ｂにより、オンオフ電圧を印加すればよいことは言うまでもない。
【０３５８】
　以上のように、ゲートドライバＩＣ１２ａは、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂの
データ位置をＣｌｋＡに同期してシフトさせることにより、ゲートドライバＩＣ１２ｂは
、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂを別クロック（ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２）で交互
に、あるいは独立に制御することにより、また、ＥｎｂＢ１端子、ＥｎｂＢ２端子と交互
にあるいは独立に制御することにより、各画素のゲート信号線１７ａの両側駆動を実現す
る。
【０３５９】
　以上の実施の形態では、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのク
ロックＣｌｋＢ１とゲート信号線出力回路５３ｂのクロックＣｌｋＢ２を交互に動作させ
、ブロック１４１内のデータ位置（○印、無印位置）を移動させるとした。しかし、本開
示はこれに限定するものではない。
【０３６０】
　たとえば、図３１Ａ、図３１Ｂにおいて、○印が、ゲート信号線出力回路５３ａのブロ
ックＡ１、ゲート信号線出力回路５３ｂのブロックＢ１にあるとする。クロックＣｌｋＢ
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１、ＣｌｋＢ２を同一タイミングで、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂに入力すると
、○印位置が、図３１Ｂに示すブロック１４１位置に移動する。つまり、○印位置は、ゲ
ート信号線出力回路５３ａのＡ２位置、ゲート信号線出力回路５３ｂのＢ２位置に移動す
る。
【０３６１】
　図３１Ｂの状態で、ゲート信号線出力回路５３ａのイネーブル端子ＥｎｂＢ１をＨとし
、ゲート信号線出力回路５３ｂのイネーブル端子ＥｎｂＢ２をＬとすれば、画素１６ｃの
ゲート信号線１７ａにオン電圧が印加され、画素１６ｄのゲート信号線１７ａにオフ電圧
が印加される。この時、ゲートドライバＩＣ１２ａにより、画素１６ｃのゲート信号線１
７ａにオン電圧を印加すれば、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは両側駆動となる。また
、図３１Ｂの状態で、ゲート信号線出力回路５３ａのイネーブル端子ＥｎｂＢ１をＬとし
、ゲート信号線出力回路５３ｂのイネーブル端子ＥｎｂＢ２をＨとすれば、画素１６ｄの
ゲート信号線１７ａにオン電圧が印加され、画素１６ａのゲート信号線１７ａにオフ電圧
が印加される。この時、ゲートドライバＩＣ１２ａにより、画素１６ｄのゲート信号線１
７ａにオン電圧を印加すれば、画素１６ｄのゲート信号線１７ａは両側駆動となる。
【０３６２】
　以上のように、ゲートドライバＩＣ１２ａ、ゲートドライバＩＣ１２ｂを制御、あるい
は、各ゲートドライバＩＣ１２のゲート信号線出力回路５３ａ、ゲート信号線出力回路５
３ｂの制御などを実施しても、本開示の駆動方式を実現できることは言うまでもない。以
上の事項は、ゲート信号線１７ｂの制御についても同様である。また、本開示の他の実施
の形態においても適用されることは言うまでもない。
【０３６３】
　以上の実施の形態は、ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）のブロック１４１
に○印が１つの場合について説明した。しかし、本開示はこれに限定するものではない。
ゲート信号線出力回路５３（５３ａ、５３ｂ）内のシフトレジスタにデータ（○印、無印
）の入力は、クロック端子（Ｃｌｋ）と、データ端子（Ｄａｔ）により実施される。した
がって、シフトレジスタ５１などに、データを入力するには、データ端子とクロック端子
を制御あるいは操作すればよい。したがって、○印のデータを連続してシフトレジスタ５
１に入力することも実現できるし、飛び飛びに○印のデータをシフトレジスタ５１に入力
することもできる。
【０３６４】
　図３２Ａ、図３２Ｂは、ゲート信号線出力回路５３またはシフトレジスタ５１に連続し
たデータ（○印）を入力した実施の形態である。
【０３６５】
　なお、本開示の実施の形態において、○印が連続した実施例を中心として説明するが、
これは図示し、理解を容易になるからである。実際には、○印以外の箇所には無印のデー
タがシフトレジスタ５１内に保持されていることは言うまでもない。
【０３６６】
　図３２Ａにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａは、ＤａｔＡ１端子を“Ｈ”とし、Ｃｌ
ｋＡ端子に２回のクロックが入力された状態である（ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート
信号線出力回路５３ｂに関しては説明を省略する）。したがって、ゲートドライバＩＣ１
２ａのゲート信号線出力回路５３ａのブロックＡ１、Ａ２に○印（オン電圧位置）が保持
されている。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａのＥｎｂＡ
１端子を“Ｈ”としているにより、画素１６ａおよび画素１６ｂのゲート信号線１７ａの
オン電圧が印加（出力）されている。
【０３６７】
　一方、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１およびＤａｔＢ２端子に“Ｈ”ロジック
が印加され、ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２に１回のクロック信号が入力されることにより、ゲ
ートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのブロックＡ１およびゲート信号
線出力回路５３ｂのブロックＢ１に、○印（オン電圧位置）が保持されている。また、ゲ
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ートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａのＥｎｂＢ１端子およびＥｎｂＢ
２端子を“Ｈ”としているにより、画素１６ａおよび画素１６ｂのゲート信号線１７ａの
オン電圧が印加（出力）されている。ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１は、“Ｈ”
となっている。
【０３６８】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ａ、画素１６ｂゲート信号線１７ａは、ゲ
ートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂの
ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂとで、両側駆動が実施される。
【０３６９】
　図３２Ｂは、図３２Ａの状態から、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ａにＤａｔＡ１を“Ｌ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを入力した状態である
。図３２Ａの位置から、ゲート信号線出力回路５３ａの○印位置が１ブロックシフトされ
、ブロックＡ２、Ａ３位置にシフトしている。また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート
信号線出力回路５３ａにＤａｔＢ１、ＤａｔＢ２を“Ｌ”とし、ＣｌｋＢ１端子に１回の
クロックを入力した状態である。図３２Ａの位置から、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲー
ト信号線出力回路５３ａの○印位置が１ブロックシフトされ、ブロックＡ２位置にシフト
している。なお、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ｂには、Ｃｌｋ
Ｂ２には、クロックは入力されておらず、○印位置は、Ｂ１のままである。ゲートドライ
バＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１、ＥｎｂＢ２は、“Ｈ”となっている。
【０３７０】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｂ、画素１６ｃのゲート信号線１７ａは、
ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂ
のゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂとで、両側駆動が実施される。したがって、図３
２Ａに比較して、図３２Ｂは、ゲート信号線１７ａへのオン電圧位置が１画素行シフトさ
れている。
【０３７１】
　図３３Ａは、図３２Ｂの状態から、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ａにＤａｔＡ１を“Ｌ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを入力した状態である
。図３２Ｂの位置から、ゲート信号線出力回路５３ａの○印位置が１ブロックシフトされ
、ブロックＡ３、Ａ４位置にシフトしている。また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート
信号線出力回路５３ａにＤａｔＢ１、ＤａｔＢ２を“Ｌ”とし、ＣｌｋＢ２端子に１回の
クロックを入力した状態である。図３２Ｂの位置から、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲー
ト信号線出力回路５３ｂの○印位置が１ブロックシフトされ、ブロックＢ２位置にシフト
している。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂの○印位置は、ブロックＡ２とＢ２で
ある。ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１、ＥｎｂＢ２は、“Ｈ”となっている。
【０３７２】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｃ、画素１６ｄのゲート信号線１７ａは、
ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂ
のゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂとで、両側駆動が実施される。したがって、図３
２Ｂに比較して、図３３Ａは、ゲート信号線１７ａへのオン電圧位置が１画素行シフトさ
れている。
【０３７３】
　図３３Ｂは、図３３Ａの状態から、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路
５３ａにＤａｔＡ１を“Ｌ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを入力した状態である
。図３３Ａの位置から、ゲート信号線出力回路５３ａの○印位置が１ブロックシフトされ
、ブロックＡ４、Ａ５位置にシフトしている。また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート
信号線出力回路５３ａにＤａｔＢ１、ＤａｔＢ２を“Ｌ”とし、ＣｌｋＢ１端子に１回の
クロックを入力した状態である。図３３Ａの位置から、ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲー
ト信号線出力回路５３ａの○印位置が１ブロックシフトされ、ブロックＡ３位置にシフト
している。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂの○印位置は、ブロックＡ３とＢ２で
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ある。ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１、ＥｎｂＢ２は、“Ｈ”となっている。
【０３７４】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｄ、画素１６ｅのゲート信号線１７ａは、
ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートドライバＩＣ１２ｂ
のゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂとで、両側駆動が実施される。したがって、図３
３Ａに比較して、図３３Ｂは、ゲート信号線１７ａへのオン電圧位置が１画素行シフトさ
れている。
【０３７５】
　以上のように、連続した○印位置は、シフトレジスタ５１のブロック１４１位置を順次
シフトされる。なお、図３２Ａ、図３２Ｂ、図３３Ａ、図３３Ｂでは、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａ、ゲートドライバＩＣ１２ｂのいずれもが、○印位置が連続として制御あるいは
操作するとして説明したがこれに限定するものでなく、一方が、非連続であってもよいし
、３個以上を連続としてもよいことは言うまでもない。
【０３７６】
　図３４Ａ、図３４Ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂの制
御あるいは操作の説明図である。なお、ゲートドライバＩＣ１２ｂの動作あるいは操作は
、以前に説明した動作と同一あるいは類似であるので、説明を省略する。
【０３７７】
　図３４Ａは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂにＤａｔＡ２を
“Ｈ”とし、ＣｌｋＡ端子に３回のクロックを入力した状態である。ゲート信号線出力回
路５３ｂにデータ（○印）が入力され、また、○印位置はブロック１４１をシフトされ、
ブロックＢ１、Ｂ２、Ｂ３位置に保持されている。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲ
ート信号線出力回路５３ａにＤａｔＡ１を“Ｈ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを
入力した状態である。ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１、ＥｎｂＡ２は、“Ｈ”と
なっている。
【０３７８】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ａ、画素１６ｂ、画素１６ｃのゲート信号
線１７ｂには、オン電圧が出力されている。また、画素１６ａのゲート信号線１７ａには
、オン電圧が出力されている。したがって、画素１６ａのゲート信号線１７ａは両側駆動
が実施され、画素１６ａ、画素１６ｂ、画素１６ｃのゲート信号線１７ｂには、片側駆動
が実施される。なお、図５０の画素構成では、ゲート信号線１７ｂには、スイッチ用トラ
ンジスタ１１ｄが接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｄは、駆動用トランジスタ１１
ａが、ＥＬ素子１５に流す電流を制御する。したがって、ゲート信号線１７ｂにオン電圧
が印加されると、スイッチ用トランジスタ１１ｄがオンし、ＥＬ素子１５に電流が供給さ
れ、ＥＬ素子１５が点灯する。逆に、スイッチ用トランジスタ１１ｄがオフであれば、Ｅ
Ｌ素子１５に電流が供給されず、ＥＬ素子１５は消灯状態である。
【０３７９】
　以上の動作あるいは操作から、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３
ｂを制御あるいは操作することにより、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の任意の画素行
の点灯、非点灯を制御することができる。また、点灯位置を移動させることにより、ｄｕ
ｔｙ駆動を実現できる。以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できるこ
とは言うまでもない。また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまで
もない。
【０３８０】
　図３４Ｂは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂにＤａｔＡ２を
“Ｌ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを入力した状態である。ゲート信号線出力回
路５３ｂにデータ（無印）が入力され、また、○印位置がブロック１４１をシフトされ、
ブロックＢ２、Ｂ３、Ｂ４位置に保持されている。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲ
ート信号線出力回路５３ａにＤａｔＡ１を“Ｌ”とし、ＣｌｋＡ端子に１回のクロックを
入力した状態である。ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１、ＥｎｂＡ２は、“Ｈ”と
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なっている。
【０３８１】
　以上の設定あるいは制御状態から、画素１６ｂ、画素１６ｃ、画素１６のゲート信号線
１７ｂには、オン電圧が出力されている。また、画素１６ｂのゲート信号線１７ａには、
オン電圧が出力されている。したがって、画素１６ｂのゲート信号線１７ａは両側駆動が
実施され、画素１６ｂ、画素１６ｃ、画素１６ｄのゲート信号線１７ｂには、片側駆動が
実施される。
【０３８２】
　以上のように、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａと、ゲートド
ライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂとで、ゲート信号線１７ａの両
側駆動が実施される。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂに
より、ゲート信号線１７ｂの片側駆動が実施される。
【０３８３】
　以上のように、連続した○印位置は、シフトレジスタ５１のブロック１４１位置を順次
シフトされ、ｄｕｔｙ駆動などが実施される。
【０３８４】
　以上の本開示において、ゲートドライバＩＣ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂは、同
一のゲートドライバＩＣ１２であり、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の実装位置（表示
画面２５の右位置、表示画面２５の左位置）に対応させ、制御端子（Ｄａｔ端子、Ｅｎｂ
端子、Ｃｌｋ端子など）を制御あるいは操作することにより、ゲート信号線１７の両側駆
動あるいは片側駆動を実現あるいは実施するものである。
【０３８５】
　したがって、１つの種類の本開示のゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）を作製
し、作製したゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）を、多種多様な画素回路を有す
るＥＬ表示装置に実装することにより、良好な画像表示を実現するＥＬ表示装置を実現す
ることができる。また、本開示のゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は、多種多
様な画素回路に対応することができる。したがって、汎用ゲートドライバＩＣ１２（１２
ａ、１２ｂ）として使用することができ、大量生産することができるため、低コスト化で
きる。
【０３８６】
　また、本開示のゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）は、上下反転設定ロジック
端子（ＵＤ端子、たとえば、図１５参照のこと）により、シフトレジスタの走査方向を設
定できる。したがって、表示画面２５の左右にゲートドライバＩＣ１２ａ、１２ｂを配置
して仕様することができる。したがって、ゲート信号線１７の両側駆動、片側駆動を容易
に実現できる。また、片側駆動を実施することにより、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ
、１２ｂ）の使用個数を削減でき、低コスト化を実現できる。
【０３８７】
　また、ＳＥＬ端子などを制御あるいは設定することにより、ゲート電圧３値駆動とゲー
ト電圧２値駆動を実現するものである。特に、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）では、画
素１６に複数のゲート信号線１７が存在し、両側駆動を実施すべきゲート信号線１７は、
画素のレイアウト設計を行わないと、物理的位置が決定しない（たとえば、画素１６に映
像信号を印加するゲート信号線１７ａ位置）。しかし、画素のレイアウト設計が完了して
から、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）などを開発あるいは設計していたので
は、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の完成までに非常に長い期間を必要とするので現実
的ではない。本開示では、ゲートドライバＩＣ１２（１２ａ、１２ｂ）を、ＥＬ表示装置
（ＥＬ表示パネル）の実装位置（表示画面２５の右位置、表示画面２５の左位置）のいず
れにでも対応できるようにしており、また、ゲート信号線出力回路５３を制御などにより
、ゲート信号線１７の両側駆動、片側駆動を容易に実現できる。また、任意のゲート信号
線１７にゲート電圧３値駆動、ゲート電圧２値駆動を選択して実施することができる。
【０３８８】
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　また、図１４、図１２、図１７、図１８で図示するように、パネル側から入力制御配線
２６１などを分岐して、ドライバＩＣのロジック設定などを行う。したがって、ＣＯＦに
形成する配線数などを削減できるため、ゲートプリント基板（ＰＣＢ）レスのパネルモジ
ュールを容易に構成でき、パネルモジュールを薄型に構成できる。
【０３８９】
　図８Ａ、図８Ｂ、図９、図１９、図２１で図示するように、ドライバＩＣ内に、内部配
線を形成することにより、ＣＯＦに形成する配線数などを削減できるため、ゲートプリン
ト基板（ＰＣＢ）レスのパネルモジュールを容易に構成でき、パネルモジュールを薄型に
構成できる。
【０３９０】
　また、本開示にかかる画素は、図５に示した画素１６と同様であるため、詳細な説明は
省略する。
【０３９１】
　図３５Ａおよび図３５Ｂは、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の駆動方法を説
明する説明図である。図３５Ａおよび図３５Ｂなどにおいて、上下反転方法の制御端子（
ＵＤＡ、ＵＤＢ）のロジック端子の設定により、ゲートドライバＩＣ１２の走査方向が設
定される。ゲートドライバＩＣ１２ａおよびゲートドライバＩＣ１２ｂの走査方向は紙面
の上から下方向とする。
【０３９２】
　ゲートドライバＩＣ１２ａおよびゲートドライバＩＣ１２ｂは、同一仕様あるいは同一
構成のゲートドライバＩＣ１２である。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ａのＵＤＡ
端子とゲートドライバＩＣ１２ｂのＵＤＢ端子とのロジック設定は、逆の設定としている
。たとえば、ＵＤＡ端子が“Ｈ”であれば、ＵＤＢ端子は“Ｌ”と設定される。
【０３９３】
　クロック端子（Ｃｌｋ端子）は、ゲートドライバＩＣ１２のゲート信号線出力回路５３
ａ、５３ｂを共通にし、ゲートドライバＩＣ１２のゲート信号線出力回路５３ｃ、５３ｄ
を共通にしている。これは、ゲートドライバＩＣ１２ｂにおいて、ゲート信号線出力回路
５３ａと５３ｂを同一クロックで動作させ、また、ゲート信号線出力回路５３ｃと５３ｄ
を同一クロックで動作させるためであり、ゲートドライバＩＣ１２ｂの結線状態（Ｃｌｋ
端子の接続状態）をゲートドライバＩＣ１２ａに適用したためである。
【０３９４】
　なお、図３５Ａおよび図３５Ｂなどで説明する駆動方式では、ゲートドライバＩＣ１２
ａでは、ゲート信号線出力回路５３ａ、５３ｂ、５３ｃ、５３ｄは同一のクロックで動作
させるため、ゲートドライバＩＣ１２ａでは、Ｃｌｋ端子（ＣｌｋＡ１、ＣｌｋＡ２）を
共通にし、４つのゲート信号線出力回路５３を同一のクロックで動作するように構成して
もよい。
【０３９５】
　図３５Ａでは、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａには、Ｄａｔ
Ａ１端子、ＥｎｂＡ１端子が接続され、ゲート信号線出力回路５３ｂには、ＤａｔＡ２端
子、ＥｎｂＡ２端子が接続されている。また、ゲート信号線出力回路５３ｃには、Ｄａｔ
Ａ３端子、ＥｎｂＡ３端子が接続され、ゲート信号線出力回路５３ｄには、ＤａｔＡ４端
子、ＥｎｂＡ４端子が接続されている。
【０３９６】
　ゲートドライバＩＣ１２ｂのゲート信号線出力回路５３ａには、ＤａｔＢ１端子、Ｅｎ
ｂＢ１端子が接続され、ゲート信号線出力回路５３ｂには、ＤａｔＢ２端子、ＥｎｂＢ２
端子が接続されている。また、ゲート信号線出力回路５３ｃには、ＤａｔＢ３端子、Ｅｎ
ｂＢ３端子が接続され、ゲート信号線出力回路５３ｄには、ＤａｔＢ４端子、ＥｎｂＢ４
端子が接続されている。
【０３９７】
　図３５Ａにおいて、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子、ＤａｔＡ２端子、Ｄ
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ａｔＡ３端子、ＤａｔＡ４端子に“Ｈ”と設定され、ＣｌｋＡ１、ＣｌｋＡ２端子のクロ
ック入力により、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロック１４１のＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１
に○印のデータが設定される。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１端子、Ｅｎ
ｂＡ２端子、ＥｎｂＡ３端子、ＥｎｂＡ４端子が“Ｈ”と設定されているため、画素１６
ａのゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄにオン電圧が印加される。他の画素１
６（１６ｂ、１６ｃ、・・・・・）のゲート信号線１７は、オフ電圧が印加されている。
【０３９８】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子、ＤａｔＢ２端子、ＤａｔＢ３端子
、ＤａｔＢ４端子に“Ｈ”と設定され、ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２端子のクロック入力によ
り、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロックＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に○印のデータが設定
される。
【０３９９】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１端子、ＥｎｂＢ２端子が“Ｈ”設定され
ており、ＥｎｂＢ３端子、ＥｎｂＢ４端子が“Ｌ”と設定されているため、画素１６ａの
ゲート信号線１７ａ、１７ｂにオン電圧が印加され、画素１６ａのゲート信号線１７ｃ、
１７ｄにオフ電圧が印加される。他の画素１６のゲート信号線１７は、オフ電圧が印加さ
れている。
【０４００】
　以上の設定状態により、画素１６ａ（画素１６ａが位置する画素行）のゲート信号線１
７ａ、１７ｂは、両側駆動が実施される。また、画素１６ａ（画素１６ａが位置する画素
行）のゲート信号線１７ｃ、１７ｄは、片側駆動が実施される。以上のように、本開示は
、同一のゲートドライバＩＣ１２を用い、表示画面２５の左右にゲートドライバＩＣ１２
ａ、１２ｂを配置することにより、両側駆動と片側駆動を容易に実現できる。なお、ゲー
トドライバＩＣ１２ａと１２ｂの走査方向は反転させる。
【０４０１】
　ゲート信号線１７ａには、映像信号を印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂが接続さ
れている。ゲート信号線１７ａを両側駆動することにより、高速にスイッチ用トランジス
タ１１ｂをオンオフさせることができる。また、ゲート信号線１７ａを駆動するゲート信
号線出力回路５３ａをゲート電圧３値駆動とすることにより、より高速にスイッチ用トラ
ンジスタ１１ｂをオフすることができる。したがって、表示画面２５に良好な画像（映像
）書込みを実現できる。
【０４０２】
　また、ゲート信号線１７ｂには、オフセットキャンセル時に機能あるいは動作するスイ
ッチ用トランジスタ１１ｄが接続されている。ゲート信号線１７ｂを両側駆動することに
より、高速にスイッチ用トランジスタ１１ｄをオンオフさせることができる。また、ゲー
ト信号線１７ａを駆動するゲート信号線出力回路５３ｂをゲート電圧３値駆動とすること
により、より高速にスイッチ用トランジスタ１１ｂをオフすることができる。したがって
、良好なオフセットキャンセル動作を実現できる。
【０４０３】
　また、ゲート信号線出力回路５３ｂのオン電圧の入力端子（ＶｏｎＢ端子）に印加する
オン電圧（Ｖｏｎ）を他のオン電圧の入力端子（ＶｏｎＡ、ＶｏｎＣ、ＶｏｎＤ）よりも
電圧値を高くする。たとえば、ＶｏｎＢ＞ＶｏｎＡとなるようにする。好ましくは、Ｖｏ
ｎＢ電圧は、ＶｏｎＡよりも、ＶｏｎＡ＋３（Ｖ）以上、ＶｏｎＡ＋１５（Ｖ）以下とな
るようにする。好ましくは、ＶｏｎＢ電圧は、ＶｏｎＡよりも、ＶｏｎＡ＋５（Ｖ）以上
、ＶｏｎＡ＋１０（Ｖ）以下となるようにする。ＶｏｎＢ電圧（スイッチ用トランジスタ
１１ｄのオン電圧）を高くすることにより、スイッチ用トランジスタ１１ｄのオン抵抗を
低減できる。したがって、スイッチ用トランジスタ１１ｄのチャンネル間の電圧降下を低
減できるため、アノード電圧Ｖｄｄを低減でき、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の消費
電力を低減できる。
【０４０４】
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　以上のように、本開示は、ゲート信号線出力回路５３のオン電圧Ｖｏｎを任意に設定あ
るいは印加できる。また、ゲート信号線出力回路５３の駆動方式（ゲート電圧３値駆動、
ゲート電圧２値駆動など）を設定できる。したがって、良好な画像表示を実現でき、また
、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）の消費電力を低減できる。以上の実施の形態は、本開
示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。また、他の実施の形態と組み
合わせることができることも言うまでもない。
【０４０５】
　なお、ゲート信号線１７ｃ、ゲート信号線１７ｄは、スイッチ用トランジスタ１１ｅ、
１１ｃを駆動する。スイッチ用トランジスタ１１ｅはリファレンス電圧（Ｖｒｅｆ電圧）
を駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子に印加する機能を有する。Ｖｒｅｆ電圧に印加
は、高速動作を必要としない。したがって、ゲート信号線１７ｃは片側駆動で十分である
。スイッチ用トランジスタ１１ｃは、イニシャル電圧（Ｖｉｎｉ電圧）を駆動用トランジ
スタ１１ａの第２のト端子に印加する機能を有する。Ｖｉｎｉ電圧に印加は、高速動作を
必要としない。したがって、ゲート信号線１７ｄは片側駆動で十分である。
【０４０６】
　以上のように、両側駆動が必要なゲート信号線１７は、ゲートドライバＩＣ１２ａおよ
びゲートドライバＩＣ１２ｂにより駆動する。また、片側駆動が必要なゲート信号線１７
は、ゲートドライバＩＣ１２ａにより駆動する。このように駆動あるいはゲートドライバ
ＩＣ１２を配置することにより、ゲートドライバＩＣ１２ｂの必要個数を削減でき、した
がって、ＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）を低コスト化できる。また、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａとゲートドライバＩＣ１２ｂは、同一仕様（同一品種）のゲートドライバＩＣ１
２を採用することができる。したがって、ゲートドライバＩＣ１２の汎用性を高めること
ができ、また、ゲートドライバＩＣ１２の開発費、設計費も削減できる。
【０４０７】
　図３６Ａおよび図３６Ｂは、図３５Ｂの次の状態を示す説明図である。図３５において
、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ１端子、ＤａｔＡ２端子、ＤａｔＡ３端子、Ｄａ
ｔＡ４端子に“Ｌ”と設定され、ＣｌｋＡ１、ＣｌｋＡ２端子のクロック入力により、ゲ
ートドライバＩＣ１２ａのブロック１４１のＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に無印のデータが設
定される。
【０４０８】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロック１４１のＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１の○印デ
ータがシフトレジスタ内をシフトし、ブロックＡ２、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２に保持される。ま
た、ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１端子、ＥｎｂＡ２端子、ＥｎｂＡ３端子、Ｅ
ｎｂＡ４端子が“Ｈ”と設定されているため、ゲートドライバＩＣ１２ａが駆動する画素
１６ｂのゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄにオン電圧が印加される。他の画
素１６（１６ａ、１６ｃ、・・・・・）のゲート信号線１７は、オフ電圧が印加されてい
る。
【０４０９】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子、ＤａｔＢ２端子、ＤａｔＢ３端子
、ＤａｔＢ４端子に“Ｌ”と設定され、ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２端子のクロック入力は図
３５の状態から印加されていない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロックＡ
１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に○印のデータはそのまま保持されている。
【０４１０】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１端子、ＥｎｂＢ２端子が“Ｌ”設定され
、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ３端子、ＥｎｂＢ４端子が“Ｈ”設定される。し
たがって、画素１６ａのゲート信号線１７ａ、１７ｂにオフ電圧が印加され、画素１６ｂ
のゲート信号線１７ａ、１７ｂにオン電圧が印加される。他の画素１６のゲート信号線１
７は、オフ電圧が印加されている。
【０４１１】
　以上の設定状態により、画素１６ｂ（画素１６ｂが位置する画素行）のゲート信号線１
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７ａ、１７ｂは、両側駆動が実施される。また、画素１６ｂ（画素１６ｂが位置する画素
行）のゲート信号線１７ｃ、１７ｄは、片側駆動が実施される。
【０４１２】
　図３７は、図３６の次の状態を示す説明図である。図３７において、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａのＤａｔＡ１端子、ＤａｔＡ２端子、ＤａｔＡ３端子、ＤａｔＡ４端子に“Ｌ”
と設定され、ＣｌｋＡ１、ＣｌｋＡ２端子のクロック入力により、ゲートドライバＩＣ１
２ａのブロック１４１のＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に無印のデータ（オフデータ）が設定さ
れる。また、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロック１４１のＡ、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２の○印
データがシフトレジスタ内をシフトし、ブロックＡ３、Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３に保持される。
また、ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１端子、ＥｎｂＡ２端子、ＥｎｂＡ３端子、
ＥｎｂＡ４端子が“Ｈ”と設定されているため、ゲートドライバＩＣ１２ａが駆動する画
素１６ｃのゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄにオン電圧が印加される。他の
画素１６（１６ａ、１６ｂ、１６ｄ、・・・・・）のゲート信号線１７は、オフ電圧が印
加されている。
【０４１３】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子、ＤａｔＢ２端子、ＤａｔＢ３端子
、ＤａｔＢ４端子に“Ｌ”と設定され、ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２端子にクロックが入力さ
れる。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのブロックＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１の○印
のデータは、ブロックＡ２、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２にシフトされて保持される。
【０４１４】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１端子、ＥｎｂＢ２端子が“Ｈ”設定され
、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ３端子、ＥｎｂＢ４端子が“Ｌ”設定される。し
たがって、画素１６ｃのゲート信号線１７ａ、１７ｂにオン電圧が印加され、画素１６ｄ
のゲート信号線１７ａ、１７ｂにオフ電圧が印加される。他の画素１６のゲート信号線１
７は、オフ電圧が印加されている。
【０４１５】
　以上の設定状態により、画素１６ｃ（画素１６ｃが位置する画素行）のゲート信号線１
７ａ、１７ｂは、両側駆動が実施される。また、画素１６ｃ（画素１６ｃが位置する画素
行）のゲート信号線１７ｃ、１７ｄは、片側駆動が実施される。
【０４１６】
　図３８は、図３７の次の状態を示す説明図である。図３７において、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａのＤａｔＡ１端子、ＤａｔＡ２端子、ＤａｔＡ３端子、ＤａｔＡ４端子に“Ｌ”
と設定され、ＣｌｋＡ１、ＣｌｋＡ２端子のクロック入力により、ゲートドライバＩＣ１
２ａのブロック１４１のＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１に無印のデータが設定される。
【０４１７】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ａのブロック１４１のＡ３、Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３の○印デ
ータがシフトレジスタ内をシフトし、ブロックＡ４、Ｂ４、Ｃ４、Ｄ４に保持される。ま
た、ゲートドライバＩＣ１２ａのＥｎｂＡ１端子、ＥｎｂＡ２端子、ＥｎｂＡ３端子、Ｅ
ｎｂＡ４端子が“Ｈ”と設定されているため、ゲートドライバＩＣ１２ａが駆動する画素
１６ｄのゲート信号線１７ａ、１７ｂ、１７ｃ、１７ｄにオン電圧が印加される。他の画
素１６（１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１７ｅ・・・・・）のゲート信号線１７は、オフ電圧
が印加されている。
【０４１８】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＤａｔＢ１端子、ＤａｔＢ２端子、ＤａｔＢ３端子
、ＤａｔＢ４端子に“Ｌ”と設定され、ＣｌｋＢ１、ＣｌｋＢ２端子には、図２９の状態
からクロックは入力されていない。したがって、ゲートドライバＩＣ１２ｂのブロックＡ
２、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２に○印のデータはそのまま保持されている。
【０４１９】
　また、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ１端子、ＥｎｂＢ２端子が“Ｌ”設定され
、ゲートドライバＩＣ１２ｂのＥｎｂＢ３端子、ＥｎｂＢ４端子が“Ｈ”設定される。し
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たがって、画素１６ｃのゲート信号線１７ａ、１７ｂにオフ電圧が印加され、画素１６ｄ
のゲート信号線１７ａ、１７ｂにオン電圧が印加される。他の画素１６のゲート信号線１
７は、オフ電圧が印加されている。
【０４２０】
　以上の設定状態により、画素１６ｄ（画素１６ｄが位置する画素行）のゲート信号線１
７ａ、１７ｂは、両側駆動が実施される。また、画素１６ｄ（画素１６ｂが位置する画素
行）のゲート信号線１７ｃ、１７ｄは、片側駆動が実施される。
【０４２１】
　以上の図３５～図３９の説明図では、ゲートドライバＩＣ１２のゲート信号線出力回路
５３のシフトレジスタ５１に保持される○印データは、１つとしたが、以前の実施の形態
でも説明したように、本開示はこれに限定するものではない。
【０４２２】
　図３９は、ゲート信号線出力回路５３内のシフトレジスタ５１に複数の○印データある
いは、連続した○印データを保持させ、また、シフトさせる実施の形態の説明図である。
なお、図３９では、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｃ、５３ｄを
例示して説明している。
【０４２３】
　図３９において、ゲートドライバＩＣ１２ａのＤａｔＡ３端子、ＤａｔＡ４端子に、“
Ｌ”または“Ｈ”と設定され、ＣｌｋＡ２端子のクロック入力により、ゲートドライバＩ
Ｃ１２ａのブロック１４１のＣ１、Ｄ１に無印または○印のデータが設定される。Ｄａｔ
端子を“Ｈ”状態を維持したまま、Ｃｌｋを入力することにより、シフトレジスタ５１の
ブロック１４１に連続して○印が保持され、また、シフトされる。Ｄａｔ端子を“Ｌ”状
態を維持したまま、Ｃｌｋを入力することにより、シフトレジスタ５１のブロック１４１
に連続して無印が保持され、また、シフトされる。
【０４２４】
　図３９では、Ｄａｔ端子を“Ｈ”状態を維持したまま、３回のＣｌｋを入力したことに
より、ゲート信号線出力回路５３ｃ、５３ｄのブロックＣ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｄ２、Ｄ３、
Ｄ４に連続して○印が保持された状態を図示している。したがって、画素１６ｂ、１６ｃ
、１６ｄのゲート信号線１７ｃ、ゲート信号線１７ｄにオン電圧が出力または印加されて
いる。
【０４２５】
　以上の実施の形態は、図５の画素構成を例示して説明したが、本開示はこれに限定する
ものではない。たとえば、図４０などで図示する画素構成でもよい。以上の実施の形態は
、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。また、他の実施の形態
と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０４２６】
　図４０に係るＥＬ表示装置の実施の形態では、図５などと同様に、画素１６には、ゲー
ト信号線１７ａ、ゲート信号線１７ｂ、ゲート信号線１７ｃおよびゲート信号線１７ｄの
４つのゲート信号線１７が形成されている。ゲート信号線１７ａに対し、ゲートドライバ
ＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ａが配置され、ゲート信号線１７ｂに対し、ゲー
トドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｂが配置される。ゲート信号線１７ｃ
に対し、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｃが配置され、ゲート信
号線１７ｄに対し、ゲートドライバＩＣ１２ａのゲート信号線出力回路５３ｄが配置され
ている。
【０４２７】
　図４０の画素１６において、Ｐチャンネルの駆動用トランジスタ１１ａの第１の端子は
、アノード電圧Ｖｄｄの電極または配線と接続され、第２の端子はスイッチ用トランジス
タ１１ｄの第１の端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｄのゲート
端子は、ゲート信号線１７ｂと接続されている。スイッチ用トランジスタ１１ｄの第２の
端子は、ＥＬ素子１５の第１の端子と接続されている。また、ＥＬ素子１５の第２の端子
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は、カソード電圧Ｖｓｓが印加された電極または配線と接続されている。
【０４２８】
　なお、図４０において、トランジスタはＰチャンネルトランジスタとしたが、これに限
定するものではなく、Ｎチャンネルトランジスタであってもよい。また、Ｐチャンネルと
Ｎチャンネルトランジスタを混在させてもよい。
【０４２９】
　スイッチ用トランジスタ１１ｅの第１の端子はリセット電圧Ｖａが印加された電極また
は配線と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｅの第２の端子は、駆動用トランジスタ
１１ａのゲート端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｅのゲート端
子はゲート信号線１７ｃと接続されている。
【０４３０】
　映像信号を画素に印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂの第１の端子はソース信号線
１８と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｂの第２の端子は、第２のコンデンサ１９
ｂの第１の端子と接続されている。また、第２のコンデンサ１９ｂの第２の端子は駆動用
トランジスタ１１ａのゲート端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１
ｂのゲート端子はゲート信号線１７ａと接続されている。
【０４３１】
　また、第１のコンデンサ１９ａの第１の端子は、アノード電圧Ｖｄｄと接続され、第１
のコンデンサ１９ａの第２の端子は、第２のコンデンサの第１の端子または、駆動用トラ
ンジスタ１１ａのゲート端子と接続される。
【０４３２】
　スイッチ用トランジスタ１１ｃの第１の端子は駆動用トランジスタ１１ａのゲート端子
と接続され、スイッチ用トランジスタ１１ｃの第２の端子は、駆動用トランジスタ１１ａ
の第２の端子と接続されている。また、スイッチ用トランジスタ１１ｃゲート端子はゲー
ト信号線１７ｂと接続されている。
【０４３３】
　スイッチ用トランジスタ１１ｂ、１１ｅの少なくとも一方のトランジスタに対して、マ
ルチゲート（ディアルゲート以上）を用いることにより、また、ＬＤＤ構造と組み合わせ
ることにより、オフリークを抑制でき、良好なコントラスト、オフセットキャンセル動作
を実現できる。また、良好な高輝度表示、画像表示を実現できる。
【０４３４】
　ゲート信号線１７ａおよびゲート信号線１７ｃは、ゲートドライバＩＣ１２ａおよびゲ
ートドライバＩＣ１２ｂにより両側駆動されている。また、ゲート信号線１７ｃおよびゲ
ート信号線１７ｄは、ゲートドライバＩＣ１２ａにより片側駆動されている。
【０４３５】
　図４０では、画素１６に映像信号を印加するスイッチ用トランジスタ１１ｂが接続され
たゲート信号線１７ａに対して両側駆動を行う。また、駆動用トランジスタ１１ａのオフ
セットキャンセル時に動作あるいは制御を行うスイッチ用トランジスタ１１ｃが接続され
たゲート信号線１７ｂに対して両側駆動を行う。
【０４３６】
　図４０などの画素構成であっても、本開示の駆動方式を適用できることは言うまでもな
い。また、以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまで
もない。また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０４３７】
　図４０は、図３５などのゲートドライバＩＣ１２の構成あるいは構造をさらに詳細に図
示した構成である。
【０４３８】
　図４０において、ゲート信号線出力回路５３の出力側に、出力バッファ５２が配置ある
いは形成されている。出力バッファ５２には、バッファ能力の切り替えあるいは設定端子
（Ｂｕｆ端子）が接続あるいは配置されている。Ｂｕｆ端子は、バッファ能力の設定ある
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いは切り替え端子である。図４０の実施の形態では、各Ｂｕｆ端子は、３ビットであり、
２の３乗＝８通りのバッファ能力を設定できる。つまり、バッファ能力が弱から強まで、
８段階のバッファ能力を設定できる。
【０４３９】
　ゲート信号線出力回路５３には、少なくとも、それぞれ２か所の制御（Ｅｎｂ、Ｄａｔ
、Ｃｌｋ）端子が配置または形成されている。また、ＳＥＬ端子は、ドライバ出力端子７
２とＶｏｎ端子間に配置されている。
【０４４０】
　ゲート信号線出力回路５３からの出力は、ゲートドライバＩＣ１２のドライバ出力端子
７２からＣＯＦ配線７４を介して接続端子７１から出力される。接続端子７１には、ゲー
ト信号線１７が接続される。
【０４４１】
　なお、Ｄａｔ１、Ｄａｔ２、Ｅｎｂ１、Ｅｎｂ２、Ｃｌｋ１、Ｃｌｋ２などの制御信号
は、双方向信号である。したがって、７５ａ→７５ｂ方向にデータを転送することができ
、また、７５ｂ→７５ａ方向にデータを転送することができる。データの転送方向は、転
送方向切換端子（図示せず）のロジック制御で行う。
【０４４２】
　ゲートドライバＩＣ１２には、切り替え回路１６１を有している。切り替え回路１６１
は、図２０Ｂのゲート電圧３値駆動、図２０Ａのゲート電圧２値駆動を実現するためのス
イッチ回路である。
【０４４３】
　切り替え回路１６１が、Ｖｏｎ電圧→Ｖｏｆｆ２電圧→Ｖｏｆｆ１電圧と、出力を切り
替えることにより、図２０Ｂに図示するゲート電圧３値駆動が実現される。切り替え回路
１６１が、Ｖｏｎ電圧→Ｖｏｆｆ１電圧と、出力を切り替えることにより、図２０Ａに図
示するゲート電圧２値駆動が実現される。
【０４４４】
　なお、以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでも
ない。また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０４４５】
　図４１は、本開示のＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）のソースドライバＩＣ（回路）１
４のガンマ回路の説明図である。ガンマ回路は、２の１０条（１０２４階調）であり、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）で独立である。
【０４４６】
　ガンマ回路のラダー抵抗には、各Ｒ、Ｇ、Ｂで８つのタップ（Ｖｉ０、Ｖｉ１、Ｖｉ２
、Ｖｉ３、Ｖｉ４、Ｖｉ５、Ｖｉ６、Ｖｉ７）がソースドライバＩＣ（回路）１４に端子
に引き出されている。
【０４４７】
　Ｖｉ０のタップ位置は、映像信号の最小階調である（最小電圧値あるいは原点）。Ｖｉ
７は、映像信号の最高階調である（最大電圧値）。
【０４４８】
　Ｖｉ１のタップ位置は、映像信号振幅の１／１０２４あるいは近似の電圧値あるいは位
置に対応するものである。
【０４４９】
　Ｖｉ２のタップ位置は、映像信号振幅の１／３６あるいは近似の電圧値あるいは位置に
対応するものである。
【０４５０】
　Ｖｉ３のタップ位置は、映像信号振幅の１／１２あるいは近似の電圧値あるいは位置に
対応するものである。
【０４５１】
　Ｖｉ４のタップ位置は、映像信号振幅の１／６あるいは近似の電圧値あるいは位置に対
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応するものである。
【０４５２】
　Ｖｉ５のタップ位置は、映像信号振幅の１／３あるいは近似の電圧値あるいは位置に対
応するものである。
【０４５３】
　Ｖｉ６のタップ位置は、映像信号振幅の２／３あるいは近似の電圧値あるいは位置に対
応するものである。
【０４５４】
　電圧を入力（設定）するタップ位置（Ｖｉ０～Ｖｉ７）に電圧を印加あるいは設定する
ことにより、図４２に図示するようにガンマカーブを設定あるいは可変することができる
。ソースドライバＩＣ１４のガンマ回路には、Ｖｉ０、Ｖｉ１、Ｖｉ７端子に電圧を印加
する。他の端子は、映像信号の線形性を確保するため、電圧は印加しないことが好ましい
。ただし、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のＶｉ１、Ｖｉ７端子に印加する電圧は、独立
して設定できるように構成し、Ｖｉ０は、Ｒ、Ｇ、Ｂで共通にすることが好ましい。
【０４５５】
　電圧を入力（設定）するタップ位置（Ｖｉ０～Ｖｉ７）を変化あるいは変更することに
より、映像振幅の大きさを可変できる。たとえば、図９に図示するように、Ｖｉ１をＶｉ
１’に、Ｖｉ７をＶｉ７’に可変することにより、映像振幅を可変することができる。Ｖ
ｉ２～Ｖｉ６をオープン（電圧を印加しない）で使用すれば、Ｖｉ１～Ｖｉ７間のガンマ
カーブは、直線とすることができる。
【０４５６】
　また、Ｖｉ１、Ｖｉ７電圧を可変すると映像振幅も可変される。映像振幅を可変する場
合はゲートドライバＩＣ１２の出力電圧（オン電圧、オフ電圧）を可変する。以前にも説
明したように、本開示のゲートドライバＩＣ１２はオン電圧（Ｖｏｎ）、オフ電圧（Ｖｏ
ｆｆ１、Ｖｏｆｆ２）を可変あるいは設定できる。したがって、例えば図１４のソースド
ライバＩＣ(回路)１４と組み合わせることにより相乗効果を発揮することができる。
【０４５７】
　図１４は、本開示のＥＬ表示装置のソースドライバＩＣ１４のブロック図である。本開
示は、映像信号を画素１６に印加するスイッチ用トランジスタ１１は両側駆動を実施する
。
【０４５８】
　また、オフセットキャンセル時に動作あるいは寄与するスイッチ用トランジスタ１１は
両側駆動を実施する。一方で、オンオフが遅延しても画像表示に影響を与えにくいトラン
ジスタ（たとえば、スイッチ用トランジスタ１１ｄ）は、片側駆動で十分である。
【０４５９】
　以上のように、本開示は、画素１６のトランジスタ１１に必要なオンオフ時間あるいは
、ゲート信号線１７の負荷容量に基づいて、両側駆動と片側駆動を選定する。また、ゲー
ト電圧３値駆動とゲート電圧２値駆動を選定する。
【０４６０】
　以上のように、画像表示のための映像と、ゲート信号線の立ち上がり／立ち下り時間、
あるいはトランジスタ１１のオンオフ時間との関係が重要である。つまり、映像信号系と
トランジスタ１１の制御系との関係を最適に設定あるいは調整することが重要である。
【０４６１】
　このため、本開示では、図１４に図示するように、ソースドライバＩＣ１４内に遅延回
路４８５を形成あるいは設けている。遅延回路４８５は、映像信号Ｖｓに出力するタイミ
ングを各ソース信号線あるいはソース信号線のブロックで、調整あるいは設定する回路で
ある。
【０４６２】
　図１４において、シフトレジスタ４８３には、シフト方向を切り替えるＳＥＬ（１：０
）が印加される。また、シフトレジスタ４８３のスタートパルスＤＩＯ１、ＤＩＯ２が印
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加される。
【０４６３】
　デジタルレシーバー４８１には、１０組の差動入力信号ＬＶ０Ａ、ＬＶ０Ｂ～ＬＶ９Ａ
、ＬＶ９Ｂが印加される。デジタルレシーバー４８１からの映像信号は、ラッチ回路４８
４にラッチされ、１Ｈ（１水平走査期間）または２Ｈ（２水平走査期間）の期間保持され
る。
【０４６４】
　ラッチ回路４８４は、遅延回路４８５に入力され、遅延回路は、あらかじめ設定された
動作あるいは制御方式にしたがって、映像信号遅延が実施される。
【０４６５】
　遅延回路４８５の出力は、デジタル－アナログ（ＤＡ）変換回路４８６に印加され、Ｄ
Ａ変換回路４８６は、ガンマ設定回路４８２に設定されている電圧ＶＸｉ０～ＶＸｉ７（
Ｘ：ＲまたはＧまたはＢ）にしたがって、ガンマ変換されたアナログ電圧を出力する。
【０４６６】
　ＤＡ変換回路４８６からの出力は、バッファ回路４８７に入力され、スイッチ回路４８
８を介して、ソース信号線Ｙ１～Ｙ７２０に出力される。なお、バッファ回路４８７のバ
ッファ能力は、強、中、弱のように複数のバッファ能力が設定できるように構成されてい
る。
【０４６７】
　スイッチ回路４８８は、プリチャージ電圧と映像信号電圧のいずれかを選択できるスイ
ッチ回路であり、プリチャージ電圧が選択されると、プリチャージ電圧がソース信号線１
８に印加され、ソース信号線１８の蓄積された電荷を強制的に充放電させる。
【０４６８】
　遅延回路４８５の映像信号の遅延タイミングの設定を容易にするため、本開示は、図４
３に図示するように、ガンマ特性は、リニア（線形）に設定することが好ましい。ガンマ
特性をリニア（線形）にするためには、階調１に対応する（ＶＸｉ１、階調１０２３に対
応する（ＶＸｉ７）に所定電圧を印加し、途中のタップ（ＶＸｉ２～ＶＸｉ６）には電圧
印加を行わない。なお、ＶＸｉ０に対応する端子には、Ｒ、Ｇ、Ｂで共通の電圧を印加す
る。図４３において、階調１と階調１０２３を可変あるいは設定し、他の電圧入力タップ
は接続しない。したがって、階調１～階調１０２３間での入力階調と出力階調は線形であ
る。つまり、ガンマカーブはなく、たとえば、入力階調が１００階調目であれば、出力階
調は１００階調目となる。
【０４６９】
　なお、ＶＸｉ０～ＶＸｉ７（Ｘは、Ｒ、Ｇ、Ｂの記号がはいる）端子には、ソースドラ
イバＩＣ(回路)１４の外部から、電圧設定を行えるように構成されている。電圧設定によ
り、自由にガンマカーブを設定できる。
【０４７０】
　以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。
また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０４７１】
　なお、本明細書では、ＥＬ表示パネルを例示して説明したが、本開示の技術的思想は、
ＥＬ表示パネルに限定されるもではない。たとえば、本開示のＣＯＦの方式などに関する
事項は、ＬＣＤなどにも適用できることは言うまでもない。
【０４７２】
　上記実施の形態の各々の図で述べた内容（一部でもよい）を様々な電子機器に適用する
ことができる。具体的には、電子機器の表示部に適用することができる。
【０４７３】
　そのような電子機器として、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ゴーグル型ディスプレイ
、ナビゲーションシステム、音響再生装置（カーオーディオ、オーディオコンポ等）、コ
ンピュータ、ゲーム機器、携帯情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話、携帯型ゲー
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ム機又は電子書籍等）、記録媒体を備えた画像再生装置（具体的には、Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ（ＤＶＤ）等の記録媒体を再生し、その画像を表示しうる
ディスプレイを備えた装置）などが挙げられる。
【０４７４】
　図４５はディスプレイであり、筐体４９２、保持台４９３、本開示のＥＬ表示装置（Ｅ
Ｌ表示パネル）４９１を含む。図４５に示すディスプレイは、様々な情報（静止画、動画
、テキスト画像など）を表示部に表示する機能を有する。なお、図４５に示すディスプレ
イが有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有することができる。
【０４７５】
　図４６はカメラであり、シャッター５０１、ビューファインダ５０２、カーソル５０３
を含む。図５に示すカメラは、静止画を撮影する機能を有する。動画を撮影する機能を有
する。なお、図５示すカメラが有する機能はこれに限定されず、様々な機能を有すること
ができる。
【０４７６】
　図４７はコンピュータであり、キーボード５１１、タッチパッド５１２を含む。図４７
に示すコンピュータは、様々な情報（静止画、動画、テキスト画像など）を表示部に表示
する機能を有する。なお、図１４に示すコンピュータが有する機能はこれに限定されず、
様々な機能を有することができる。
【０４７７】
　以上のことは、他の図面に対しても同様である。本開示の実施の形態に図示あるいは明
細書で説明した事項あるいは内容は、他の実施の形態においても適用される。また、本開
示の実施の形態で説明あるいは図示したＥＬ表示パネルは、本開示のＥＬ表示装置に採用
できる。
【０４７８】
　たとえば、図４７のノート型パーソナルコンピュータのＥＬ表示装置４９１として、本
開示の実施の形態で図示した、あるいは説明したＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）を採用
し、情報機器を構成することができることは言うまでもない。
【０４７９】
　本明細書、本図面では、同一、類似あるいは関連するものを、総称して記載する場合が
ある。たとえば、ゲート信号線１７、ソース信号線１８の両方を同時に説明する場合は、
信号線１７（１８）と記載あるいは図示する場合がある。また、ガラス基板４８、封止基
板３０を総称して、基板３０（４８）と記載することがある。
【０４８０】
　また、同一番号または、記号等を付した箇所は、同一もしくは類似の形態もしくは材料
あるいは機能もしくは動作、あるいは関連する事項、作用を有する。
【０４８１】
　また、本明細書、図面の実施の形態において、特に断りがない事項は、本明細書、図面
の他の実施の形態で説明した事項、構造、作用などが適用されるため、省略している。
【０４８２】
　各図面等で説明した内容は特に断りがなくとも、他の実施の形態等と組み合わせること
ができる。たとえば、図１、図２の本開示のＥＬ表示パネルにタッチパネルなどを付加し
、図４５、図４６、図４７に図示する情報表示装置などを構成することができる。
【０４８３】
　本開示では、便宜的に、通常、パネルだけの構成をＥＬ表示パネルと呼び、図４８で図
示されてように、ＣＯＦ２２などの周辺回路などを含む構成をＥＬ表示装置と呼ぶ。また
、本開示のＥＬ表示パネルとは、パネルモジュールを含む概念であり、本開示のＥＬ表示
装置とは、情報機器などのシステム機器を含む概念である。ＥＬ表示パネルの概念は、広
義には情報機器などのシステム機器を含む。
【０４８４】
　また、本開示の実施の形態では、ＣＯＦ２２ｇあるいはゲートドライバＩＣ１２につい
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て説明したが、本開示の技術的思想は、ＣＯＦ２２ｓあるいはソースドライバＩＣ１４に
ついても適用できることは言うまでもない。
【０４８５】
　したがって、明細書で説明する事項は、ＣＯＦ２２ｓあるいはソースドライバＩＣ１４
にも適用でき、また、これらを用いたＥＬ表示装置にも適用できることは言うまでもない
。また、以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでも
ない。また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０４８６】
　本開示では、駆動用トランジスタ１１ａ、スイッチ用トランジスタ１１は、薄膜トラン
ジスタとして説明したが、これに限定するものではない。薄膜ダイオード（ＴＦＤ）など
でも構成することができる。
【０４８７】
　また、薄膜素子に限定するものではなく、シリコンウエハに形成したトランジスタでも
よい。たとえば、シリコンウエハでトランジスタを構成し、剥がしてガラス基板に転写し
たものが例示される。
【０４８８】
　トランジスタ１１は、もちろん、ＦＥＴ、ＭＯＳ－ＦＥＴ、ＭＯＳトランジスタ、バイ
ポーラトランジスタでもよい。
【０４８９】
　なお、本開示のトランジスタ１１は、Ｎチャンネル、Ｐチャンネルのトランジスタとも
、ＬＤＤ（Ｌｉｇｈｔｌｙ　Ｄｏｐｅｄ　Ｄｒａｉｎ）構造を採用することが好ましい。
【０４９０】
　また、トランジスタ１１は、高温ポリシリコン（ＨＴＰＳ）、低温ポリシリコン（ＬＴ
ＰＳ）、連続粒界シリコン（ＣＧＳ）、透明アモルファス酸化物半導体（ＴＡＯＳ、ＩＺ
Ｏ）、アモルファスシリコン（ＡＳ）、赤外線ＲＴＡで形成したもののうち、いずれでも
よい。
【０４９１】
　図４９では、画素を構成するすべてのトランジスタはＰチャンネルで構成している。し
かし、本開示は、画素のトランジスタ１１をＰチャンネルで構成することのみに限定する
ものではない。Ｎチャンネルのみで構成してもよい。また、ＮチャンネルとＰチャンネル
の両方を用いて構成してもよい。また、駆動用トランジスタ１１ａをＰチャンネルトラン
ジスタとＮチャンネルトランジスタの両方を用いて構成してもよい。
【０４９２】
　また、トランジスタはトップゲート構造にすることが好ましい。トップゲート構造にす
ることにより寄生容量が低減し、トップゲートのゲート電極パターンが、遮光層となり、
ＥＬ素子１５から出射された光を遮光層で遮断し、トランジスタの誤動作、オフリーク電
流を低減できるからである。
【０４９３】
　ゲート信号線またはソース信号線、もしくはゲート信号線とソース信号線の両方の配線
材料として、銅配線または銅合金配線を採用できるプロセスを実施することが好ましい。
信号線の配線抵抗を低減でき、より大型のＥＬ表示パネルを実現できるからである。
【０４９４】
　ゲートドライバＩＣ（回路）１２が駆動（制御）するゲート信号線１７は、低インピー
ダンス化すること好ましい。したがって、前記ゲート信号線１７の構成あるいは構造に関
しても同様である。
【０４９５】
　特に、低温ポリシリコンを採用することが好ましい。低温ポリシリコンは、トランジス
タはトップゲート構造であり寄生容量が小さく、Ｐチャンネルトランジスタを作製でき、
また、プロセスに銅配線または銅合金配線プロセスを用いることができる。なお、銅配線
は、Ｔｉ－Ｃｕ－Ｔｉの３層構造を採用することが好ましい。
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【０４９６】
　透明アモルファス酸化物（ＴＡＯＳ）半導体の場合は、Ｍｏ－Ｃｕ－Ｍｏの３層構造を
採用することが好ましい。
【０４９７】
　また、厚み、サイズなどは、説明を容易にするため、拡大あるいは縮小した部分がある
。以上の事項は他の図面に対しても同様である。
【０４９８】
　パネル基板３１はガラス基板として説明をするが、シリコンウエハで形成してもよい。
また、パネル基板３１は、金属基板、セラミック基板、プラスティックシート（板）など
を使用してよい。
【０４９９】
　封止基板３０の材料あるいは構成に関しても、パネル基板３１と同様である。また、封
止基板３０、パネル基板３１は放熱性を良好にするため、サファイアガラスなどを用いて
もよいことは言うまでもない。
【０５００】
　以上の実施の形態は、本開示の他の実施の形態にも適用できることは言うまでもない。
また、他の実施の形態と組み合わせることができることも言うまでもない。
【０５０１】
　本実施の形態の表示部に上記実施の形態で説明したＥＬ表示装置（ＥＬ表示パネル）も
しくは駆動方式を用いて構成とすることで、上述の図４５および図４６の情報機器などを
高画質化することができ、また、低コスト化を実現できる。また、検査、調整を容易に実
施することができる。
【０５０２】
　本実施の形態は、他の実施の形態と適宜組み合わせて実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０５０３】
　本開示は、ＣＯＦ上に連続接続状に形成する制御配線数を削減することができ、低コス
トで、歩留まりのよいＥＬ表示装置として有用である。
【符号の説明】
【０５０４】
１１　トランジスタ
１１ａ　駆動用トランジスタ
１１ｂ　トランジスタ
１１ｃ　トランジスタ
１１ｄ　トランジスタ
１１ｅ　トランジスタ
１２　ゲートドライバＩＣ
１２ａ　ゲートドライバＩＣ
１２ｂ　ゲートドライバＩＣ
１４　ソースドライバＩＣ
１５　ＥＬ素子
１６　画素
１６Ｗ　画素
１６ａ　画素
１６ｂ　画素
１６ｃ　画素
１６ｄ　画素
１６ｅ　画素
１７　ゲート信号線
１７ａ　ゲート信号線
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１７ｂ　ゲート信号線
１７ｃ　ゲート信号線
１７ｄ　ゲート信号線
１８　ソース信号線
１９　コンデンサ
１９ａ　コンデンサ
１９ｂ　コンデンサ
２２　ＣＯＦ
２２　フレキシブル基板
２２ａ１　フレキシブル基板
２２ａ２　フレキシブル基板
２２ｇ　フレキシブル基板
２２ｓ　ＣＯＦ
２５　表示画面
３０　封止基板
３１　パネル基板
３３　カラーフィルター
３４　絶縁膜
３５　表示画面
３６　遮光膜
３７　接続部
３８　光散乱膜
４０　アノード電極
４３　カソード電極
４４　低抵抗化配線
４７　接着層
４８　ガラス基板
４９　ＥＬ表示パネル
５１　シフトレジスタ
５１ａ　シフトレジスタ
５１ｂ　シフトレジスタ
５１ｃ　シフトレジスタ
５１ｄ　シフトレジスタ
５２　出力バッファ
５３　ゲート信号線出力回路
５３ａ　ゲート信号線出力回路
５３ｂ　ゲート信号線出力回路
５３ｃ　ゲート信号線出力回路
５３ｄ　ゲート信号線出力回路
５４　アレイ接続配線
７１　接続端子（第２の接続部）
７２　ドライバ出力端子（制御端子）
７３　ドライバ入力端子（ドライバ端子）
７３ａ　ドライバ入力端子（ドライバ端子）
７３ａ１　ドライバ入力端子
７３ａ２　ドライバ入力端子
７３ｂ　ドライバ入力端子（ドライバ端子）
７３ｂ１　ドライバ入力端子
７３ｂ２　ドライバ入力端子
７４　ＣＯＦ配線



(61) JP 2018-60798 A 2018.4.12

10

20

30

40

50

７４ａ　ＣＯＦ配線（連続接続線）
７４ａ１　ＣＯＦ配線
７４ａ２　ＣＯＦ配線
７４ｂ　ＣＯＦ配線（連続接続線）
７４ｂ２　ＣＯＦ配線
７４ｃ　ＣＯＦ配線（連続接続線）
７４ｃ１　ＣＯＦ配線
７４ｄ　ＣＯＦ配線（端子接続線）
７４ｅ　ＣＯＦ配線（端子接続線）
７４ｆ１　ＣＯＦ配線
７４ｆ２　ＣＯＦ配線
７５　接続端子
７５ａ　接続端子（第１の接続部）
７５ｂ　接続端子（第３の接続部）
７５ｃ　接続端子（ゲート信号接続部）
７６　操作端子（ゲート信号出力端子）
７６ａ　操作端子
７６ｂ　操作端子
９１　パネル配線
９１ａ　パネル配線
９１ａ１　パネル配線
９１ａ２　パネル配線
９１ｂ　パネル配線
９１ｂ１　パネル配線
９１ｃ　パネル配線
１０１　電圧・信号入力部
１４１　ブロック
１６１　切り替え回路
２６１　入力制御配線
２６１ａ　入力制御配線
２６１ｂ　入力制御配線
２６２　内部配線
２６２ａ　内部配線
２６２ｂ　内部配線
２６２ｃ　内部配線
２７１　双方向バッファ
２７１ａ　双方向バッファ
２７１ｂ　双方向バッファ
４８１　デジタルレシーバー
４８２　ガンマ設定回路
４８３　シフトレジスタ
４８４　ラッチ回路
４８５　遅延回路
４８６　ＤＡ変換回路
４８７　バッファ回路
４８８　スイッチ回路
４９１　表示装置
４９２　筐体
４９３　保持台
５０１　シャッター
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５０２　ビューファインダ
５０３　カーソル
５１１　キーボード
５１２　タッチパッド
ａ　軌跡
ｂ　軌跡
ｃ　軌跡
Ａ１　ブロック
Ａ２　ブロック
Ａ３　ブロック
Ａ４　ブロック
ＡＢ　ブロック
Ｂ１　ブロック
Ｂ２　ブロック
Ｃ１　操作端子
Ｃ２　ブロック
Ｃ６　操作端子
Ｃ７　操作端子
Ｃ８　操作端子
Ｃｌｋ　クロック
Ｃｌｋ２　クロックデータ
ＣｌｋＢ１　クロック
ＣｌｋＢ２　クロック
Ｄａｔ　データ
ＤＩＯ１　スタートパルス
Ｅ１　電圧回路
Ｅ２　電圧回路
Ｅｎｂ　イネーブル
ＥｎｂＢ１　イネーブル端子
ＥｎｂＢ２　イネーブル端子
Ｇｂ　ゲート信号線
ＬＶ０Ａ　差動入力信号
ＲＴＡ　赤外線
Ｓ１ａ　ドライバ入力端子
Ｓ２ｂ　ドライバ入力端子
Ｓ３ｂ　ドライバ入力端子
Ｔａ　印加期間
Ｔｂ　印加期間
Ｔｃ　期間
Ｖａ　リセット電圧
Ｖｓ　映像信号
Ｖｄｄ　アノード電圧
Ｖｄｄ　ロジック電圧
Ｖｉｎｉｔ　イニシャル電圧
Ｖｏｆｆ　オフ電圧
Ｖｏｆｆ１　電圧印加端子
Ｖｏｎ　オン電圧
ＶｏｎＡ　オン電圧
ＶｏｎＢ　オン電圧
Ｖｓｓ　カソード電圧
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